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　──飛べる！

　頭だけじゃなく、五感が、そして全身がそう叫んだ刹せつ那な、わたしは宙に浮いた。

　一気に上昇し、そしてグン、と加速する。初めて経験するスピードに、わたしは夢中になった。上から見下ろす風景は、地上のそれとはまるで違った。

　操そう縦じゆう桿かんを引き寄せると、瞬またたく間に、さらに上昇する。高い。けれど、もっと高く、速く、誰にも追いつかれないよう、邪じや魔まされないよう、もっと、もっと……！

　このままどこまででも飛んでいってしまいたい。

　だが地上に彼の姿を見つけた途と端たん、高こう揚ようした心が、静かにトーンダウンした。

　わたしはぐっと顎あごを上げると、今以上に高く空を飛んだ。彼の上空を回って、そうしてゆっくりと操縦桿を前方に押した。動きに伴ともない、だんだんと地上に近づいてゆく。

　ふわっとした浮遊感を得て、わたしはソラのヒトではなく、地上のひとになった。

　今の想いを嚙かみしめる。本当は降りたくない。けれど、降りないわけにはいかない。

　わたしは決意の下もと、操縦桿から手を離した。

　指が、伸びてくる。わたしはその手に遠えん慮りよなく摑つかまり、地表に足先をつけた。

「楽しかった？」

「ええ、わりと」

　素っ気なくそう言うと、彼はおかしそうに笑った。

　ああ、なんて素す敵てきな笑顔だろう。

　この笑みを向けられただけで、わたしの心は蕩とろけそうになってしまう。そんな自分を戒いましめようと、きつく拳こぶしを握にぎった。

　ともすれば女性のそれと間ま違ちがわれそうな、荒あら仕し事ごとなどしたことがないであろうほっそりとした長い指が、わたしの拳を優しく包み込んでくる。じわり、と彼の熱が伝わってきて、わたしは今にも泣きそうになるのを、漸ようようう堪こらえた。

　今泣いたら、わたしはわたしの決意を投げ出してしまいそうだったから。投げ出して、そしてみっともなく彼に縋すがりついて、どうかどこでもいいからわたしを攫さらって、ずっとわたしと一緒にいて──と、そう叫んでしまいそうだったから。

　握った拳を開くよう促うながされるけれど、できなかった。

　彼は微かすかに震える拳を見下ろし、そうして少しの逡しゆん巡じゆんのあとで、わたしの指先に、静かに唇くちびるを押し当てた。

　唇は握る指よりなお熱くて、思わずぱっと手を開いた。

「掌てのひらに爪の痕あとがついてしまっているよ。こんなにきつく握って……」

　三日月形の傷が並ぶ掌にも、彼はキスをした。

　眉み間けんの辺りに、火かき棒ぼうを押しつけられたような、痛みにも似た熱を感じる。

　頰も熱い。額ひたいも、手も、心も、わたしのすべてが、熱く火ほ照てる。

「これを、もらってくれる？」

　差し出されたのは、掌より大きな、けれど両掌で持てるほどの、金属の箱だった。

　乳にゆう白はく色しよくの箱には、美しく流れるような文字が彫ほられている。

　わたしは少しだけためらったけれど、小さくうなずいて箱を受け取った。

「うっ」

　掌に置かれた途端、ずしりと重みを感じる。想像より相当重くて、思わず取り落としそうになったけれど、咄とつ嗟さに踏ふん張ばって箱を抱えた。

「重っ!!」

　普段の取り澄すました声ではなくつい地声が出て、それを聞いた彼は、ははっと笑った。

「それ、ごく一部だよ。今、手元にある全部を持っていってもらうから、覚かく悟ごして」

　言いながらまだくすくす笑うから、わたしは少しだけ膨ふくれ、……けれどやがて一緒になって相そう好ごうを崩くずした。ひとしきり笑い合って、そうしてしばらくするうちに、自然に収おさまる。わたしは彼を見上げた。

「頂きます。大事にしますね」

「うん。君だったら、きっと有ゆう効こうに使ってくれると思う」

　わたしはうなずいた。

「ええ、決して無む駄だには致いたしません」

　また、涙が溢あふれそうになる。堪えて──その、堪えている途と中ちゆうで、彼がさらに近づいてきたかと思うと、下した瞼まぶたに、唇を押し当ててくる。

　泣いて。

　そう望のぞまれたように感じた。

　泣いて、僕との別れを悲しんで。

　口にはしない彼の言葉を察さつする。

　わたしは小さく俯うつむいた。

　ごめんなさい。わたしは泣かない。泣かない代わりに、笑う。

　顔を上げ、唇を開くと、はっきりと告げた。

「さようなら」

　わたしのいとしい、──たったひとりの、王子様。
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　クラウザー王国の空は、まるで花畑のようだ──。

　初めてこの国に足を踏ふみ入れ、空を見上げた他た国こくの者たちは皆、そう感かん嘆たんの声をあげる。

　赤、青、黄色、緑、紫、金、銀、黒……。

　大小様さま々ざま、色や形も異ことなる、ありとあらゆる種類の花々が青く澄すんだ空を彩いろどっているように見えるのだ。




　空の花は動く。時には蜜みつを求める蝶ちようのようにゆっくりと、そして時には獲え物ものを狙ねらう鳥のように俊しゆん敏びんに。

　もちろん、生花ではない。

　峻しゆん険けんな山脈に囲まれたクラウザー王国の空に咲くのは、色とりどりの『空くう遊ゆう船せん』──通つう称しようソラフネ。

　即すなわち空に浮かび、移い動どうするための船である。







「工房長さん、こんにちは！」

　金属を削けずる耳みみ障ざわりな音がやんだ次の瞬しゆん間かんに、高く澄んだ声がその場に明るく響ひびいた。

　工房長と呼ばれた壮そう年ねんの男は、声を聞くなり、顔を覆おおっていた面めんを投げ捨てるようにして取った。

　男の目の前に立つのは、十代後半の少女だ。

　焦こげ茶色のふわりとやわらかそうな長い髪をハーフアップにし、結むすび目には控ひかえめな髪かみ飾かざりをつけている。

　落ち着いた、おとなしそうな顔立ちだが、くっきりとした大きな瞳ひとみは、晴せい天てんの空の色を写し取ったかのような美しい青い色をしていて、ハッと目を惹ひきつけられる。

　清せい潔けつな白い襟えりに、肘ひじ上うえの膨ふくらんだ袖そで、紺こん色いろの短い丈たけの上着と、同色の膝ひざ下した丈たけのプリーツスカートは、ここから徒歩十五分ほど距きよ離りのある女学校の制服だ。

　少し乱れた髪に触れ、静かに整える少女の手首につけられた腕バン輪グルが、ちらりと顔を覗のぞかせる。

「シエラ嬢じよう様さま！　やや、もうそんな刻こく限げんでしたか……！」

「あ、ご挨あい拶さつをしようと思っただけですから、お仕事続けてください」

　立ち上がりかけた工房長を、シエラと呼ばれた少女は慌あわてて制す。だが工房長はその言葉には従したがわずに腰を上げると、少女に向けて、深ふか々ぶかと頭を下げた。そんな工房長へ、少女はちょっと困ったように眉まゆ尻じりを下げるが、すぐに目元にやわらかい笑みを浮かべた。

「実を言うと、いつもより早く着いてしまったんです。学校から走ってきました」

「なんと、馬車を使わず自らの足で走ってきたと……!?　名門ブラックフォード家のお方ですのに、それは少々軽はずみな行こう為いでは？」

　その行動を諫いさめるというより、自分の身を案じてくれたうえでの苦く言げんであるのだと、少女はすぐに悟さとる。だから素す直なおにごめんなさい、と頭を下げた。

「でもわたし、馬車はあまり好きではないんです。馬の仕事を否ひ定ていするわけではないし、急いでいたら仕方ないけれど、できたらわたしの足で向かいたいから」

　軽く肩を竦すくめ、微かすかに唇くちびるを窄すぼめた少女だったが、すぐさま目をキラキラと輝かがやかせた。

「ところで工房に行ってもいいですか？　ネジ留どめを確認して、そのあとで飛ぼうと思っているんです」

　相手に許きよ可かを求めながらも、少女の足はすでに動きかけている。少女のそわそわした様子に、工房長はそれまでの真剣な顔をふっと緩ゆるめ、そうしてはははと笑いだした。

「シエラ嬢様はまさにフローレンス様の孫ですなあ。『空遊船』に夢中であられる」

　からかうようにそう言われて、少女もまた苦笑を零こぼす。

「ええ、確かに空遊船に関して言えば、わたしもおばあ様に負けないくらい、『空遊船バカ』だと思います」

「いやいや、バカとは言っていませんよ！」

「むしろバカでありたいんです。わたし、空遊船に関しては誰だれにも負けたくないですし」

　ふんわりと、その場が和なごむような笑顔とやわらかな声こわ音ねながら、強い芯しんが通っていると聞く者に感じさせる言葉だった。

　そんな少女を、工房長はハッとしたようにまじまじと見つめ、そしてうなずいた。

「ぜひ、これからもそういう気持ちでいらしてください。空遊船づくりに携たずさわるひとりとして、シエラ嬢様のようなお方がいらっしゃるのはまことに心強いことです」

「ええ」

　少女もまた、はっきりと首を縦たてに振った。

「わたし、自分でつくったソラフネで、世界中を回るのが夢なんです」

　少女がそう言うと、工房長は相そう好ごうを崩くずした。

「そりゃあ素す敵てきな夢だ……！　きっとフローレンス様も賛さん成せいなさるでしょうなあ」

「おばあ様だけでなく、きっと家族の皆が賛成してくれると思います」

「『クラウザー王国最強のブラックフォード家の皆々様』ですからね」

　ふははと笑う工房長に、少女──シエラ・ブラックフォードは、ちょっとだけ困ったように首を竦めたが、すぐに一いつ緒しよになって笑顔を見せた。







　シエラが使っている工房は、広こう大だいな作業場の一番奥にある。

『空遊船』をつくる作業場は、一いつ機きごとに区切られており、中から機械音が響いてくる。

「最近は、流りゆう線せん形けいの機き体たいに思い思いの絵を描くのが流りゆう行こうのようですね」

「ですなあ。ただ、相変わらず両りよう翼よくを鳥の翼つばさに見立てた形も人気ですぞ」

　作業が終わったら、また空遊船のお話を聞かせてくださいね、と言うと、工房長はもちろんです、と気持ちよくうなずいた。

　しばらく長い廊ろう下かを歩き、そうして一番奥のブースに到着する。

　そこには小さな空遊船が一機保管されていた。

　軽いが丈夫で細さい工くがしやすい金属を使った空遊船は、シエラが設計から組み立てまで、ほとんど自分の手でつくりあげたものだ。

　機体はシエラが大好きな空色だ。流行もあるが、シエラは最初から空色にすると決めていた。何度も色いろ味みを確認し、特別に塗料を調ちよう合ごうした青の機体が空を飛ぶところを想像するだけで、シエラは身み震ぶるいをしそうになる。

　一昨日おとといには一度試し乗じようしている。自分で操そう縦じゆうをしたために客きやつ観かん的てきには見られなかったから、今度は誰かに運転を任まかせて、飛ぶ様さまをこの目で見てみたい。

　ワクワクしながら入ったブースの中央には、鳥の翼を模もした機体が据すえられていた。

　さほど大きくはない。体長はシエラの身長の約二倍、幅はばはその二分の一ほどだ。単たん身しん用ようとして極きよく限げんまで無駄を削そぎ落としつつ、自らのアイディアや理想、そして好みを、ひとつの妥だ協きようもせずつくった空遊船だった。

　今日は少し遠くまで飛んでみようかしら、と機体に目を向けた次の瞬間、シエラは空色の瞳を、限界まで見開いた。

「やや……!?」

　斜ななめ前方を歩いていた工房長が、頓とん狂きような声をあげる。

　シエラもまたポカンとしたまま、その場に棒ぼう立だちとなった。

「シエラ、いつ来るか待ち兼かねていたよ。僕の想像では、もう少し早くここに飛び込んでくると思っていたのだがね」

　シエラが時間をかけて、丁てい寧ねいに、ミスなく、大事に、まるで我が子を育てるかのようにつくりあげた空遊船──その機体の前に、室内の灯あかりの下では少しくすんで見える金色の髪を持つ男がいた。

　にこり。

　男が笑みを浮かべた次の瞬しゆん間かん、控ひかえめな灯りが点ともされたブースが、太陽を投げ込まれたかのようにキラキラと明るくなった──気がした。

　うっ、とシエラは一いつ瞬しゆんだけ怯ひるむ。隣の工房長など頭の中が真っ白にでもなったのか、直ちよく立りつ不ふ動どうで立ち竦んでいた。

『あのお方が微笑ほほえめば太陽すら霞かすむ』

　そんなふうに囁ささやかれているだけあって、老ろう若にやく男なん女によを問わず目を奪うばわれる美しさなのだ。

　けれどシエラは、そんな『太陽の微笑』をものともせずに歩みはじめた。その歩調は次し第だいに速まり、ついには走りだす。そして自分の空遊船を、両手を広げて抱きしめようとしたが──「ちょっと待った！」との声とともに背後から引き留とめられてしまう。それが腰に相手が腕を回して引き寄せる、という行為だったものだから、シエラはぎょっとすると同時に、瞬またたく間に顔中を赤らめた。
















「な、何をなさるんですか……！　いえ、それより、これ、なんなんです、この、色!!」

「あのね、これまだ塗ぬりたてなんだ。だから触ったら、君が塗と料りようまみれになってしまう。僕はそんな君も可か愛わいいらしいと思うし、もし君が汚れてしまったら僕が洗ってあげたいとすら思うけど、落とすの大変でしょ？」

「……！」

　空遊船は、他国の人々から「空にありとあらゆる花が咲いているようだ」と称される。けれど澄んだ空が大好きなシエラは、青空に同どう化かするように、という想いで空色の塗装を施ほどこした。

　その、シエラの空遊船が、まるでおもちゃ箱をひっくり返したような、極ごく彩さい色しきに塗り直されていたのだ。

　その事実を前にしては、『可愛い』というお世辞を囁かれたことすら彼方かなたに飛んでいってしまう。

「つまり……わたしのペップちゃんをこんな色に塗り直したのは、貴方あなた、ということでしょうか。──キース様？」

「正解！　シエラの趣しゆ味みは地じ味みすぎるんだよ。青空を飛ぶのに青い機体だなんて、保ほ護ご色しよくもいいとこだ。ほかの空遊船にぶつけられても文もん句く言えないよ？」

　ね？　と腰を抱いたまま、男はシエラの顔を覗のぞき込んできた。

　男の着る服に視線を落とせば、金きん糸しで刺し繡しゆうの施された淡たん青せい色しよくの上等な外がい套とうは、赤やオレンジ、緑といった色で、そこかしこが汚れている。

　シエラが汚れるのは厭いとうのに、自分のことは放置だなんて、まったくどういうことなの、と目を欹そばだてた。

「わたしの趣味が地味でも派は手ででも、キース様にご迷めい惑わくをお掛かけすることはないかと。それよりもひとのペップ……空遊船の色を勝手に塗り替える方が、よほどいけないことかと思うのですが」

　シエラは努つとめて……我ながらなんて我が慢まん強いの、と感心するほどに、穏やかに、笑みすら浮かべつつ、そう言ってみせた。その時唇の端はしがほんのちょっとだけ引き攣つったのは見逃してほしい。

「ねえペップちゃんって、このソラフネの名前？　相あい変かわらずネームセンスがないよねえ。昔飼かっていたヘビはヘポンちゃん、鳥はヒラリンちゃん、猫はリューリューちゃん、だったっけ？　そういう名前の発はつ想そうは、この可愛い頭のどこから湧わいてくるのかな」

　こんこん、と頭を軽くノックされ、怒りと羞しゆう恥ちでシエラの頰は熱く火ほ照てる。

「僕だったら、そうだな、藍色にシュッと黄色のラインの入ったボディに、燃えるような赤とオレンジ色の翼、とさかは鮮あざやかなブルーと落ち着いた緑、瞳は神しん秘ぴ的てきな紫色という、我が国においてもっとも美しい、そして空の守しゆ護ご鳥ちようとも呼ばれ崇あがめられている『ラシェリェーヌ』ってつけるけどね」

　藍、黄、赤、オレンジ、ブルーに緑、そして紫──。その色の組み合わせは、まさに空色から塗り替えられた、目の前のシエラの空遊船の色だ。

　即そく座ざにそのことに気づいたシエラは、わなわなと身を震わせた。

「……キース様」

「ん？　なんだい」

　いたいけな少年のように無む邪じや気きに首を傾かしげる男を、シエラは見み据すえた。

　灰色がかった青い瞳が、キラキラとシエラを覗き込んでくる。

　シエラは一度ゆっくりと息を吸い──、にっこり微笑んだ。

「キース様、ご意見頂きまことにありがとうございます。これからわたくしペップちゃんの最終調整に取り掛かります。先が尖とがったものや刃は先さきの鋭するどい危険な工具を使用いたします故ゆえ、万一手が滑すべってキース様の頭に直ちよく撃げきでもしたら大変ですので、どうぞこの場から速すみやかにお引き取りいただけたら幸いにございます」

　にっこり、をキープしながら、シエラは男を空色の瞳でじっと見つめ続けた。

「えっと、シエラ。……怒おこってる？」

「あら、わたくし、怒っているように見えますか？」

　微び動どうだにしない笑顔のシエラに、男の方が引き攣り笑いを浮かべる。

「工房長さん、キース様を安全な場所に案内していただけますか？　……といいますか、護ご衛えいのティムさんは、今日はどちらに？」

「はぁい！　ここに控えております、シエラ嬢！」

　男性にしては高く女性にしては低い声が、空遊船の中から突とつ然ぜん飛んできた。ぎょっとしてその声の方に目をやると、ひとり乗り用の空遊船の席から、明るい茶の癖くせ毛げの青年が、ひょこっと顔を出した。

「ティムさん、何をなさっているんですか。まだ乗ってはいけません……！」

「大丈夫！　やーシエラ嬢ってばすごいですねえ、こんなのをほとんどひとりでつくっちゃうなんて！　さすがは泣く子はさらに大泣き、笑っていた子も泣きだすなーんて言われている『救きゆう国こくの怪かい女じよ』フローレンス・ブラックフォード様のお孫さんですー！」

「ティムさん、早く降りてください。その辺りのネジ、まだ仮かり留どめ状態だから……！」

「えっ、なんで仮留め……!?」

「この空遊船は折りたたんで持ち運びができるようにつくっているんです。昨日細さい部ぶを確認するために、一いつ旦たん分ぶん解かいして組み立て直したか、……ああっ！」

　突然機体がぐらりと揺ゆれ……シエラは大きく目を見開き、口元を覆おおった。

　座席に座る青年──ティムも、恐きよう怖ふからか瞠どう目もくした……と思いきや、

「やぁっ、とう！」

　そんな勇いさましい声とともに、ティムは平屋の屋根ほどの高さから、くるりと回転しながら飛び降りてきた。

　スタッと快かい音おんがしそうなほど見事に、床に着地する。

　だがシエラは、そんなティムの姿を視界の片かた隅すみにも入れていなかった。

　なぜなら、シエラが長い時間をかけて、ようやく完成直前まで仕上げた空遊船が、微かな軋きしみを伴ともないながら、こちらに向かって倒たおれかかってきたのだ。

「ペップちゃん───!!」

　思わず叫んだシエラの背はい後ごから、男がひらりと前に飛び出してくる。そしてシエラの空遊船を、両りよう掌てのひらでしっかりと受け止めた。

「キ、キース、様……!?」

「あ、思っていた以上に軽い。折りたたんで持ち運びができるだけあるね」

「キース様……！」

　傾いだ空遊船が倒れるのを寸すん前ぜんで食い止めた男に走り寄り、シエラも機体に手を伸ばす。

「あ、触っちゃダメだよ、シエラ」

　どうして、と言いかけて、すぐに思い出す。機体が塗りたてだと、先刻聞かされたではないか。

「シエラの手が汚れちゃうからね」

　爽さわやかな笑顔を見せる彼がなんと声を掛けてほしかったのか、冷静な時であったなら気づいただろう。けれどシエラはまったくそちらには頭が回らなかった。

「……わたしのペップちゃんが、見るも無む残ざんな色で塗られたあげく可愛いボディにおかしな手形をつけられてしまった……！」

「見るも無残って、……おかしな、って……シエラ」

　肩を落とす男を目にしても、シエラの気持ちは自分の空遊船に向けられている。

　手て塩しおにかけて育ててきた──否いな、つくりあげた空遊船が、自分の理想とは懸かけ離はなれた有あり様さまになってしまったと、シエラはへたへたとその場に座り込んでしまった。







　流りゆう水すいの下に差し出された、カラフルに色づいた掌を擦こすりながら、シエラは目線を男──キース・クラウザーに向けた。

「キース様、いつお戻りになられたんですか？　ご旅行前に伺うかがった話では、帰国はあとひと月ほど先だったかと」

「んー、なんかホームシックに罹かかっちゃったんだよね。で、予定を早めて帰国した」

「ホームシック、ですか。キース様が？」

「僕がホームシックになったらおかしい？」

　キースは灰色がかった青い瞳で、悪戯いたずらっぽくシエラを覗き込んでくる。

　外の手洗い場の下、空遊船工房の敷地内には、明るい日が差さしていた。日の光はキースの金髪を、一ひと際きわ鮮やかに輝かせる。

　瞳の形の完璧さ、そして金色の長い睫まつ毛げが頰に影を落とす様を間近で見て、シエラは密かに息を詰めた。同時に、鼓こ動どうが微かすかに速まる。

　だがシエラはそんな胸の内の変化を面おもてにはわずかほども出さず、小さく息をついて自らを落ち着かせると、軽く視線を流した。

「キース様は根っからのご旅行好きでしょう？　十八歳の頃から、一年のうち四分の三は他国に行ってらっしゃるじゃないですか」

「確かにね」

「ですからわたし、キース様は、そういう生活がお好きなんだと思っていました」

「王族としての義ぎ務むも顧かえりみず好き勝手している放ほう蕩とう王子、って？」

　くすりと笑う、その表情は明るい。なんの屈くつ託たくも感じられないから、シエラもその雰ふん囲い気きを壊さぬように返事をする。

「陛へい下かと王おう妃ひ様がキース様に対しそれでよしと仰おおせなのでしょうから、そのことに対してわたしは意見を申し上げる立場にありません。ただご旅行がお好きなキース様が、この国を思って帰りたいと仰おつしやられることを不ふ思し議ぎに思ったのです」

「あのね、シエラ」

「……はい？」

　一いつ拍ぱく返事が遅れたのは、キースがわずかに距離を縮ちぢめてきたためだ。だがキースはシエラの戸と惑まどいに頓とん着ちやくせず、世の女性ばかりか男性まで虜とりこにする、甘く魅み惑わく的てきな笑みを向けてくる。

　──これまで何十回も、何百回も見てきているのに……。

　こんなにもドキドキしてしまう。そんな不ふ甲が斐いない自分に歯は嚙がみしていると、人の心の機き微びにやたらと聡さとい男は、さらに目を細めて接せつ近きんしてきた。

「君に会いたくなったから」

「……え？」

「だから帰ってきた」

　一瞬、鼓動が止まってしまったのではないか──。そんな錯さつ覚かくを覚えた次の瞬間、心臓が強く、速く、胸を叩く。

　それでもシエラは、動どう揺ようを表情にはわずかも出さなかった。

　キースは、クラウザー王国第三王子だ。だが身分の差を超こえて、子どもの頃から身近に接してきた幼なじみだから他人より耐たい性せいがあったし、この、老若男女を問わず無意識に誑たらし込む気質の彼にあっさり惑まどいたくないという強い意い志し力りよくも備えていたからだ。

「キース様、冗じよう談だんはそこまでにしてください。ご帰国を早められた本当の理由はなんですか？　このようなところで暇を潰していてもいいのですか？」

　その声に、シエラの冷静であれ、という気持ちが強く働きすぎて、冷たくすら響いてしまったものだから、内心ひやりとする。

　するとキースは、一度、ゆっくりと瞬まばたきをすると、次の瞬間、さも悲しげに肩を落とし、眉尻を下げてみせた。

「シエラは本当に、僕に容よう赦しやないね」

「甘やかしてほしいのでしたらほかを当たってください。大勢いらっしゃるでしょう？」

「いや、そんなにいないよ？」

『そんなに』……ということはやっぱりいるんじゃない、と無む意い識しきのうちに眉まゆ根ねに力が入りかける。

「母上と兄上たちくらいかな。父上もか。姉上だけは僕に厳きびしいけどね」

　そんなはずはないのに、本人の口からそう言われると、自分から振っておきながらホッとするのが、我ながら悔くやしい。

　塗料まみれのキースの掌をごしごし擦っていると、シエラ、と優しく呼ばれた。

「別に本当に大した理由じゃないよ。ほら、十日後に大たい祭さいがあるだろう？　そのことを僕はすっかり忘れていたんだけど、つい先日思い出して、それで帰ってきたというわけ」

「あ、大祭……祝しゆく国こく祭さいですね」

「そう。いくら放蕩王子の僕とはいえ、建けん国こくを祝う一大イベントの場にいないのはねえ？」

「それ、ご旅行前にわかっていないといけなかったのでは？」

「ねえ？」

　他ひ人と事ごとのように首を傾げて笑う男に、シエラもつい苦笑を漏らした。

「フローレンスも大祭に面おも白しろいイベント案あんを出しているよ。ソラフネに関することだ。シエラは聞いている？」

「いえ」

　キースは、シエラの祖そ母ぼがどんなイベントを企画しているのか知っているのだろう。

「シエラにもきっと関係あることだ。すごく楽しみにしている」

「あの、それはどういう……？」

　問うが、キースはそれ以上何も言わなかった。ただじっとシエラの瞳を覗き込んでくる。悪戯めいた……いや、どちらかというと、希望に満ちた、だろうか？　どちらにしても、本当に楽しみにしているのだろう。

　キースはいつも笑顔を浮かべている。王族として、常つねに決まった表情──笑顔でいるよう努めているのだろう。だがシエラに見せるそれは、少し違ちがっていた。

　屈託がなかったり、逆に片方の唇だけ上げて、ちょっとだけ皮ひ肉にくめいていたり。

　今浮かべるのは、子どもっぽいと微笑ましくなるような素すの表情だ。

　こんなふうに、あからさまに気持ちがうかがえるような顔を見られるのはほんの一ひと握にぎり……近しい人間だけだった。

　何度も、何十度も、見てきているのに、そんな彼のキラキラとした表情に慣なれることはなかった。

　いつまでも見ていたいような、今すぐに目を逸そらしたいような、相あい反はんする感情がせめぎ合っている。

　塗料はまだ落ちない。だがキースは、「もう手が痛い」と言って流水の下から引っ込めた。自然と、シエラの手も離れる。

「あ、言い忘れていた」

　キースは長身をわずかに屈めて、シエラの顔を近く覗き込んできた。

「ただいま、シエラ」

　瞳にやわらかな笑みを浮かべながら、キースは穏やかに……まるで一番近くにいる家族に向けてするような挨あい拶さつを口にした。

　また、微かに動悸が乱れる。けれど、動揺は絶対に外に出さない。胸の中をぐるぐると回る、熱を帯おびた感情も。

　そしてシエラもキースのように、穏やかに──穏やかさを装よそおって──唇を開いた。

「お帰りなさい、キース様」
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　起き伏ふくに富とんだ美しい景けい観かんが他国にも名高いクラウザー王国、その王都エントリアほか主しゆ要よう都市の四方は、峻厳な峰みねが連つらなっている。

　姿は美しいが険しい山岳をいくつも越えて陸りく路ろで旅をするのは危険が多い。加えて山を越えた北側に広がる海には島が点てん在ざいするものの開発されておらず、複雑な海岸線には申し訳程てい度どの港があるだけだ。周しゆう到とうな準じゆん備びをし、そして長い時間をかけなければ、国を出ることはできない。

　言い換えるなら、山を越えさえすれば、他国はすぐそこだが、それこそが難むずかしいわけで、クラウザー王国に住まう者たちの遠距離での移い動どう手しゆ段だんは、五十年ほど前から空路に取って代わった。

　王族をはじめ、貴族や裕ゆう福ふくな商人たちはこぞって『空遊船』を買い求めた。

『空遊船』を持たない者たちも、王家が設もうけた定てい期き船せんを使うことができる。

　クラウザー王国にとってなくてはならないもの、それが空遊船である。その産業分野で突出した一族があった。

　それが『ブラックフォード家』である。

　空遊船の造ぞう船せん及び運うん航こうに関するすべてはクラウザー王家が管理しているのだが、実際に牛ぎゆう耳じっているのが、このブラックフォード家であった。

　そもそもブラックフォード家──その家か長ちようがいなければ、クラウザー王国でこれほど『空遊船』が発はつ展てんしなかったであろうことは、この国に住む者ならば誰でも知っている。

　空遊船の全造船場の九割方はブラックフォード家のもので、何より『ソラフネ』が飛ぶために必ず必要な『あるもの』は、ブラックフォードを通さなければ入手できないのだから。

　そのため一家の総そう資し産さんは、王家をもしのぐとまで囁ささやかれ、クラウザー王ですら頭が上がらない、とまで世間では取り沙汰されていた──。







「今夜は一族全員で夕食会ですって。すぐに出るから着き替がえていらっしゃい」

　家に帰宅するなり、母にそう声をかけられたシエラは、軽く首を傾げた。

「今日は、何かありましたか？」

　ブラックフォード家では、月に一度一族会かい議ぎが開かれる。その際さい当月に誕生日を迎える者たちの生誕祝いが揃そろって催もよおされるのだが、その会議兼生誕祝いは、つい先日終わったばかりだ。

「お義か母あ様から招しよう集しゆうがかかったの。また面白そうなことを思いついたのかしらね」

　シエラの母は、ふふ、と軽かろやかに微笑んだ。

「面白そうなことって、……祝国祭の催し物についてかしら」

　たしかキースが、何か含ふくみがあるようなことを口にしていた。

「そうかもね。とにかく急いで用意して。ああ、シエラ」

　部屋に踵きびすを返したシエラを、急せかした当の本人が引き留とめる。

「ドレス、この前仕し立たてたものを着てきてね」

　うっ、とこっそり息を詰つまらせる。

　──この前といったら、紫色のドレス、だったかしら……。

　母が仕立ててくれるドレスは、実はシエラの好みとは異ことなるのだが、厚こう意いを無む下げにはできない。シエラは苦笑を浮かべながらも、はい、とうなずいた。







　シエラたち家族が住む屋や敷しきは、ブラックフォード家の本家の敷しき地ち内ないに建てられている。ほかにも結婚をして世せ帯たいを分けた兄家族や、父方の叔お父じ家族の家もあった。だが、敷地内とはいえ、シエラや母がドレス姿であることを抜きにしても、移動には馬車が必要になるほど距離がある。

　途と中ちゆうこんもり生おい茂しげる森や、野や趣しゆ溢あふれる花々が広がる草原を抜け、また整えられた庭園内を通る。そうしてブラックフォード本家の邸てい宅たくに到着し、馬車を降りた途と端たん、シエラは思わず声をあげた。

「すごい……！」

　邸宅前には車寄せがあるのだが、その先は手入れの行き届いた芝しば生ふが広がっている。日が暮れる寸前の、空気がオレンジ色に染まる中、芝生の上には何機もの空遊船が置かれていたのだ。

　シエラは紫色のドレスの裾すそをつまむと、空遊船に駆け寄った。

「これ、初めておばあ様がつくられた空遊船じゃないかしら……！」

　少人数乗りのシンプルで小さな機体は、もともとは純白だったのだろうが、今はうっすらと茶を帯おびている。それでも丁寧に磨みがかれた機体には風ふう格かくすら漂ただよっていて、今でも十分飛べそうに思えた。

　その隣となりには、より大人数が乗船できるようにと、大型化が始まった頃の空遊船が並ぶ。

　初めて機体に絵が描かれたものや、デコラティブな形、そこから装そう飾しよくを一切削いだものといった、様々な空遊船がそこにはあった。

　シエラは夢中になって、それらを見て回る。

「シエラは本当にソラフネが好きだなあ」

　声をかけてきたのは、父のすぐ下の弟だ。

「叔父様」

　シエラは恥ずかしくなって、肩を窄めた。

　その場にいたのは叔父だけではなかった。いつの間に来ていたのか、彼の背後には、ブラックフォード家の人々が並んでいた。

『ブラックフォード家』が揺らげばクラウザー王国は瓦が解かいする、とまで言われているこの家は、『大貴族』という称しよう号ごうを王家から授さずけられている。これは『ブラックフォード家』のみの名誉だった。

　五十年ほど前のクラウザー王国はとても貧しかった。突出した産業は皆無、急きゆう峻しゆんな山々に囲まれているため、行き来も容易ではない。隣国からすれば、属国にしたいと望むほどの旨味も魅力もない──そんな国であった。

　だが当時、若きブラックフォード家の長女であったフローレンス・ブラックフォードは、どんな技術を用いたのか、『空遊船』をつくりあげた。

　恐ろしいほどの速度で空を翔ける船──空遊船。

　初めて『空遊船』を見た諸外国は、その圧倒的な技術力を目まの当たりにして仰天し……それ以降、クラウザー王国と他国の関係は一転した。

　クラウザー王国と友ゆう好こうを結むすんで、自国でも『空遊船』の運航を実現させたい、技術提てい携けいを結びたい、と申し入れがあったのだ。

　もちろんその時に代表になったのはクラウザー王家だが、一切を仕切ったのはブラックフォード家であった。

　以来、繁はん栄えいを極きわめるブラックフォード家の面々が、揃ってシエラの前にいた。

「シエラは母さんに続くソラフネバカだな」

　微笑ましいという表情で軽口を投げかけてきたのは、フローレンス・ブラックフォードの三男だ。

「否定は致しません」

　あっさり認めると、さらにさざなみのような笑いが起こったその時、ヒュウッと、上空から風を切る独特な音が耳に飛び込んできた。

　全員がハッと顔を上げると、そこには夕日を浴あびてキラキラと輝く大きな鳥が見えた。

「鳥!?　……いや、違うな」

「ソラフネ？　ずいぶん小さいじゃないか」

「ペップちゃん……!?」

　それぞれが疑問を口にする中、シエラの声だけが異なっていた。

「ペップちゃん？」

「わたしがつくったソラフネです。え、だ、誰が操縦しているの？」

　まさか、とつい先せん刻こく顔を合わせたキースの名が思い浮かぶ。

「あれがソラフネ？　単身用か」

「え、ええ、それより誰が……」

　今にも日が暮れそうな時刻だ。視力のいいシエラだが、誰が操縦しているのかなかなか判はん別べつできない。

「いゃっほう───！」

　突然、頓狂な声が一いつ帯たいに響き渡った途端に、その場にいた全員が、ぎょっとして大きく目を見開いた。

　あんぐりと口を開けて、シエラがつくった単身用空遊船に乗る人物を見上げる。

　母上、母さん、おばあ様──!?

　様々な呼びかけが、地上に立つ者たちの口から飛び出した。

　操縦するのは、ブラックフォード家の女家長であり、地上に立つ者たちの母、義ぎ母ぼ、祖母である、フローレンス・ブラックフォードである。彼女は、ぐるりと急旋せん回かいするや、その勢いのまま矢のような速度で地上に向かって突っ込んできた。

「おばあ様──ッ！」

　このままでは地面に激げき突とつしてしまう──！

　シエラは思わず両手で目を覆った。

　だが前髪を撫なでる風が、ふわっと優しく吹いたと感じると同時に、そろりと掌を外す。

　キースに派手に塗と装そうされたシエラの空遊船は、どこも損そこなわずに見事着ちやく陸りくしていた。

「お、おばあ様……」

「なかなかよくできているじゃあないか、シエラ」

　低く掠かすれた声ながら、不思議と真っ直ぐに耳に届く。

　単身用ソラフネに乗ったフローレンスが、颯さつ爽そうと操縦席から飛び降りた。

「おばあ様、無理は……！」

　ぎょっとして、慌てて手を差し出す。だがフローレンスはふん、と鼻で笑うと、必要ない、と首を横に振った。

「これ、おまえがつくったんだろう？」

「え、あ、はい」

「小回りが利きくしスピードも出る。それでいて制せい御ぎよも造ぞう作さなくできる。いい出来だよ」

「あ、ありがとう、ございます……！」

　空遊船に関しては右に出る者がいない祖母に褒ほめられて、シエラは戸惑いながらも喜びで頰を紅こう潮ちようさせる。

「母上、あまり無茶はなさらないでください。飛行には向かない時刻ですよ」

　穏やかに声をかけてきたのは、シエラの父だ。

「あたしが操縦するソラフネが墜つい落らくするって？　そんなヘマするもんか。もし落ちたとしたらそれはあたしの運命だったのさ」

　飄ひよう々ひようとそう言い放ったフローレンスに、シエラの父だけでなく、その場にいた者たちは皆苦笑を浮かべる。

　たっぷり取られた黒いドレスの裾のレースが、ふわりふわりと揺ゆれる。そのドレスの裾の下は、高いヒールの真しん紅くの靴くつ。

　サクサクと芝生の上を歩くたびに、胸元ほどまである長さの、白はく髪はつの縦たてロールが左右に揺れた。前髪の一部だけ青く染め、総そうレースの黒い帽ぼう子しを被っている。

　十七歳のシエラでもまず着ない……むしろ着ろと言われても全力で拒否するわ、と思ってしまうふわふわヒラヒラ満まん載さいの黒いドレスに、シエラのおばあ様──フローレンス・ブラックフォードは、集まった一族を見回し、ニッ、と口元に笑みを浮かべた。

　齢よわい七十八。背せ丈たけはシエラよりさらに小こ柄がらだが、とにかくインパクトがありすぎて、初めて彼女を目にした者は、百人が百人、「いったいアレは何者だ」と仰ぎよう天てんする。

　だが目を奪われるのは、度ど外はずれた格好をしているから、というだけではなかった。

　フローレンスの瞳は、宝石のように美しく不思議な、赤みがかったオレンジ色をしている。その真っ直ぐな双そう眸ぼうを目にした途端、誰もが魅入られたように動けなくなる。

　強く……けれど強いだけではない、まるで心の底を覗かれているような心持ちにさせられる、深く澄んだ光を宿していた。

「おばあ様、まずは家に入りましょう。夜風はお身体からだに障さわります」

「重病人に接するみたいな言い方はよしとくれ。おや、もう全員集まっているね」

　ちょうどいい、ここで言おうか、と集まった己の子や孫たちひとりひとりに視線を据えた。フローレンスは最後にシエラへと目を向け、そして唇に微かな笑みを浮かべると、ためらうことなく告げたのだ。

「ブラックフォードの家か督とくをグラハムに譲ゆずることに決めたよ」

　と。





[image: ]






　フローレンス・ブラックフォードといえば。

　妙みよう齢れいの頃は絶ぜつ世せいの美び貌ぼうで国中の男たちに求婚をされながら、誰の手も取らず、七十八になるこの年まで、一度も結婚をしなかった。

　幼い頃は病気がちで、十歳の誕生日は迎えられないかもしれない、と医い師しに非情な宣せん告こくをされたほどだった。そのため彼女の両親は、彼女のために、よいといわれる薬であればどれほど高こう価かであろうと取り寄せ、また腕がいい医い師しがいると聞けば大金を積つんで専属医にした。ほとんど外に出ることもなく、家で大切に、囲い込まれて、育てられた。

　ところが寿じゆ命みようといわれた十歳を迎えた頃から、フローレンスはめきめきと健康になっていった。それまで悪い魔女に魔法をかけられていたのではないかと言われるほどの回復だった。

　籠の中の鳥の如ごとく、何もできなかった彼女は、自分がしたかったことを片かたっ端ぱしからやりはじめた。

　少しでも興味のあるものは貪どん欲よくに学び、旅をし、書物を貪むさぼるように読み、やがて遠い過去──クラウザー王朝の前に、この地域を支配していた一族が、自由に空を飛んでいたという記き述じゆつを古い文献に見いだした。

「人が、空を飛ぶ……！」

　それ以降、『空を飛ぶ』にはどうしたらいいのか、という研究に明け暮れた。

　そうして完成した『空遊船』は、結果的にクラウザー王国を救ったことになるのだが、彼女にとっては、それはただのオマケのようなものだ。

　そろそろ身を固めて、わたしたちに孫を見せてほしいという願いを両親から聞かされた時にも、結婚をするつもりはない、ときっぱり告げ、そして自分の血を引く子は見せられないが、と言いながら、遠えん戚せきや孤こ児じ院いんで暮らす子どもたちと養よう子し縁えん組ぐみをした。

　血は繫がらないが、フローレンスには現在十五人の子が、孫は三十八人いる。

　フローレンスはブラックフォード家の女家長として、

「できる身体があるうちは、やりたいことをするんだよ。人生はそんなに長くはないし、いつ何時何があるのかわからないのだから」

　と、家族に言い続けた。

　見る目があるというか、あるいは同どう類るいは惹ひき合う、といえばいいのか、彼女の子たちは個性的な者たちばかりだった。その子たちに育てられた孫もまた少々世間の常識からはみ出す者が多かったが、反社会的というわけではなく、家長からして「やりたいことをしなさい」と言うのだから、皆のびのびと長所を伸ばした結果、ブラックフォード家は才さい能のう溢あふれる者たちばかりとなったのだ。

「まあ継ぐのはグラハムじゃなくてもいいんだが、一応おまえが長男だからね。誰かほかになりたい者がいれば、みんなで話し合うなり骨こつ肉にくの争いなりしておくれ。で、あたしは明日引いん退たいするから」

　女家長であるフローレンスは、あっさりとそう言った。

　目を丸くしたのは、シエラをはじめ、その場にいたほとんどがそうだったのだが、あとの反応が、シエラとはまるで違った。

「いいんじゃないですか？　五十年間お疲れさまでした」

「骨肉の争いも面白そうだけど疲れるから、家督はグラハム兄上が継ぐといいですよ」

　さんせーい、とあちこちから声があがる。

「あとは僕たちに任せて、母上はのんびりお過すごしください！」

「母上がのんびりなんて過ごすはずがないじゃない。何かやりたいことでもあるのでは？」

　方々から労ねぎらいの声が飛んでくる。笑顔の者がほとんどで、シエラの家族たちも同様だった。驚くばかりなのは、シエラだけのようだ。

　フローレンスは、ありがとう、と笑うと、

「やりたいことはある。ジェームズは聡さといな」

　次男の名を告げ、そしてくるりと悪戯っぽく目を輝かせた。

「準備ができたら旅に出るよ」

「旅……!?」

　シエラは思わずフローレンスに詰め寄った。あまりにも勢いがあったためか、ブラックフォード家の人々は目を丸くしている。

「どうしたんだい？　そんなに驚くことでもないだろう」

「いえ、あの……」

　いやいや、家長が明日引退して旅に出ると言っているのに、平へい然ぜんとしているどころかそれを勧める皆はどうなのと内心突っ込みつつも、シエラは言葉を濁にごした。

「旅って、どこへ行くんです？」

　長男……シエラの父、グラハムの問いへの答えは、「さあね」というとぼけたものだった。さすがに皆がざわめく。

「実はね、さがしたい人がいるんだよ」

「さがしたい、人」

　そう、とフローレンスはうなずく。

「むかーしむかし……もう六十年くらい前かねえ、初恋もまだだったあたしの心をぐっと摑つかんで攫さらっていってしまったお人がいるんだよ」

「……」

「その人とは、まあいろいろあって結ばれることはなかったんだけどね、あたしにとっては唯ゆい一いつ無む二にの恋、つまり初恋の君なわけさ」

　はつこいの、きみ。

　全員の胸に刻きざまれた、母の、祖母の、その言葉。

　フローレンスは腰に手を当てて胸を張ると、血の繫がらない、だがそれ以上に心で繫がっている子と孫たちへ視線を向けた。

「その、初恋の君をさがす旅に出で掛かけてくるよ」

　次の瞬間、その場がドォッと沸わいた。

「六十年前の初恋の君さがしだなんて素敵！　お義母様、ぜひ見つけてきてくださいませ！」

　ロマンティックなことが大好きなシエラの母が、一番に食いついた。

　フローレンスに駆け寄るや、両手をぎゅっと握って勢いよく振りまわす。

「ああ、もちろんさ。必ず見つけてくるよ」

「母上、どういうお方なんです？　母上のお心を唯一射い止とめたその方って」

「聞かせてください！」

　わらわらとフローレンスの周りにほとんど全員が走り寄った。

　シエラ以外の全員が、大おお騒さわぎだ。

　こういう時に、反対をする大人おとながひとりもいないどころか、どんどん行っちゃって、と言えるところこそが、ブラックフォード家の人々、……なのだろうけれど。

「……です」

　シエラの声は小さくて、誰の耳にも入らなかった──と思いきや、当のフローレンス本人が、その囁くような声を拾ひろった。

「なんだい、シエラ」

　促され、その場は一旦静かになる。

　全員の目が注そそがれて怯むが、シエラは真っ直ぐにフローレンスを見つめた。

「わたしは、反対です」

　そう、はっきり告げる。

「シエラ、どうして？　お義母様のご決けつ断だん、とっても素敵じゃないの」

　フローレンスより不服そうなのは、シエラの母だった。

　母以外にも、この場で一番年下の、しかも学生でまだ『空遊船』の業務に携わっていないシエラが反対するとは思ってもみなかったのか、皆顔に疑ぎ問もん符ふを浮かべている。

　シエラは口を開きかけ、だが一度閉じて、一瞬逡しゆん巡じゆんしてから、再び唇を開いた。

「あの、その初恋の方は、どちらにいらっしゃるかわかっているんですか？」

「わかってないねえ」

「……！　あの、では、その旅はどれほどかかるかわからない、ということですね？」

「そうだねえ」

「それは、あまりにも無む謀ぼうではありませんか？」

「残りの人生全部懸けてもいいと思っているから、無謀でもいいんだよ」

　フローレンスがそう言った途端、シエラはハッと微かに息をのんだ。そうして祖母と目と目を合わせる。

　しばしの間、ふたりの間には言葉がなかった。

「シエラ、別にいいじゃないか。母上の人生なんだし」

　そう声をかけてきた叔父に反応できるほど余よ裕ゆうがない。シエラは改あらためてじっとフローレンスを見つめた。

　祖母の、赤みを帯びたオレンジ色の瞳は穏やかでありつつ、どこか悪戯っぽい輝きを放っている。まるで子どものような双眸だった。

「……どうしても、行かれると？」

「ああ、行くよ」

　シエラは唇の内側を小さく嚙かんだ。シエラの心の中で、ぐるぐると感情が回り、だがやがてひとつの気持ちに落ち着いた。

「では、わたしもついていきます」

「シエラ？」

「わたしも、おばあ様の初恋の君さがしの旅に、ついてゆきます！」

　決めました、とはっきり告げる。

　皆驚おどろき、なんでシエラがついていくの、という声も聞こえてくる。

「まあ、もうすぐ女学校も長期休みに入るし、いいんじゃないか」

「そうねえ、シエラ、ソラフネでいろんなところに行くのが夢なんでしょう？　その予行練習と思えばいいじゃない」

　父母にあっさりそう言われ、シエラは小さく肩を落とす。

「シエラはしっかり者だから、母上が無茶をしそうな時は止めてくれるだろう」

「一緒に無茶しないでね」

　親しん戚せきたちの悪わる気ぎないチャチャに、さらに肩が落ちる。

「悪いね。よろしく頼むよ、シエラ」

　フローレンスはといえば、悪いね、と言いながらちっとも悪びれない様子で、シエラが手首にしているバングルに、軽く触れてくる。
















　そのバングルは、十五歳の誕生日にもらった、フローレンスからのプレゼントだ。

　虹にじ色いろの輝きを放つバングルは、シエラの好みからは若じやつ干かん外れてはいたが、大好きな祖母からの贈り物は、いつでも身につけていたい。

　シエラはバングルに目を落とし、そして祖母に視線を向けた。

　あっけらかんとした表情に、シエラがそう言うのを予想していたのかと訝いぶかしむほどだった。微かに片眉を上げたシエラだったが、フローレンスは知らんぷりだ。

「……おばあ様、本当に、無茶は禁きん物もつですよ」

　声を重ねても、わかったわかったとおざなりに返事される。

「もう」

　むう、と唇を尖らせつつ、仕方がない、決めたからにはどこまでもついていくわ、とシエラは覚かく悟ごを決めたのだった。
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　クラウザー王国は、近きん隣りんの国と比くらべると、まだ新興国だ。

　建けん国こくはちょうど二百年前、それ以前には別の為い政せい者しやがここ一いつ帯たいを治おさめていたという。

　以前はどんな国だったのか、王の名は？

　初代クラウザー王は、その国の王とどう関わったのか、武力によってこの地はクラウザー王国が治めることになったのか……？

　この国の歴れき史しに興味を持つ者はいたが、旧国のことが記された書物は、王家にのみ所しよ蔵ぞうされており、市し井せいに暮らす人々の目に触れることはまずない。詳しよう細さいを知るのは、とても難むずかしかった。

　そのクラウザー王国建国二百年の今年は、十八日間にわたって盛せい大だいな祭りが催もよおされる。

　爽さわやかな陽よう気きが続くこの時期に、毎年大たい祭さい──祝しゆく国こく祭さいがおこなわれるが、今年は特に、二百年という節ふし目めの年となるため、期間がいつもの倍設もうけられていた。

　祝国祭の間は、国中至る所でたくさんの催し物がある。

　大祭で一番の目玉は、クラウザー王国を象しよう徴ちようする『空くう遊ゆう船せん』を利用したものだ。

　前年は『空遊船』の速度を競きそうレースが、その前の年は一番美しい『空遊船』を決定するコンテストがおこなわれた。

　百を超える空遊船が空を飛んだ時、その勇ゆう壮そうさ、壮そう大だいさには皆みな目を奪うばわれたものだ。

　そして今年はといえば、百日ほど前から、王家がある告こく知ちをしていた。

『建国二百周年にふさわしい空遊船を利用する競技もしくはイベント案あんを提出するように』

　見事採用された暁あかつきには、相そう応おうの賞金が与あたえられることもあり、国中の人々からの案が王家へと届けられた。

　その結果が、つい昨日告こく示じされたのだ。

『今年の大祭でおこなわれるのは、『空遊船』を利用した、目的地を伏ふせた旅、すなわちシークレットトラベルである』

　と──。

　この案を提出したのは、大貴族ブラックフォード家の女家か長ちよう……否いな、前家長、フローレンス・ブラックフォードだ。

　さらに、この旅に参加したい者を募つのる。招待者は二十人だが、その家族も同行を許きよ可かする。公正に抽ちゆう選せんで決めるうえに、旅りよ費ひはすべて国が持つ、と示しめされたものだから、貴族はもちろん、農民から商人といった、市井に暮らす庶民や、さらには他国民に至るまで、こぞって手を挙あげた。

　そのシークレットトラベルで使われる『空遊船』が今日人々にお目見えした。

　名は、ヴァネッサ号。フローレンスの持ち船であり、定員が百人を超える、大型かつ最さい先せん端たんの空遊船だ。

　その形がまた誰もが目を瞠みはるものだった。

　空遊船の船首には美しい女め神がみの上半身がドンと据すえられている。華か麗れいに装そう飾しよくされた船体は女神がドレスをひらめかせているかのような形をしていた。両腕に当たる部分は翼つばさで表現され、それはそのまま空遊船の右う左さ翼よくの役割を為なす。

　特とく筆ひつすべきはその両りよう翼よくだ。

　特殊な金属でつくられたその両翼は、外側からは透すけて見えないが、中から覗のぞくと景け色しきがクリアに見えるのだった。

　この金属は操そう縦じゆう室しつの前方や食堂にも使われている。窓を通さずとも、外の風景が見られる──これはほかの空遊船にはない、まったく新しい試こころみだった。

　ヴァネッサ号を見た者は皆口々に、『女神を模もしたこの美しいソラフネに乗って旅ができるとは、なんて羨うらやましい』と羨うらやんでいる。

　空遊船マニアのシエラもまた、ヴァネッサ号をひと目見るなり、「ふわぁ」と普ふ段だんでは決して出せない、どこか魂たましいが飛んでいってしまったような声をあげた。

「シエラ、見み惚とれるのは結構だが、これ、女神じゃなくてばあ様の若かりし頃をモデルにしたって知ってるかい？」

　シエラにそう声をかけてきたのは、姉のファニスタだ。シエラはえ、と目を丸くした。

「そ、そうなんですか？」

「そうなんだよ。まったくばあ様はほんとにハデ好きだな」

　やれやれと肩を竦すくめて苦笑するファニスタは、シエラのようなワンピースではなく、男性の装よそおいをしていた。

　すっきりとした深しん緑りよく色しよくの丈たけの長い上着と同色の下衣を身につけ、ストライプシャツの襟えり元もとには暗あん褐かつ色しよくのリボンをつけている。

　襟足ほどの長さの金髪長身の彼女は、男性に間ま違ちがわれることはないが、凜りんとした顔立ちの美び形けいのため、男女問わず人気があった。

「シエラ、出発は明日だけど準備はもうできたのかい？」

「まだ終わっておりません……。ですがせっかくヴァネッサ号のお披ひ露ろ目めなのですから、ちょっとだけでも見たかったんです」

　祝国祭が始まった昨日は、クラウザー王が住まう宮きゆう殿でん奥にある聖せい堂どうで、厳おごそかな式典がおこなわれた。

　市街では大だい規き模ぼなパレードや、大広場で人気役者たちによる芝しば居いが催されている。国全体が浮うかれ、建国二百周年を祝い合っていた。だが、大貴族のブラックフォード家をはじめ十二家の貴族たちは、一日かけての式典に参加したから、実じつ際さいに祝国祭の浮かれた雰ふん囲い気きを味わえたのは今日からだった。

　その今日という日に、ヴァネッサ号がお披露目されるのだ。ソラフネを心から愛するシエラからすれば、足を運ばないわけにはいかない。

　あからさまに面おもてには出さないが、シエラの内なる興こう奮ふんに気づいているのだろう、ファニスタは呆あきれ交じりに苦笑を漏らした。

「おまえは本当にソラフネ好きだね」

　そう言いながら、シエラの頰ほおにかかった髪を、ちょい、と引っ張った。

「姉様？」

「自作のソラフネを自分で操そう縦じゆうして、世界中を飛んで見て回る、というのがシエラの夢だったね」

「ええ」

「それは、ブラックフォードの家が疎うとましいから、というわけではないよな？」

　そんな、思いも寄よらぬ問いを投げかけられ、シエラは瞠どう目もくした。

「まさか、そんなことはありません……！」

　即そく座ざに首を横に振ると、姉はちょっとホッとしたように唇くちびるの端はを上げた。そして髪から手を離すと、今度はシエラの頭をぽん、と軽く叩たたいた。

「だったらいい。おまえは『シエラ・ブラックフォード』。シエラの家は、ブラックフォードだからね」

「……、はい」

　姉が何を言わんとしているのか察さつして、シエラはほのかに微笑ほほえむと、深くうなずいた。

「姉様、わたしがソラフネで世界を見て回りたいと思うのも、ここに自分の家があるからです。帰る場所があるからこそ、いろんなところに行ける、行きたいって思えるんです」

　ファニスタは、定期的に飛ぶ空遊船の操縦士をしている。日々ソラフネの操縦桿を握にぎる長くしっかりとした力強い指で、シエラの髪をくしゃくしゃにした。

「姉様、ちょっ……！」

「ばあ様のおもりを頼むよ。ま、苦く労ろうすると思うけどさ」

「わかっています。って、姉様ってば！」

　乱みだれまくった髪を梳すきながら、ひどいです、と唇を尖とがらせる。

「はは、早く家に戻って荷に物もつをまとめなさい。母上に任まかせると、大型のトランクケース十個は持たされてしまうぞ。いや、二十個かな」

「そ、それは容よう赦しやしていただきます……！」

　姉の言葉は大げさではない。以前ソラフネで家族旅行をした時、五日間だったにもかかわらず、トランク三十個分の荷物を持ち込もうとしたくらいだ。

　シエラはいま一度ヴァネッサ号に視し線せんを注そそいだ。

　女神──否、若かりし頃の祖そ母ぼを模もしたという、美しい女性の横顔は凜として気高く、明るい日差しに映はえ、神こう々ごうしいほどに美しい。

　──明日からこのソラフネに乗って、おばあ様の初恋の人さがしが始まるのね。

　人さがしはきっと困こん難なんを極きわめるに違いない。けれど、残りの人生を懸かけてもいいと思えるほど、祖母は『初恋の君』に会いたいのだ。

　孫として、精せいいっぱいフォローしようとシエラは小さくうなずいた。
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　自分で用意したトランクケース以外にも持たせようとする母の厚こう意いをギリギリで回かい避ひし、シエラはトランクをふたつと小さめのバッグを手に、ヴァネッサ号の前に立った。

　昨日見た時同どう様よう、ヴァネッサ号はうっとりするほど美しい。

　大きな荷物を持っている人々が、今回同どう乗じようするのだろう。旅の道みち連づれだ。興味深く、だが控ひかえめに視線を周しゆう囲いに配くばる。

　一ひと際きわ目を引いたのは、クラウザーの隣りん国ごく、サハリア王国からの来らい賓ひんとその従じゆう者しやたちだ。全員がゆったりとした薄うす紫むらさき色いろの民族衣装を身に纏まとっていた。

　やたらと声の大きい一行もいて、顔を見るなり、シエラは小さく目を瞬しばたたかせた。

「……あれは」

「ミルズ家も同どう乗じようするの？　あら、プロバート家もいるじゃない。お義か母あ様ったら、ご自分の空遊船なのに、ちゃんと公正にくじ引きをしたのね」

　空遊船業ぎよう界かいで、ブラックフォードに並ならぶ企き業ぎようはない。だが、市場をほぼ独どく占せんしているとはいえ、ほかに空遊船をつくっているところがないわけではなかった。今シエラの母が言ったミルズ家がそうだ。プロバートは商人で、空遊船になんとか関わりたいと、しつこく業ぎよう務む提てい携けいを申し出てくるのだと聞いている。

「旅じゃなくてヴァネッサ号そのものが目的じゃないかしら。大丈夫なの？」

「別にどこを見られても構わないさ。隅すみ々ずみまで見て回って、技術力の差を痛つう感かんすればいい」

　ふふん、と鼻歌が聞こえてきそうな上機嫌な声が、シエラたちの背後からかかった。

「おばあ様、それはちょっと言いすぎでは……」

　フローレンスは、だがシエラの諫いさめる声など聞く耳持たずだった。

　周囲からサッと音が消えてゆく。だが次の瞬しゆん間かん、囁ささやき声が耳に飛び込んできた。

『救きゆう国こくの』、『あれが怪かい女じよ』、『すごい格好だな……』

　等々、すべてシエラの祖母のことを指さしている。ところがここでも、フローレンスは聞こえないふりで、それどころか背せ筋すじを伸ばすと、不ふ敵てきな笑みを浮かべた。

「……おばあ様」

　本当に、齢よわい七十八にして好こう戦せん的てきすぎる祖母だ。そして今日の装いも振るっている。

　フローレンスは人前では必ず黒いドレスを身に纏まとい、絹糸のように滑なめらかな白はく髪はつに、やはり総そうレースの小さな黒い帽ぼう子しを乗せている。

　今日のドレスはといえば、腰から下、足首までが幾いく重えもの総レースで、近寄れないほどボリュームがある。

　靴くつのみが真しん紅くで、しかもびっくりするほどヒールが高い。

　そんなフローレンスだが、装そう身しん具ぐは意外なほど少ない。つけているのは、左手の人差し指に嵌はめられた、七色の石の指ゆび輪わのみだった。

　それは祖母がいつもつけている指輪で、シエラがプレゼントされたバングルと同じ石のように見えたから、当時お揃そろいのようで嬉しく思ったことを覚おぼえている。

　そのフローレンスだが、手には小さなレースのバッグ以外何も持っていない。聞けばすでに荷物はヴァネッサ号の中だという。

「さて、行ってくるよ。シエラ」

「はい。父様、母様、姉様、行って参まいります」

　気をつけて、楽しんできなさい、お義母様の初恋の君を、ぜひ見つけてきてね。

　それぞれから言葉をもらい、軽く抱ほう擁ようをしてから、シエラはさっさと歩ほを進める祖母のあとに続いた。

　クラウザー王国はこの時期、気き候こうがとてもいい。雨は少なくからりと空気は乾かわき、陽よう光こうが降り注そそぐ。旅立ちには持ってこいの陽気だった。

　たくさんの見送りや野や次じ馬うまがいる中、乗船する人々は皆、誇ほこらしげで嬉うれしそうだ。

　きっと自分の表情も、いつも以上に喜びに満ちていることだろう。

　だが、前を歩くフローレンスが、微かすかに歩調を乱れさせたのを見み咎とがめたシエラは、すぐさま表情を引きしめた。

「おばあ様、大丈夫ですか？」

　隣となりに並んで、真っ直ぐな前髪の下の、印象的な色の瞳を覗き込む。

　フローレンスは、だがシエラの心配顔が気に入らなかったのか、虫を払はらうように、手を二度振った。

「ああもちろんさ」

「無理は禁きん物もつですよ。少しでも体調の変化がありましたら、すぐに教えてくださいね」

　しつこいくらいに繰り返すと、「おまえは心しん配ぱい性しようだねえ」と呆れたように呟つぶやかれる。

　だがそんな言葉には怯ひるまない。

「心配です。おばあ様には、ずっとずっとお元気でいてほしいのです」

「そんな重じゆう病びよう人にんみたいなことを言うんじゃないよ」

「おばあ様」

　それでも語ご調ちようを緩ゆるめないシエラに、フローレンスはやれやれと肩を竦めた。

「まったくおまえに病やまいのことを知られたのは迂う闊かつだった。あたしの人生の中で、数少ない失敗のひとつだよ」

「わたしは知ることができてよかったと思っています」

　元気すぎるほど元気なフローレンスだ。彼女を知る者たちは、百歳になっても健けん勝しようでいるに違ちがいない、と思っていることだろう。シエラだって、少し前までは信じて疑わなかった。

　フローレンスが胸の病に罹かかっていると知ったのは、本当に偶ぐう然ぜんだった。

　自作のソラフネに取り組んでいる間、シエラは毎日のように、工房に通っていた。

　オーダーメイドソラフネ専用のその工房では、今回乗船するヴァネッサ号もつくられていた。そのため、オーナーであるフローレンスも、たまに作さ業ぎようの確認に足を運んでいたのだが、その時シエラの目の前で倒たおれてしまったのだ。

　家の者には知らせるな、と荒い息の合間に命じられ、シエラはその言葉に否と首を振ることができなかった。せめて父に告つげたいと何度か思ったのだが、その都つ度どシエラの迷いを見透かすようなタイミングで、フローレンスがくぎを刺さしてくる。

　結局シエラは、祖母の望のぞみ通り、彼女の秘ひ密みつを他者に告げることはできなかった。

　それが正しいかそうでないかはわからない。ただ、秘密を知るただひとりとして、最大限フローレンスの体調のフォローをし、彼女の望みを叶かなえるべく尽じん力りよくしたい。

　シエラははっきりとそう告げ、祖母を見つめる。フローレンスは一いつ瞬しゆん真顔になったが、すぐににやりと口元を歪ゆがめて笑った。

「あたしについてこられるのなら好きにすればいいさ」

「もちろんついていくつもりですが、あの、おばあ様、少しは加か減げんしてくださいね。ヴァネッサ号で旅をしている間は、くれぐれも無理はなさらず……あ」

　荷物を持ちましょう、と背はい後ごから手が伸びてきた。

「ありがとうございま……、え、ティムさん!?」

「はーい、シエラ嬢じよう、ごきげんよう！　フローレンス氏もこんにちは！」

　クラウザー王国第三王子の一番護ご衛えいを務つとめるティム・マドックが、朗ほがらかな笑顔をそこら中に振り撒まく。

「こ、こんにちは。あの、ティムさん、どうして……」

「シエラ嬢、今日の装い素す敵てきですね！」

「え？　あ、ありがとうございます」

　ふんわりと膨ふくらんだ袖そでは二の腕の半ばほどで、袖口にはパイピングと控ひかえめなフリルが施ほどこされている。胸元はレースアップで、足首ほどの丈たけのスカートは張りがあり、白地に空色のストライプ模も様ようだ。

　白地の部分は純じゆん白ぱくのレースがあしらわれ、幅はば広ひろのリボンは空色で、シエラの細い腰を一いつ層そう華きや奢しやに、そして美しく見せていた。

　ドレスといっても幾いく分ぶんカジュアルなタイプだったが、シエラによく似合っている。

「あの、ティムさん、どうしてこちらへ？」

「僕はキース殿下の護衛ですから、殿下がヴァネッサ号に乗るときたら僕も乗らなきゃ」

「は？　キース様が、ヴァネッサ号に、って……」

「そういうわけだから、よろしくね、シエラ」

　声とともに、ぽん、と肩に手が掛かけられる。

　驚いて、勢いよく振り返ると、ティムの主あるじ──キースが、にこやかに微笑んでいた。

「キ、キース、様……!?」

　優ゆう雅がかつ完かん璧ぺきな礼をするキースを、シエラはただポカンと見るばかりだ。

　だが周しゆう囲いで、キースの名を呟く声と、次第に熱っぽく潤うるんだ空気がこちらに押し寄せてくるのを感じたシエラは、ハッと我に返った。

「あの、キース様、本当に、今回の旅に参加されるのですか？」

「うん。行きたくて応おう募ぼして当選したからね。そりゃ行くさ」

「お、応募、なさったんですか」

　王子であるキースが？

　キースは、無む垢くな少年のように、再度、うん、とうなずいた。

　やわらかく、そして華はなやかに微笑む。

　パァッとその場に光が散ちったかのような、眩まぶしささえ感じさせる笑みだった。

　途端に周囲から、悲ひ鳴めいめいた歓かん声せいがあがったが、キースはその声には構わず、シエラの手を取ると、優しく握る。

「君と旅ができるんだ。嬉しいな」

　今度は先せん刻こくとは違った色の悲鳴がシエラの耳を直ちよく撃げきする。

「キース様、あの……！」

　まさか王子の手を振り払うわけにもいかない。だが、背後にいる若い女性たちの尖とがった視線が、シエラの背中にグサグサと突つき刺ささる。

　──……ああ……。

　シエラは頭を抱えたくなった。手を取られていなかったら、実際にしてしまいそうだ。

「ん、何？」

　陽光の如ごとくキラキラを撒き散らす迷めい惑わくな王子の笑顔を目の前で見せられて、シエラの心臓は爆ばく走そうを始めてしまう。

　だがキースには焦あせった顔を決して見せまい、という強い信しん念ねんの下もと、シエラは困こまったふうを装って、軽く首を傾かしげた。

「キース様、申し訳ないのですが、手をお離しいただけますか？」

　途端にキースは落らく胆たんしたかのような表情をしてみせた。

　──そんな子どもっぽいお顔をなさって……。

　きゅんとしかけたところを、理性で抑える。

　シエラは小さく肩を落とすと、やわらかく微笑んでみせた。

「嫌ではないんですよ？　ただ、あの、後ろに皆さんがいらっしゃいますから」

「シエラは僕と旅ができて嬉しい？」

「……はい？」

「だから、十二日間、僕と一緒にいられて嬉しい？」

「……」

「僕は嬉しくてたまらないんだけど、シエラは僕が旅の道連れになるのを喜んではくれないのかな？」

　真顔でそんなことを言われて、少しだけ治おさまっていた動どう悸きが再び暴走する。

　ずるいお方──シエラは唇を尖らせそうになるとことを、すんでのところで堪こらえる。

　シエラより四歳年上の幼なじみの王子様は、自分の気持ちをなんのためらいもなく口にする。その言葉を聞いて、シエラの心がどれだけぐるぐるとかき回されているのか、キースは知らない。もちろん、素す直なおな気持ちを吐と露ろしない自分にも問題はあるだろう。わかっていても悔くやしい。

「『おばあ様以外にも世せ話わをしなければならない人間が増えるなんて、本当に大変な旅になりそう……！』」

　突然、奇き妙みように甲かん高だかい声がふたりの間に強ごう引いんに挿はさみ込まれる。シエラが目を丸くしてその声の主に目をやると、ティムが鼻をつまんでにこにこ笑っていた。

「ってシエラ嬢は内心思っているに違いないですよ、殿下」

「え、そうなの？　シエラ」

　助たすけ舟ぶねなのか、ティムが下手なウインクを寄よ越こす。シエラはおかしくなって、ふふ、と笑みを零した。

「笑うってことは、今のティムが言ったのは、シエラの本ほん音ね？」

「半分はそんな感じです」

「えー」

「シエラ嬢、心配ご無用ですよ。殿下の世話は、僕が抜かりなく完かん璧ぺきにおこないますからね！　ほら、殿下、背後にいらっしゃる旅のお仲間に挨あい拶さつをなさってください」

　ティムに急せかされ、ちょっとだけ嫌そうな顔をしたキースだったが、踵きびすを返し、人々に顔を向けた時には、『キース・クラウザー王子』として完璧な笑みを浮かべていた。

　途端に、きゃあとかぎゃあとか、あちこちから悲鳴があがり、中にはその場でよろめいて膝ひざをついてしまう少女までいた。

「さすがはタラシ殿下。無む駄だに美しく完璧な微び笑しようですね！」
















　タラシ殿下とはひどい言い様だし、シエラは絶ぜつ対たいにそんなことは口にしないが、内心では思わず深くうなずいていた。

「ほら、そろそろ乗じよう船せんするよ」

　フローレンスに促され、シエラは歩を進める。すぐにキースとティムも並んだ。

　シエラ、と名を呼ばれて、キースに顔を向けると、優しい笑みが視し界かいに映る。

「改あらためて、十二日間よろしく」

「……こちらこそ」

「楽しい旅にしようね」

　にこにこ笑みを振り撒まくキースは、本当にこの旅を楽しみにしていたようだ。

　やっぱり旅好きなのね、と苦笑しつつ、シエラははい、とうなずいた。
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　祖母とふたりで使うのは貴賓室だ。各部屋には洗せん面めん所じよが据えられており、自室に比くらべればもちろん狭いが、十二日間の旅であれば十分である。

　扉とびらには金のプレートがついており、乗客の氏名が刻こく印いんされている。室内はといえば、部屋ごとに意い匠しようが異ことなっているのだそうだ。

　ふたりの部屋は、金のレース模も様ようが施された白い布ぬの壁かべで、絨じゆう毯たんと分ぶ厚あつい窓まど掛かけも、同じ模様だ。家具調ちよう度ど品ひんは明るい茶で統とう一いつされており、金と暗あん赤こう色しよくが差し色に使われていた。

　過ごしやすそうな部屋で、ここが空遊船の中とはとても思えない。

　手て際ぎわよくふたり分の衣服を衣い装しよう棚だなに仕し舞まい終おえたシエラは、窓掛けをすべて開けて外を見ていたフローレンスに呼ばれ、隣に並ぶと、窓の外に広がる景色に、大きく目を見開いた。

「すごい人ですね」

　見送りや見物に来ていた、たくさんの人々が見える。

　空遊船は地下二階から四階まで区く切ぎられていて、地下には機き関かん室しつや格かく納のう庫こ、一階は食堂と大小ホールが計四部屋ある。二階は人々が憩いこえるような施し設せつ、たとえば図書室や子どものための遊ゆう戯ぎ室しつといった部屋と、乗じよう務む員いんの私室だ。三、四階が、乗客の部屋になる。

　外の景け色しきに見入っていると、突然何ど処こからか軽けい快かいなテンポのメロディが流れた。

『ヴァネッサ号処しよ女じよ飛行に選ばれた幸運な皆様、乗務員一同、心より歓迎いたします。私はこの空遊船ヴァネッサ号の機き長ちようを務めます、ダリウス・バーニーと申します。十二日間、皆様が快かい適てきかつ楽しく過ごせますよう、心を尽つくして参りますので、どうぞ存ぞん分ぶんに空の旅を堪たん能のうなさってください』

　力強く朗ろう々ろうとした声が、部屋に据えられていたスピーカーから聞こえてくる。

『それでは、離り陸りくいたします。どうぞ皆様方、一階大ホールにお集まりください』

「離陸……！　おばあ様、参りましょう！」

　ソラフネでの旅で、楽しいことはたくさんあるが、そのひとつに離陸の瞬間がある。

　シエラは、ソラフネが浮上するあの瞬間が、とても好きだった。同じ旅をする人々と、その嬉しい瞬間を共有できるのは、喜ばしいことだ。

「何度もソラフネで旅をしているってのに、離陸の瞬間はいつも落ち着かないね」

　呆れたように呟きながらも、フローレンスはすぐさまシエラに並び、さらに追い越した。

「おばあ様、そんなに急がなくても、転んだら一大事です！」

「年とし寄より扱いするんじゃないよ」

「年寄り扱いではなくて」

「病人扱いはもっとゴメンだよ」

　そう言って、さっさと部屋の外に出て、背せ筋すじを伸ばし歩いていく。その後ろ姿は確かに齢七十八にも、病を患わずらっているようにも見えない。

　元気であることはとても嬉しいけれど、元気であると装っているかもしれない、と思うと、少しは痛みや辛さを内に押し込めず見せてほしい。だがそう言っても、きっと祖母は決して弱いところを見せはしないのだろう。

　わかっているから、シエラはちゃんとフローレンスの些さ細さいな変化も見逃さないよう、察さつすることができるよう、目を離さないようにしようと思う。

　責せき任にん重じゆう大だいだ。けれど、

「わたしがおばあ様についていくって言ったのだから」

　だから、そのほかのことに目を向ける暇ひまはない。

　たとえば──と、ふいに、あのお騒がせな王子様の顔が脳のう裏りに浮かんで、シエラはぶるぶると首を横に振った。

「だから、ほかに目を向けていられないって、……あら、おばあ様？」

　目を離さないと言ったばかりだというのに、早さつ速そく祖母の背中を見失ってしまう。小走りに廊ろう下かを進むと、曲がったところですぐに祖母を見つけ、ホッと安あん堵どの息をついた。

　おばあ様、と呼ぼうとし、だがすんでのところで口を噤つぐむ。

　祖母は、薄紫色の衣服を着た一団と向き合っていた。

　──あれは、サハリア王国の来賓だわ。

　ヴァネッサ号に乗り込む前に、ちらりと見かけた男たちだ。

　知り合いなのかと訝いぶかしく視線を向けるが、違ったようだ。互たがいに挨拶すらかわさずにすれ違った。

　フローレンスに追いついて隣に並ぶ。

「おばあ様、今の方たちは」

「サハリア王国の侯こう爵しやくの息子とその取り巻きさ。まったく厳いかつい輩やからばかり連れてきて」

「侯爵様のご子し息そくですか。お知り合いでいらっしゃるのですか？」

「会うのは初めてだね」

　なんだか含ふくみのある感じだ。だがフローレンスがこういう口調でいる時には、決してそれ以上言わないことを知っているから、シエラは問うのを諦あきらめた。代わりに、別のことを質問する。

「ひとつ伺うかがいたいのですが」

「なんだい」

「この旅の目的は、おばあ様の初恋の君さがしですよね？」

　それが目的のはずなのに、こんなにたくさんの人々を連れていく理由がわからない。

　そう言ったシエラに、フローレンスはにやりと笑ってみせた。

　あ、これは初恋の君さがしのほかにも、何か企たくらんでいることがあるのだ──と、シエラは察した。だがそれについても、きっと今は口にしないのだろう。

　──おばあ様の秘密主しゆ義ぎには困ったものだわ……。

　ため息をついたシエラの背を、フローレンスが、ほら、と勢いよく押した。

　先にあるホールに、飛び込むようにして入る。途端に目に入った光景に、ポヤンと棒ぼう立だちになった。

「おばあ様。……あれ、なんですか」

　大ホールは広く、乗船客のほとんどが来ているだろうに、たっぷりとゆとりがある。

　その客らの足元に敷しかれているのは、どう見ても緑……植物だった。

「芝しば生ふさ。あっちには花畑」

「ほ、本物なんですか？」

「偽にせ物ものを植えたってしょうがないだろう」

　──空遊船の中に、植物園……！

　青々とした目に鮮あざやかな芝生だけではない。フローレンスが言うように、ホールの四方には鮮せん烈れつな赤や優しい色合いのピンク、元気が出そうなオレンジや黄色といった花々が植えられていた。壁を蔓つる植物が美しくつたう。

「……なんて綺き麗れい」

　天てん井じよう部から下がるたくさんの照明の形も、数えきれないほどの細長い形をした花びらを持つ花を模した豪ごう華かなもので、芝生に日差しのような光を落とす。

　いくつも置かれたテーブルやベンチは白を基き調ちようとし、縁には金飾りが施されていた。

「あれは……！」

　ホール中央の芝生は円状に切り取られていた。そっと覗くと、澄すんだ水で満たされており、さらにそこから四し方ほうにある花壇に向けて金色の筋が走っている。

　金色の筋状のものは水路で、植物たちを潤うるおすために利り用ようされているのだろう。

　──まさか、ソラフネの中で、こんな緑に触れることができるなんて……。

　技術力を結けつ集しゆうしてつくりあげられたのだろうが、いったいどうやって、この状じよう態たいを維い持じするのか、シエラには見当もつかない。

　呆れたらいいのかただひたすら感かん嘆たんすればいいのか混こん乱らんしていると、

『ヴァネッサ号、浮ふ上じよういたします。乗船客の皆様方、どうぞ外をご覧らんください』

　スピーカーからの機長の言葉に、途端にホールに散らばっていた人々がずらりと小窓が並ぶ壁かべ際ぎわへと走った。

『両翼でご覧いただく皆様方は、恐らく初めての経験をなさるでしょう。どうぞ腰を抜かさぬようにお願いいたします』

　茶ちや目めっ気けを滲にじませつつ、機長は朗らかにそう言う。

「そうだわ。両翼はたしか、外が透けて見えるのでしたね……！」

　そちらも見にいきたいが、フローレンスはのんびりベンチに腰を掛け寛くつろいでいる。祖母を置いていくわけにはいかないので、そわそわしつつも両翼での離陸は諦あきらめた。

　ふわぁ、と身体が浮くような、独どく特とくの感覚がシエラを包み込んだ。だがそれは本当に一瞬で、すぐに落ち着く。

　振動や微かな音を伴ともないながら、空遊船ヴァネッサ号は、少しずつ地から離れる。これまで乗ってきた空遊船とは格かく段だんに異なる、とても滑らかな離陸だった。

　ガクン、と一度だけ機体が揺ゆれ、つんのめるように前のめりになったが、それだけだ。すぐに揺れは収まる。それからあとはもう、地面に立っているかのようにぴくりともしなかった。

「……すごい、全然揺れませんね」

　本当に飛んでいるのか訝しむほどで、そんなシエラの心情を察したのだろう、ベンチに座るフローレンスが、腰をぽんぽんと叩いてきた。

「見てきな」

「え、いえ、ですが」

　祖母のそばから離れるつもりない。

「別にどこにも行きゃしないし、こんなに乗船客が周まわりにいるんだから何か起こるはずがないだろう」

　再度押されたのと、大ホール出入り口で歓声があがったのはほぼ同時のことだった。

　視線を向けなくても、そこに人気者の王子がいることに気づいたシエラは、ちらりとそちらを見るだけに留とどめた。

　案あんの定じよう少女たちの悲鳴めいた賑やかな声を引き連れながら、クラウザー王国の第三王子と、彼の護衛が近づいてきた。

「離陸したね」

　キース王子とティムに頭を下げてから、はい、とうなずく。

「キース王子、孫を窓まど際ぎわまで連れていっておくれ。あたしが言ってもこの子の足は根が生はえたようにここから動こうとしないんだよ」

「僕がシエラ嬢の代わりを務つとめますよ。フローレンス氏のおそばにおります故ゆえ」

　どーぞどーぞおふたりで、とティムに勧められる。

「行っといで」

　ぞんざいに手を振られ、シエラはようやく一歩踏み出した。

「シエラは真ま面じ目めすぎるね。いくらフローレンスのおもり役とはいえ、ぴったりくっついていたらどちらも息が詰まるんじゃないか？」

　穏おだやかな微笑を添えつつの言葉に、シエラはそうですね、と小さく肩を落とす。

　いよいよ旅が始まると思い、少し気き負おいすぎていたようだ。自分も少しリラックスしよう、と息をつく。

「ソラフネ好きな孫を連れての旅なんだ。フローレンスはシエラにもこの旅を楽しんでもらいたいと思っているよ、きっと」

「……はい」

「ってことで、シエラ、こっちにおいで」

　手首を軽く握られて引っ張られる。

　シエラがぎょっとするのと、背後でイヤーッ、と声があがるのはほとんど同時だった。

「キース様、手をお離しください」

「え、なんで？」

「背後から物ぶつ騒そうな視線がビシビシと突き刺さってくるからです……！」

「そんなの無む視ししておいで」

　そういうわけにはいきません、と言いかけたその時、キースはにっこり笑って、横にスライドされる扉をゆっくりと開けた。

「……あっ」

　扉の先は左さ翼よくで、外がくっきりと透けて見えるところだ。

　地上の建物が、すでに豆まめ粒つぶのような大きさに見えるほどまで、ヴァネッサ号は上じよう昇しようしている。

「信じられない。まるでガラスのようだわ」

　大きな森や、透とう明めいに澄んだ川が見える。その中で、一ひと際きわ大きな建物が目に入った。

「あれは、クラウザー宮殿ですね。上から見てもなんて素敵なの……！」

　最初の一歩には少し勇気がいったが、怯む気持ちよりもっと景色が見たくて、透明の床を、三歩、四歩進んだ。

　眼がん下かに広がる景色は美しく、シエラはうっとりと見下ろす。シエラは扉に凭もたれかかるキースを振り返ってにっこり笑みを零した。

「キース様、こうして見ると、クラウザー王国は本当に美しい国ですね！」

　キースはゆっくりとうなずいた。

　シエラはさらに進んで、左翼の一番端はしまでやってくると、今度は上空に目をやった。

　シエラが大好きな、澄み渡る青空、そしてその青に筋すじ状じようの白い雲がいくつも見える。

　吸い込まれそうなほど美しい。目を輝かせながらたっぷり景色を堪能する。ふ、と我に返って、背後のキースを振り返ると、あまり見たことのない表情をしていた。穏やかな、いつもより大人おとなびた笑みで、シエラを見守ってくれていたようだ。

　急にはしゃいだ自分が恥はずかしくなって、足早にキースの下に戻る。

「もう見学はいいのかい？」

「はい。このように素す晴ばらしい景色は、ずっと楽しむよりちょっとずつ時間を置いて、心にきちんと残るよう、大事に見たいと思います」

「そういうもの？」

　シエラはうなずき、改めて小さく頭を下げた。

「お付き合いいただきありがとうございました」

　今キースに言ったことも本音だが、そう決めておかないと、自分は飽あきもせず一日中地上を見続けてしまうだろう。シエラにとって空の旅の一番の楽しみといったら、移うつり変かわる景色を見ることだからだ。けれど──。

　──今回わたしがヴァネッサ号に乗船したのは、おばあ様のおそばにいるため。

　四し六ろく時じ中ちゆう景色を見ているわけにはいかないのだから。

　その祖母が待つ大ホールに戻りましょう、と左翼の透明な床から機内の廊下に戻った途端、シエラは、うっ、と小さく呻うめいた。

　キースの背後には、シエラと同じ年頃、もしくは少し年長の少女──恐おそらくはクラウザー王国の貴族令れい嬢じようたちが、何人も壁際に立っていたのだ。

　着き飾かざった彼女たちは、キースには熱っぽい視線を、シエラには鋭するどい目を向けてくる。キースといる時には、いつだって曝さらされてきた視線だ。

　見知らぬ同どう世せ代だいの少女たちに睨にらまれて、消しよう沈ちんしないわけではないが、一方で彼女らの気持ちがわかる。そもそもシエラは、自分第一、かつ自分大好き、そしてやられたらきっちりやり返す主義の『ブラックフォード』家の者としては極きわめて平へい和わ主しゆ義ぎで、出で来き得うる限り人とは争いたくなかった。

　シエラは小さく息をつくと、彼女たちに向け会え釈しやくした。そして小声でキースを呼ぶ。

「キース様、後ろに皆さんがいらっしゃいます」

　だがそう告げても、キースはにこにこするだけで振り返ろうとしない。

「キース様？」

　聞こえなかったのだろうか、と訝しみ首を傾げるが、その時キースがシエラの手首をやわらかく握った。

　なぜ今手を握るのか意味がわからず、ぱく、と口を開けて、そのまま目の前のキースを見上げる。すると、今度はシエラに凭れかかってきたものだから、ふわっ!?　と奇き妙みような声が溢れ出てしまった。

　それは背後の令嬢たちも一いつ緒しよで、もっと激はげしいぎゃあとかきゃあとか悲鳴があがる。

「キ、キース様、キース様、あの、ちょっと……！」

　なんなの、どうしたの!?　と半なかばパニックに襲おそわれていたシエラだったが、虫の息のような声が、耳元にそっと触ふれ、そしてその内容に大きく目を見開いた。

「キース、様？」

　ずるずるとくずおれたものだから、シエラは巻まき添ぞえだ。

　左翼扉に背中を押しつけるようにして、硬かたい感触の廊下の上に座り込んでしまった。

「キース様……!?」

　すまないシエラ、極めて気分が悪い……。

　そんな、消え入りそうな声が聞こえてきたかと思うと、キースは眉間にしわを寄よせ、シエラに助けを請こうように、きつく抱きついてきた。

　目を閉じてしまったキースの背にそっと腕を回したシエラは、焦あせって顔を上げた。

「あの、医い師しを……！」

　悲鳴めいた声をあげた時、

「いかがされましたか」

　落ち着いた声こわ音ねがして、ハッとそちらに顔を向ける。

　年の頃は六十代前半くらいだろうか、年配の男が膝をつき、キースを覗き込んできた。

　濃のう紺こんの真新しい乗じよう務む員いん服を着た男は、キースがクラウザー王国第三王子であることに、即座に気づいたようだ。微かに眉み間けんにしわを寄せると、すぐに小さくうなずいた。そして彼の後ろにいたふたりの男に目配せをする。

　年配の男同様、濃紺の乗務員服を着たふたりは、いずれも屈くつ強きような体たい軀くをしていた。

「医い療りよう室しつにお運びしましょう。このすぐ近くです」

「あ、はい……！」

　体たい格かくのいいふたりの男が、キースの両側に回ると、ひょいと持ち上げた。

　──キース様、いったいどうなさったの……。

　キースは幼い頃から病気などほとんどしたことがなく、至って健康体のはず。

　それなのに、いきなりこんなふうに倒れるなんて……。

　心配でたまらず、胸が強く痛む。

　年配の乗務員が言ったように、医療室は大ホールからさほど離れていない場所にあった。

　医師は、恐らく旅が始まってから第一号であろう患かん者じやの姿を見てぎょっとしたようだった。それでも、すぐに落ち着いた声で、ベッドに寝かせるよう指示をした。

　青白い頰、その頰に影を落とす、伏せた長い睫まつ毛げが微かに震えているのを見て、シエラはドキドキとさらに心しん音おんを速める。

　ところが診しん察さつを進めていた医師が、ふいに、うん？　と首を傾げた。

「ど、どうかなさいましたか？」

「ああ、いや……、うん」

「あの、先生？」

「うん、キース殿でん下かだがね。──寝ているだけのようですよ」

「──」

「二、三日、眠っていらっしゃらなかったのかもしれませんね。健すこやかな寝ね息いきを立てておられる」

「あの、……では、どこも、悪くはない、と？」

「脈みやく拍はくは極めて正常ですし、痛む部位があるわけでもないようですし」

　──眠って、いらっしゃる、だけ……？

　途端にシエラは、安堵のあまりその場に座り込んでしまう。

「よかった……。急に倒れられたので、わたしてっきり体調を崩くずされたのかと……」

「そう思われるのも仕方がないかと。あんなふうに倒れられたら、誰だってびっくりなさるでしょう」

　キースを医療室まで運んできてくれた男性乗務員の、労いたわわりに満ちた声に、シエラは立ち上がると、方々へ頭を下げた。

「ご面めん倒どうをお掛けいたしました。ありがとうございます」

「いえ。目覚めるまで、キース殿下にはここでお休みいたきましょう」

「よろしくお願いいたします。あの、わたしキース様のお連れの方を呼んで参りますので」

　医師と乗務員それぞれに再度礼をして、シエラは大ホールに足早に向かった。そこでのんびりフローレンスと世間話をしていたティムに事の次し第だいを告げると、キースの護衛は、ひょぉ、と奇き妙みような声をあげ、主の名を叫びながら、飛ぶようにして医療室に向かっていった──。







「キース様ったら、何日か眠られてないらしい、って、そんな不ふ眠みん不ふ休きゆうで何をなさっていたのかしら」

「まああれでも王族のひとりだしねえ。大祭前はもちろん、初日の昨日だっていろいろあったんじゃないかい？」

　この旅に参さん加かすることで、片づけなきゃいけない仕事があったかもしれないし、と珍しいことにフローレンスがキースの肩を持つ。

「そう、……なのでしょうか。それにしても、心配させないでほしいわ」

　倒れかかってきた時、心臓が止まりそうになったではないか。

　でもよかった、ただの寝不足で、とホッと安堵の息をつく。

　目の前で人が倒れるなんて、二度も見たくない。

　シエラが落ち着いたのを見み計はからったのか、ただの偶ぐう然ぜんか、フローレンスはソファから立ち上がり、歩きだした。

「おばあ様、お戻りになられるのですか？」

「もう飽あきた」

「ええ？　そんな、まだ全然飽きませんよ。こんなに素敵なホールですのに」

「おまえは好きにしな。せっかくのソラフネでの旅なんだから」

「そういうわけには参りません」

　後をついていくと、フローレンスはやれやれとため息をついた。

「おまえは本当に真面目というか融ゆう通ずうが利きかないというか」

　ブツブツ呟つぶやくフローレンスにめげずに、あとに続く。

　廊下ですれ違う人々はほとんど知らない顔だ。国内外から乗船客を募集し、当選者はたったの二十組なのだから当然だろうか。

　尾び翼よく近くにあるらせん階段を使い、四階の部屋まで向かう。祖母は病であることをうかがわせない歩調で階段を上っていく。

　乗客たちは、まだ空遊船内のあちこちを見て回っているのだろう。最上階となる四階には、誰の姿もなかった。フローレンスとシエラが使う部屋は一番奥になる。

　ソラフネの中は少し複ふく雑ざつで、前方の部屋のそばには、二階、三階へと下りられる階段があるのだが、一階や下層まで行くためには、今上ってきた尾翼近くにあるらせん階段を使わなければならなかった。

　ヴァネッサ号の図ず面めんを見せてもらおうと思いつつ、シエラは自室に入った。

「喉が渇かわいたから茶を用意してくれ。ああ、茶葉はこっちで」

　フローレンスは自分の荷物の中から袋ふくろをひょいと投げてきた。辛かろうじてキャッチしたシエラは、袋に記された茶葉の名称を見て、うっ、と小さく呻うめく。

　それは、お茶というより薬といった方が正しいような、滋じ養よう強きよう壮そうに効きく、舌が痺しびれそうなほど苦い茶だったのだ。

「シエラ、おまえも飲みなさい」

「えっ」

「肌はだが綺麗になる」

「……そ、そう、なのですか？」

「おまえも年頃だし、意い中ちゆうの誰かがいるんだったら、綺麗になる努ど力りよくくらいしな」

　七十八歳の祖母にそう言われて無視できる孫娘ではなかった。

　──蜜みつとミルクをたくさん入れて頂こう……。

　お茶を用意して持っていくと、フローレンスは紙の束を手にしていた。

「おばあ様、もしやお仕事を持ち込まれて？」

「まさか。仕事は全部グラハムたちに引ひき継ついだよ。これは乗客乗務員のリストだ」

「あとでわたしにもお見せください」

「あとでと言わず今見ておきな」

　ソファに腰掛けた途端、紙の束を卓上に置かれた。

　蜜とミルクをたっぷりすぎるほど入れた茶を、恐る恐る飲んでみる。

　口に含むや否や舌が痺れる独特の感覚があり、続いてツンと鼻に抜ける薬っぽい匂いときつい渋しぶみ、苦みがやってくる。だが蜜の甘みのおかげで、どうにか飲めそうだ。

　シエラはひと息ついてから、卓に置かれた紙を手に取った。

　乗務員の名前には所属部署と役職が添えられていた。

　着ている乗務服には徽き章しようがあり、ラインの色や本数によって、どんな業務についているのかわかるように、詳細な内容も記されている。

「先ほどキース様を医療室に運んでくれた人は、濃紺の乗務員服だったから、機き関かん士しなのね」

　客はといえば、王族、貴族、商人、首都民、他国からの来賓等、ずいぶんバランスよく当選したものだ、と感心しかけ、いやいや、やはりこの祖母のことだから、何かしら思おも惑わくがあって乗客を選んだのかもしれないとも思い直す。

　──この人たちと旅が始まるのね。

「この書しよ類るいに書かれていること全部覚えておきな」

「わかりました」

　何かと世せ間けんを騒がせているブラックフォード家の女家長……もとい、元女家長のフローレンスだ。どこで恨うらみを買っているかわからない。覚えておいても損そんはないだろう。

　総勢百三十一人。

　顔は覚えられても名前と一いつ致ちさせるのは時間がかかるかもしれない。

　ため息をつきつつ、シエラは各おの々おの名を呟きながら、丁てい寧ねいに名めい簿ぼをめくっていった。
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　夕食を終え、食堂から自じ室しつに向かうと思いきや、フローレンスはシエラを別の場所まで連れていった。

　空くう遊ゆう船せんの操そう縦じゆう室しつは三階の前方部分にある。本ほん来らい乗じよう務む員いん以外の入室は許ゆるされていないのだが、ヴァネッサ号オーナーの特とつ権けんで、フローレンスとシエラはその室までやってきた。

　操縦室は広くフラットで、百八十度視界が開けている。右う左さ翼よく同どう様よう、外側から中は見えないのに、中からは外が見えるつくりになっているのだという。この形式は食堂にも取り入れられていて、美しい景け色しきを楽しみながら食事ができるのだ。

　今は日が暮れているため、地上の様よう子すは望めないが、見上げれば大きな月が皓こう々こうと輝かがやき、たくさんの星がキラキラと瞬またたいていた。

　部屋には機き長ちようと、操縦士、その補ほ佐さの三人がいた。

「ダリウス機長、ヴァネッサの調子はどうだい？」

　フローレンスの呼びかけに、豊かな顎あご鬚ひげを蓄たくわえた機長は、にこやかに目を細めた。

「この上なく良りよう好こうです。天てん候こうにも恵めぐまれました」

　ヴァネッサ号の操縦桿は、十字の形をしており、ちょうどその真ん中が微かすかにへこんでいて、うっすらと青みを帯おびた、石のようなものが嵌はめ込まれている。だがよくよく見れば、それは石ではなく砂すなで、しかも透とう明めいな容器の中で、ふわふわと浮かんでいる様子がうかがえる。この『石のようなもの』は、色や大きさは異なるものの、操縦桿に必ずセットされていた。

　操縦桿は空遊船によって形が異ことなるのだが、大型のソラフネの場合はやはり大きく、動かすのに力が必要になる。見ている限り、ヴァネッサ号の操縦は、力の強い男性でなければ少々難むずかしいようだ。

　小型のソラフネならば、もちろん小さく、小回りが利きくよう軽めにつくられている。シエラが先日完かん成せいさせた単たん身しん用ようのソラフネも、自身が操縦しやすいように、ごくわずかな力で動かせるようにした。

「こちらはお孫さんで？」

　ダリウス機長に水を向けられ、操縦桿と操縦士の手の動きに目をくぎ付けにされていたシエラは、慌あわてて挨あい拶さつをした。

「シエラ・ブラックフォードと申します」

「ずいぶん熱心に操縦を見ておられたが、やはりブラックフォード家のお方ですな。ソラフネには興きよう味みがおありのようだ」

「この子はあたしよりソラフネバカだよ」

「おばあ様、嬉うれしいお言葉ですが、おばあ様以上というのはどうでしょう？　同じくらいじゃありませんか？」

「ほらこの通り、〝バカ〟と言ってるのに嬉しいときたもんだ」

　やれやれと呆あきれたように肩を竦すくめられてしまったから、少々ばつが悪くて、小さく「バカと言われて嬉しいわけではないんですが」と呟つぶやいた。

「ではどちらもいい勝負ということで。どうです、シエラ嬢じよう、操縦をしてみますか？」

「機長!?」

　操縦士が驚いたように声をあげる。

「い、いいんですか！」

　もし操縦できるのなら、ぜひやってみたい。子どもの頃から数えきれないほどソラフネを飛ばしてきたが、こんな大型の空遊船を操縦なんて、そうそうできるものではない。

　思わず目を輝かがやかせて操縦桿へと一歩、二歩、進み出る。

「いいじゃないか、やってみるといい」

　フローレンスも乗り気だ。

　操縦士は信じられないような表情で、シエラを凝ぎよう視ししてくる。

「ほ、本気ですか？」

　改あらためて問われて、シエラは我われに返る。

　もちろん操縦したい気持ちはやまやまだが、たくさんの乗じよう客きやくの命を乗せて飛んでいるのだ。自分ひとりの命ならまだしも、万が一がないとは言い切れない。

　ソラフネを前にすると我を忘れる自分に恥はじながら、すみません、と頭を下げた。

「遠えん慮りよ致いたしますね。ごめんなさい、驚おどろかせてしまいました」

「い、いえ」

「なんだい、操縦しないのかい？」

　つまらなそうに目を眇すがめる祖母に、はい、とうなずく。

「またの機会にしたいと思います」

「これまで何百時間も空を飛んでいるんだから今さら怯ひるむことはないだろう」

「何百時間ですか！」

　目を丸くする機長と操縦士に、シエラは控ひかえめにこくりとうなずく。

「この子が初めて自分の操縦で空を飛んだのは三歳の時だからねえ。小さなおまえはブラックフォードの皆みなですら仰ぎよう天てんすることをしてのけたってのに、今じゃすっかり常識人になっちまって、つまらないことだ」

　三歳!?　とまた驚かれて、シエラは小さく首を竦めた。

「若わか気げの至いたりです。調子に乗ってすみません」

「いやいや、若い時にはいろんな挑ちよう戦せんをした方がいい。──若いといえば、キース殿でん下かですが」

　突とつ然ぜん話が替わったような不ふ自し然ぜんさを感じたが、もしかしたら機長は最初からそのことをフローレンスに告つげたかったのかもしれない。

　何せキースはクラウザー王国の王子だ。何かがあってからでは遅おそいし、どんな小さなことでも、この船のオーナーであるフローレンスの耳に入れておくべきだと、機長は考えたのだろう。フローレンスはぴん、と眉まゆを跳はね上げ、機長に視線を向けた。

「殿下がどうかしたのかい？」

「殿下の食事係からの報告なのですが、未いまだ一度も食堂をご利用になられず、部屋で食事を摂とっていらっしゃるそうです」

　え、とシエラは目を丸くする。

　客が頼たのめば室内での食事も可能だが、キースは人の多いところが好きなのだ。国民からの受けもよく、自ら王家の広こう告こく塔とうを買って出て、身み近ぢかな王族として振る舞っている節ふしがある。護ご衛えいをひとりしか連れていないのも、本来王族としてはあり得えないことだが、それも民を威い圧あつしないようにという配慮だと、以前聞いたことがあった。

　そんなキースが、人々の集つどう場所にやってこないのは、不ふ思し議ぎに思えた。

　──もしかして、お身体からだの調子が悪いのかしら？

　ただ眠っているだけ、ということで、心配した分怒いかりが勝ってしまったものの、姿が見えないと途と端たんにその怒りは失うせ、また心配になる。

　それからすぐに操縦室を出たのだが、フローレンスは部屋には戻らず、階段を下りた。

「おばあ様、今度はどちらへ？」

　フローレンスはシエラの問いを無む視しして、どんどん階段を下り、二階の廊ろう下かを進んだ。そして部屋の前に立つ。

　部屋の主あるじの名が、金色のプレートに刻こく印いんされていた。

　四度ノックすると、すぐに、はーい、と明るい声が聞こえてきた。ほどなく扉が開く。

「あれフローレンス氏、それにシエラ嬢どうなさったんですか？」

「ほら」

「あ……ッ!?」

　ドン、とフローレンスに背を押され、挨拶もなしに部屋に入ってしまう。

「おおっ？　なんですなんですフローレンス氏？」

「あんたはあたしとデートだ」

「えっ、デートしてくれるんですか？　嬉しいなあ。シエラ嬢、殿下のおもりとフローレンス氏のおもり交こう換かんいたしましょう！」

　幼く見える顔でにこにこ笑いながら、弾はずむような足取りで、キースの護衛であるティムは部屋を出た。

「やー、ずっと部屋に籠こもっていたから退たい屈くつでたまらなかったんですよぉ」

「ティムさん、交換って、ちょっと」

「とりあえずおまえは王子の様子を見てきな」

　祖母は千せん里り眼がんのようだ。顔に出したつもりはないのに、フローレンスにはシエラの気持ちなどお見通しなのだろう。

　パタン、と扉が廊下の方から閉じられて、シエラは小さくため息をついた。

「シエラ？」

　背後からの呼び掛けに、微かすかに肩が揺ゆれ、だがすぐに振り返った。途端にシエラの空色の瞳ひとみが円まるく見開かれる。

「キース様、やはりお加か減げんが悪いのですか」

　振り返った視線の先にいたキース王子は、さらりとしたワードローブを着ていた。その中は寝ね間ま着きである。シルクのように艶つややかな髪に寝ね癖ぐせがついていて、明らかに起き抜けという格好だ。

　就しゆう寝しんするには早すぎるこの時じ間かん帯たいに休んでいたということは、やはり体調を崩しているのではないかと、シエラは足早にキースへと歩み寄よった。

「失しつ礼れいします」

　シエラは手を伸ばし、キースの前髪をそっとかき分けると、額ひたいに掌てのひらを当てた。

「熱はありませんね。今け朝さ倒たおれられたのは寝ね不ぶ足そくという医い師しの見立ては、もしかして違っていたのでしょうか？」

　倒れるまでまったく普段と変わらないように見えたのに、わたしの目は節ふし穴あなだわ、とシエラは小さく唇くちびるの内側を嚙かんだ。

「えっとね、シエラ」

「どうぞ休んでいてください。お食事はきちんと摂られていますか？」

「ティムにもう持ってきてもらっているけど口はつけてないんだ」

「食欲がないのですか？」

　普段キースは出されたものは残さないようにしていたはずだ。それを食べていないというのは、やはり調子が悪いのだろう。

「もう一度医い療りよう室しつに行きましょう」

「シエラ、シエラ、大丈夫だから」

「ですが」

「じゃあ、君に看かん病びようしてもらう。ね？」

　にこり、と不ふ意い打うちの微び笑しようを受けて、心臓が大だい打だ撃げきだ。にわかに跳はね上がる心しん音おんに、シエラは危うく動どう揺ようを顔に出しかけた。すんでのところでそれを抑おさえ込んで、ひとつ、小さな息をつく。

「わたしが看病するより、医師に診しん察さつしていただいた方がいいと思います」

「医師は必要ない。今の僕に必要なのは医師の治ち療りようではなく、君だよ」

「……」

「そばにいてくれる？」

　そっと両手を握にぎられて、身体の芯しんが、硬こう直ちよくする。身動きができない。

「君にそばにいてほしい」

「あの、……キース、様」

「僕にとって君が一番の妙みよう薬やくだから」

　手を引かれ、一いつ層そう距きよ離りが近くなる。魅み惑わく的てきな青い瞳でじっと見つめられて、何がいったいどうしてこんなことになったのか、順じゆん序じよ立だてて考えたいのに、頭の中が真っ白で何も思い浮かばない。ただ、この世のものとは思えない、完かん璧ぺきに整った造ぞう作さくのキースの美しい顔が徐じよ々じよに迫せまってくるのを、呆ぼう然ぜんと見ていることしかできなかった。

　と、鼻先がくっつきそうなほど寄せられた顔に、ふわりと笑みが広がる。

「シエラ」

「な、……な、んでしょう？」

「目がまんまるになって可か愛わいい」

「か……」

　キースはシエラの手を握り直すと、ふいに歩きはじめ、部屋を横おう断だんする。

　さすがはヴァネッサ号で一部屋しかない貴き賓ひん室しつだ。無駄に広い。

　──へ、部屋のことじゃなくて……！

「キース様？」

「看病、してくれるんでしょう？」

「は？　いえ、わたしは医師を呼んできた方がいいと申しました……！」

「でも僕は君の方がいいと言った」

　隣の部屋に入る。そちらは寝室兼けん私室のようだ。ひとりで休むには大きすぎる、立りつ派ぱな寝しん台だいが一台、壁かべ際ぎわに据すえられている。

　その寝台を見た途端に、急にいたたまれないような、なお逃げ出したいような気持ちに襲われる。恐おそらくベッドメイキングができておらず、上掛けが少し乱れた状態だったからだろう。ここでキースが休んでいたことがたやすく想像できてしまって、それで落ち着かない気持ちにさせられたのだ。

　──と、というか、こんなに簡かん単たんに寝室に入ってはダメでしょう……！

　仮にも独どく身しんの男女が……などと、なおおかしなことを考えてしまう。自分でも混こん乱らんしているとわかっているから、努つとめて冷静になろうと思うのに、それは難むずかしすぎた。

　ちらり、とキースをうかがい見る。

　歩ほ幅はばもいつも通りで、鼻歌さえ聞こえてきそうなほど機き嫌げんのよさそうな笑みを浮かべている。よくよく観察──しなくても、とても病人のようには見えない。

　そのことに気づいたシエラは、ふっと目を見開いた。

「あの、キース様、もしかして、わたし誤ご解かいしていましたか？」

「誤解？　なんのこと？」

「ですから、キース様はどこかお悪いのではないか、体調を崩していらっしゃるのではないか、と思ったのですが」

「うん」

「もしかしたら、そういうことは、まったくない？」

　するとキースは一度足を止めた。そしてシエラを見下ろすと、ふふ、と笑った。

「うん。極めて体調良好、健康体だよ」

「……では、ただ単に寝不足の解消をされただけ、ということで？」

「そうだね」

　極めてあっさりそう言われる。

　瞬間的にカッとなったが、そこで勢いのまま罵ば倒とうしないのは、シエラの堪かん忍にん袋ぶくろの緒おが、自分でもどうかというくらい頑がん丈じようだったからだ。

　深く、深くため息をつく間に怒りを収おさめ、そうしてもまだ心の奥に残る怒りの火ひ種だねをのみ込んで、そうして唇を開く。

「では、看病の必要はありませんね」

「でもせっかくだから、看病の練習してみない？」

「は？」

「寝ている僕に、君が食事を食べさせてくれるの。『キース様、はいあーん』ってして？」

　つまりそうしてほしかったからシエラの誤解を解かなかったと、そういうことだろうか。

　シエラは深ふか々ぶかとため息をついた。

「キース様、心配をしているわたしを試したり騙だましたりするような真ま似ねはやめてください。悲しくなってしまいます」

「騙したわけじゃないけど、悲しませてしまったことは謝あやまる。ごめんね」

　キースの声は穏やかすぎて、あまり謝られているようには感じられない。ちらり、と顔を見上げると、口元には笑みが浮かんでいるが、眉まゆ根ねが小さく寄せられていた。

「シエラ」

　名を呼んだのに、キースはどこか言い淀よどんでいる様子がうかがえた。キースがためらうことは滅めつ多たにないから、それが不思議で首を傾かしげると、掌がシエラの頭にふわりと乗せられた。ほっそりとした長い指が、髪を絡からめ、優しく梳すく。

「キース様？」

「君はいつから僕を怒らなくなったのかな。幼い頃のシエラは、もっとぽんぽん言いたいことを口にしていたけど」

　今度はシエラが言い淀む番だ。だが返事を待つキースに追いつめられて、考えがまとまる前に唇を開く。

「あの、キース様がとても親しみやすいお方とはいえ、クラウザー王家のご一族でいらっしゃいますし、……幼い頃のわたしの不ぶ躾しつけな振る舞いは、改めてお詫わびを……」

「僕が何を言いたいのか、それこそ謝罪なんて求めていないってわかっているのに、シエラは意い地じ悪わるだな」

「……」

「君を変えた原げん因いんは何？」

「それは……、わたしも成長したのだと、そう思ってはいただけませんか？」

　キースはふっつりと黙り込んだ。それは、シエラが居い心地ごこち悪くなるほど長い沈ちん黙もくだった。それでもシエラが何も言わないのを見て取り、キースは微かに息をつくと、指に絡めた焦こげ茶色の髪を、優しく引っ張った。

　痛くはない。けれどそのまま踏ん張ることはできず、一歩キースに近づく。

「ねえ、シエラ。僕は僕でしかないように、君も、シエラ・ブラックフォード、君だよ」

　ス、と息を吸い込む。吐き出せず、息が止まった。

　──キース様は、……。

「君が赤ん坊の頃からの付き合いなんだ。家族以外でそういう人は、僕にとっては君しか──ああ、ティムもだけど──いない。君に距きよ離りを置かれるのは辛いよ」

　キースの真っ直ぐな言葉が、シエラの胸にじわじわと広がっていく。

　彼の言う通りだ。それはとてもよくわかっている。そしてキースは、シエラが変わった理由を察さつしているのだろう。けれど──。

「距離を置いている、と思われてしまったのでしたら、申し訳なく思います。決してそのようなつもりはありませんが、誤解を招きましたことお詫び申し上げます」

　頭を下げたシエラに、キースは呆れ顔を向けてきた。

「君は本当に頑がん固こだな。憎らしい子だ」

「節せつ度どをわきまえているだけですが、……可愛げがなくてすみません」

　頑固で憎らしい子と言われて、それが冗じよう談だんめいた口調であっても、心が痛む。けれどシエラは、その痛みを感じなかったものとして、さらりと返した。するとキースは、触れていた髪から手を離すと、いきなり今度はシエラの頰ほおに指を伸ばし、ごくごく軽くつまんで引っ張った。

「キ、キース、様……っ!?」

「可愛げがあるかないかは君じゃなくて僕が決める」

「ちょ、お、お離しください」

「頑固で憎らしいけど、それ以上に僕は君を可愛いと思っているから」

「……っ」

　その不ふ意い打うちには、咄とつ嗟さに表情をつくれなかった。頰に朱しゆが走るのを止められず、そんな顔を間近でキースに見られてしまう。

　キースは困こまったような、けれど笑みにも見える、複ふく雑ざつな表情を浮かべると、ますます顔を近づけてきた。

「我が慢まん比くらべかな」

「……ぇ？」

「君と僕の」

「な……な、に？」

　キースの言っている意味がわからず、そのうえあまりにも近い距離に、心も頭も混こん乱らんの嵐が渦うず巻まいてひどい状態だ。何も考えられない。今、あなたの名前は？　なんて簡単なことを訊きかれても、答えられる自信がない。

「でもできたら早めに陥かん落らくしてもらわないと。僕の忍にん耐たい力りよくがいつまで保もつかわからないし。勝負だね」

「は？　あの、何を仰おつしやって……」

　にこり、といつもの眩まばゆい笑顔を見せて、キースは頰から指を離す。痛みはまったくないが、指先で癒いやすように撫なでられた。

「キ、……キース様」

　無意識のうちに、触れられていたところに掌を当てる。

　頰が熱くて、熱くて、たまらない。きっと顔は真っ赤なままだろう。

　そんな顔を見せたくなくて、思わずキースに背を向けてしまう。その勢いのまま扉に向けて走りそうになったところで、キースに呼び止められた。絶ぜつ妙みようなタイミングだ。

「な、なんでしょう」

「食事をするから、お茶を淹いれてくれる？」

「……、……、は、い」

　──逃げられない。

　というか、ティムがいないのだから、ここでシエラがキースを放って室外に出るわけにはいかないのだった。

「お茶、何がよろしいですか？」

「ファーメント茶を濃いめで。ミルクも欲しいな」

　そのお茶の銘めいに、シエラはふっとキースを振り返った。

「……承しよう知ちいたしました」

　そそくさと隣の部屋に設しつらえられているキッチンに足を運ぶ。

　まだ一度も使われていないらしいキッチンの隅すみまで足を進めると、壁に頭をごつんとぶつける。そうして長々とため息をついた。

　だがすぐに顔を上げ、お茶の用意をする。

　湯を沸わかしながら、茶器を並べ、ティーポットを温める。

　棚たなに並んだ茶缶のひとつひとつ、ラベルを確かめ、目的の茶葉を手に取ったシエラは、文字を指先で辿たどった。

　子どもの頃から、シエラはこのお茶が大好きだった。外国産の希き少しような茶葉で、香りが甘く、味は爽さわやかでほんのりと酸さん味みがある。特とく筆ひつすべきはその色だ。まるで青空を溶とかし込んだような、独特な色をしていた。

　高価なこの茶葉を、キースからプレゼントしてもらったことがある。

　──キース様は、ご存じなのね……。

　だからあんなことを言ったのだろう。

『僕は僕でしかないように、君も、シエラ・ブラックフォード、君だよ』

　祖母のフローレンスは遠えん戚せきの子や両親のいない子たちを、養子や養女にした。だがシエラの父だけは、ほとんど他人と変わらない遠とお縁えんながら、唯ゆい一いつフローレンスと血が繫がっている。

　シエラは少し前まで、自分が父と母の子だと信じて疑わなかった。だが十四歳になった頃、父と母、そして兄や姉とは血が繫がっていないことを知った。

　生まれてさほど経たたない頃に、捨てられていたらしい。いや、捨てられていたのかどうかまでは訊きかなかったからわからないが、シエラの血の繫がった本当の親が誰なのか、ブラックフォードの両親は知らないようだった。

　ブラックフォード家では、血の繫がりは重じゆう要よう視しされない。シエラだって、誰が養子で養女だ、なんて気にしたことはなかった。皆『ブラックフォード家』の人々だったからだ。けれどいざ自分が、この場にいる『ブラックフォード家』の人たちと、まったく、一滴も、血の繫がりがないと──、そう知った時、なんとも言いようのない寂せき寞ばく感かんに襲われたことを覚えている。

　ブラックフォード家の人々は、シエラの実の両親がどこの誰であろうと気にもしないだろう。それを、当の本人……シエラだけが、気にしている。

　この気持ちはなんなのだろう。

　引け目？　ただ悲しい、寂さびしい、だけ？

　家族、そしてブラックフォードの人々に愛されていると実じつ感かんし、疑うたがってなどいないのに、どうしても一歩引いてしまう。それがシエラの性格、性しよう分ぶんなのだと言ってしまえばそれまでだが、一族と同じように振る舞えない、思えない自分は、ブラックフォード家の人間にふさわしくないのではないかと、時折、ちょっとだけ、思ってしまうことがある。

　その引け目は、幼なじみのキースにも向けられていることを、シエラは自覚している。

　ブラックフォード家は大貴族で、母はクラウザー王家の出だ。クラウザー王国においては、王家に次つぐ家いえ柄がらといえる。

　幼い頃の自分は、明確にそう思っていたわけではないが、キースに対して身分を気にしたことはあまりなかった。もちろんわきまえてはいたつもりだが、『高こう貴きな方だけれど、同じ人間』と無む意い識しきに思っていたのだろう。

　──わたしは、どこの、誰、なのだろう……？

　自分の出しゆつ自じがわからないことが怖かった。

　どこの誰かもわからない自分が、王族たるキースに、親しく接してもいいのだろうか。

　無用の悩みだと、キースやブラックフォード家の人々はきっと笑うだろう。もしかしたら、そんな瑣さ末まつなことを悩むなんて、シエラは真ま面じ目めだなあ、なんて言われるかもしれない。けれどシエラは『瑣末』と片づけることができない。

　大事にしてくれる、そしてシエラも愛する家族がいるのに、愛情を疑ったこともないのに、心の底の一番奥で、『自分は何者なのか』という問いがくすぶっている。消せない。無視できない。

　そんなうじうじしている自分と、あらゆることではっきり明めい快かいな思考を持つブラックフォード家の人々がとても遠く感じられて、なお悲しくなる。

　茶缶を開けると、ふわりと甘い香りが漂ただよう。

　ポットに多めに茶葉を入れ、たっぷり湯を注そそぎ、静かにふたをした。

　時間を計りながら、ミルクも人肌ほどに温める。

　茶を注ぐと、白いカップが空色で満たされた。

「ティムが気が利きかなくってさ、自分でやった方が早いんだよね」

　と以前言っていたキースは、自ら卓上に料理を並べていた。

　キースはさっそく食べ始め、向かい側の席についたシエラも、お茶の入ったカップを手に取り、縁ふちに唇をつける。

　そういえば、とシエラは食事を進めるキースをちらりと見た。

「キース様、なぜ食堂で食事をされないのですか？」

　ん？　と首を傾かしげるから、聞こえなかったのかと、もう一度口を開く。だがその時、勢いのいいノック音が四度響ひびいた。

　フローレンスだ。

　どうぞ、というキースの声に、フローレンスとティムが入室してくる。

「あっ、殿下、やっとお目覚めですか。ていうか、やっとお食事ですか！　早く食べてソラフネ内をいろいろ見て回りましょうよ。あと明日は朝から小ホールで演えん奏そう会かいがあって、午後からは参さん加か者しやを募つのってかくれんぼですって！」

　楽しそうですよねえ、とティムは上じよう機き嫌げんだ。後ろから入ってきたフローレンスにも変わるところはなく、シエラはホッとする。

「そういえばシエラ嬢、フローレンス氏の今回の旅の目的って、初恋の人さがしなんですって？　それ、ロマンティックですねえ。僕恋愛小説愛好家なんですよ。フローレンス氏の初恋の相手、すうううっごく興味あるなあ」

　──ティムさんすごい……。

『救きゆう国こくの怪かい女じよ』とまで言われているフローレンスに対し、ここまで遠えん慮りよのない問いを投げかけられるのは、ブラックフォード家の面めん々めんでもそうはいない。フローレンスがティムを気に入っているのは、こういうあけっぴろげな性格をしているからだろう。

「僕も聞きたいな、フローレンス」

　キースも興きよう味み津しん々しんで身を乗り出してくる。

　実のところ、シエラも聞いてみたい。このフローレンス・ブラックフォードが、ただひとり恋したという相手のことを。どういう出会いで、どういった経けい緯いで別れなければならなかったのか。フローレンスだったなら、たとえあまたの障しよう害がいがあったとしても、なぎ倒しなぎ払いぶち壊こわし放り投げ、相手に向かって驀ばく進しんしていくのではないか──なんて、わりとひどいことを、シエラはナチュラルに考えていた。

　それぞれからの視線を受けて、フローレンスはひょい、と肩を竦める。

「聞きたいのかい？」

「ぜひにぃ！」

「聞きたいな」

「えっと、……おばあ様がよろしければ」

　三人の求めに、フローレンスは目を眇めると、ソファに腰を下ろした。

　シエラが用意した茶を出すと、香りを楽しむように息を吸い、そしてカップに唇をつけた。一口、二口、喉を潤したフローレンスは、にやりと笑ってみせる。

「仕方ないねえ。滅多にないことだからちゃんと聞いときなよ」

「やったー！」

　はしゃぐティムはキースが座る椅い子すの隣に立ち、シエラはひとり掛け用のソファに座るよう、キースに手で示しめされて、それに従う。

「あれはあたしが十八歳の時のことだ。相手は十六、あたしよりふたつ年下だった」

「フローレンスが十八歳……ということは、六十年前のことだね。その頃のクラウザー王国ってどんな感じだった？」

　キースの問いに、フローレンスはふっと視線を壁に飾られた絵に向けた。

「貧びん乏ぼうな国だったよ。資し源げんも少なく、周りを山で囲かこまれている。他国に攻め入られる心配はさほどなかったが、その代わり貿ぼう易えきも望めない。閉へい鎖さ的てきで息が詰つまるような国だった」

　フローレンスが見つめる絵は、クラウザー王国の峻しゆん険けんな山脈を描いたものだ。美しいが人を寄せつけない厳きびしさをもはらんでいた。

　まだ若い三人は、フローレンスの言葉に押し黙る。

　現在のクラウザー王国は、空を翔かける空遊船のおかげで、他国との貿易も盛さかんだし、空遊船を使ったアトラクションや空での小旅行をしたくてこの国にやってくる観光客がたくさんいる。今のクラウザー王国は富とみ、人々は平和に暮らしている。だからこの国が貧乏だったとは、今では考えられない話だ。

「その貧乏だった国を救ったのがあなただ、フローレンス」

「ですねー！　救国の怪女！」

「ティ、ティムさん……」

　フローレンスに面と向かってそう言えるティムの胆たん力りよくにヒヤヒヤする。だがフローレンスは気にもせず、ふふん、と脚を組んだ。

　漆しつ黒こくのドレスの裾すそが、ふわんと揺れる。

「僕、ソラフネの構こう造ぞうのことはよくわからないんですけど、動力と燃料を特に不思議に思っているんですよねぇ。フローレンス氏、ソラフネって何で動いているんだろう？」

　あっけらかんとそう問うティムに、キースは呆れたようなため息をついた。

「……ティム」

「えっ、はい？」

「その動力と燃料──つまり〝空の守り砂〟、通つう称しようエアリアを、牛ぎゆう耳じっているからこそ、ブラックフォード家は『空遊船一族』と呼ばれているんだろうが」

　空遊船業界でブラックフォード家は九割以上のシェアを誇っている。そしてソラフネの心臓部──動力と燃料である〝空の守り砂〟──エアリアと呼ばれている砂状のものは、ブラックフォード家からのみ入手できることになっているのだ。

「エアリアがなんなのか、ブラックフォード一族の中でも、一ひと握にぎりの人間……そう、フローレンスと彼女の後を継いだグラハムしか知らないことなんだよ」

　そうなのだ。ソラフネの中ちゆう枢すうを担になう秘密は、これまでフローレンスのみが独占していた。恐らくシエラの父だって、後を継ぐまで聞かされていなかったに違いない。

　このシステム故ゆえ、ブラックフォード家は『空遊船一族』と言われているのだ。

「おまえたちは、あたしの初恋話が聞きたかったんじゃないのかい？　エアリアのことが知りたきゃ今から機き関かん室しつに行こうじゃないか」

　まあ行って実際に見てもわからないだろうけどね、とフローレンスはばっさり言い切る。そして本当に椅子から立ち上がりかけたものだから、三人は慌ててまあまあ、とフローレンスに腰を下ろさせた。

「今日はフローレンスの初恋の人の話を聞かせて」

「今日、〝は〟？」

「そう、今日〝は〟。で、次回はソラフネのことを聞かせてほしいな」

　にっこり笑うキースに「やれやれこの曲くせ者もの王子は」と毒づきながら、フローレンスは座り直した。

「じゃあ余計なチャチャはもう入れるんじゃないよ」

　はい、と三人は一緒になってうなずく。

「彼は絵画から抜け出してきたかのような美しい容姿で、一度見たら忘れられない、まるで天からの使者の如ごとく、神こう々ごうしい少年で──そして〝空そらの稀まれ人ひと〟と呼ばれる一族の次期長おさだった」

　フローレンスは、まるで昨日のことのようにはっきりとした声で、六十年前のことを話しはじめたのである。
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　空くう遊ゆう船せんヴァネッサ号がクラウザー王国首都を離り陸りくしてから三日間、空はよく晴れ、風もなくソラフネの旅日和びよりが続いた。

　船内では乗客を飽きさせないように、様さま々ざまな催もよおし物がおこなわれている。シエラもフローレンスと常に行動を共にしながら、ヴァネッサ号、内での日々を楽しく過ごしていた。

　ところが──。

「シエラ、おまえ、出て行きな」

　突然祖そ母ぼにそんなことを言われたシエラは、え？　と目を丸くした。

「今部屋を出なけりゃ、旅の間中に入れないから」

「……それはむちゃくちゃですよ、おばあ様」

「あたしは有ゆう言げん実じつ行こう主しゆ義ぎ者しやだ。おまえもよーくわかっているだろう？」

「……」

「まったく朝から晩ばんまでずーっとひっついて、何かっちゃ『大丈夫ですか』、『無理は禁きん物もつですよ』、『お身体からだに障さわりますから早く就しゆう寝しんしてください』ってね。引退して悠ゆう々ゆう自じ適てきに旅をしつつ彼をさがすというプランが台無し、まったくもって気分が悪い」

　そこまで言わなくても、とへこみかけるが、シエラは、ですが、と粘ねばった。

「今言っただろ。あたしは有言実行主義者だって。今出て行かなけりゃ、おまえの荷物をすべてあのタラシ王子の部屋にぶっ込むよ」

「な、何をおっしゃっているんですか……!?」

「そうしてほしくないんだったらとっとと遊んでくるといい」

　とても齢よわい七十八とは思えない力強さでぐいぐい背を押されて、シエラは躓つまずきそうになりながら無理やり歩まされる。

「おばあ様、ちょっ……！」

「おまえの目で、ヴァネッサ号のありとあらゆる場所を見てこいって言ってんだよ」

「……え？」

「最新型のこのソラフネに乗客が満足しているか、不ふ具ぐ合あいはないか、もしあったならどう改善すればいいか、そういうのを調べてくるんだ」

　おばあ様、と呟つぶやいたきり、シエラは目を丸くした。

「だいたいブラックフォードのもんだったら、率そつ先せんしてそうすべきじゃないか。おまえはほんとに、ひとつのことしか目に入らないんだから、先が思いやられるよ」

「……あの、では、おばあ様も一緒に」

「あたしが行ったらいいようにしか見せてもらえないだろうが」

「それは、……はい、確かに」

「だから行ってくるんだ。ちゃんと調べてあとで報告するんだよ」

「は、はい」

　パンッ、と派は手でな音が響ひびくくらい背中を叩たたかれて、シエラは二歩ほどつんのめった。

　──そういうことだったのね……。

　祖母をひとりにするのは心配だ。だが、言われていることはよくわかる。

　──ブラックフォードの家の者として。

　シエラは小さく俯うつむいて、そして顔を上げた。

「わかりました、行って参まいります」

「ああ行っといで」

「おばあ様、わたしがいないからといって、絶対に無理無茶は禁物ですよ。部屋で静かにしていてくださいね」

　フローレンスは、まだ言うか、と呆あきれ顔を見せたが、わかったわかったとおざなりに返事をし、シエラを今度こそ室外に押し出した。

　扉とびらはすぐさま閉められる。

「……はあ」

　──もう本当に心配なのだけれど。

　けれどシエラは、フローレンスの意を酌くみ、うん、とひとりうなずいた。

「ヴァネッサ号を見て回るわよ」

　ブラックフォード家の者として。

　シエラはもう一度うなずくと、歩ほを踏ふみ出す。

　しばらく進むうち、歩調は少しずつ速度を増す。ともすれば勝手にスキップしそうになっていた自分に気づいて、シエラはハッと我に返った。

　──やだ、わたし浮かれている……。

　祖母のそばについていなければという気持ちがとても強かったシエラが、本当はこの最さい先せん端たんのソラフネ内を見て回りたくて仕方がなかったのだ。

　いけない、と自らを諫いさめつつも、それでもしばらくするとすぐに早歩きになってしまうシエラだった。







　ヴァネッサ号は、空遊船の規き模ぼとしては最大級だ。百人超が乗船できる空遊船は、王家が所有するほかは、このヴァネッサ号しかない。

　シエラはまず二階に向かった。このフロアには、遊ゆう戯ぎ室しつや図書室といった施設がある。

　思い思いに過ごしている利用客の様子をさりげなく見ながら、シエラは最初に、図書室を目指した。

　ひとつ、調べたいことがあったのだ。

　ヴァネッサ号の図書室には様さま々ざまなジャンルの蔵書が一万冊以上並んでいるという。シエラは数冊の本を選んで、室内のそこかしこに据すえられている、座り心地のいいソファに腰を下ろした。

　目次を見てページを捲めくるが、最初の本には目的のものは見つからなかった。

　二冊目もなく、三冊目で、ふと、気になる表記を見つけた。

「『ソラノマレヒト』。これね」

　祖母の初恋の人だという、『ソラノマレヒト』。その言葉に、シエラは聞き覚えがなかった。だが不ふ思し議ぎと耳に残り、調べてみよう、と思ったのだ。

　古い書籍には、『ソラノマレヒト』はすでに断だん絶ぜつし、今は失われた一族だと書かれてあった。年代を辿たどっていくと、今から二百年以上前だ。クラウザー王国建国以前に、この地で暮らしていたのだろう。詳しよう細さいを知る者は、今となっては誰だれもいないはずだ。

　さらにページを捲っていく。

「『天てん候こうを操あやつり、怪しげな妖よう術じゆつ、あるいは神術を使い、自ら空を飛ぶ一族。登頂が難むずかしい高山に住み、決して地上には下りず、〝神しん眼がん下かの庭園〟に眠る宝を守っている』。……まるでおとぎ話のようだわ」

　だいたい地上に下りず生活していけるはずがないし、そもそも他者が登れないほどの高山で〝宝〟を守る必要はあるのだろうか、などと、現実的なことをシエラは考える。

　創作の中以外で、このような人々が実在するとは考えづらい。ならばこの『ソラノマレヒト』は、もしかしたらその存在を曲げられた一族なのかもしれない。

　祖母のフローレンスが、わざわざ『ソラノマレヒト』と口にしたのだ。何か意味があるのだろうが、今のシエラにはまったく見当もつかなかった。

　この本にもそれ以外はほとんど記されておらず、シエラは一いつ旦たん、調べるのを諦あきらめた。

　家に戻って、国内の書物が収められている王立図書館に足を運ぶことにする。

　シエラは図書室を出ると、ほかの場所も回った。

　──皆、楽しそう。

　老ろう若にやく男なん女によ、皆空の旅を楽しんでいるようだ。笑顔が到いたるところで見られて、シエラは内心ホッと胸を撫なで下ろしていた。

　乗客の評判もよさそうだ。

　一階を端はしから端まで歩いたシエラは、今度は下層に行くことに決めた。

　ヴァネッサ号の船内図は頭に入っている。

　地下に下りる客はほぼいない。階段を下りる足が、今度こそ明確に弾はずんでいたが、シエラはもう自分を戒いましめはしなかった

　ウキウキと、半なかば駆け降りるようにして地下一階まで下りきったところで、扉と、その脇に廊ろう下かがあった。シエラは扉には手を出さず、廊下を真っ直ぐに進む。

　地下に下りる階段は、空遊船の前方にある。シエラは船せん尾びに向かった。

　廊下右手の壁にはいくつか扉があるのだが、シエラはどんどん進んだ。

　そうして五つ目の扉の脇わきまで来ると、ノックをして扉を引き開け、入室した。

「……静かだわ」

　歩きながら、シエラは呟いた。

「それが、このソラフネが最先端である所以ゆえんですよ、お嬢じようさん」

「……っ！」

　人の気配をまったく感じていなかったところに声を掛けられたものだから、シエラは危うく飛び上がりそうなほど驚く。

　思わず勢いよく振り返ると同時に、あ、と小さく声をあげた。

　にっこり笑うのは、紺こん色いろの乗じよう務む員いん服を着た年ねん配ぱいの男性──以前キース王子が倒れた際さい、医い療りよう室しつまで運んでくれた乗務員クルーだった。

「あの、その節せつはお手数をかけました」

　ペコン、と頭を下げると、いえいえ、とやわらかな笑みのまま首を軽く横に振る。

「今日は、機き関かん室しつに何かご用でも？」

「あ、はい。見学させていただきたいのですが、よろしいでしょうか」

「もちろん、構いませんよ。どんなお客様がいらしてもご案内するようにと命じられておりますから。貴女あなたのような可愛らしいお嬢さんでしたらなお歓かん迎げいいたしましょう」

　さらさらと滑らかに流れ出る言葉に、シエラは目を白黒させる。だがすぐに、あることに気づいて、ふっと笑みを零こぼした。

「もしかして、ミルズ家とプロバート家の皆さんが押しかけていらっしゃったのですか？」

　ミルズ家とは、ブラックフォード家以外で空遊船をつくっている数少ない会社のオーナーで、プロバートは商業で成なり上がった家だ。彼らの姿を乗船時に見ていたし、名めい簿ぼにもはっきりと、名が記しるされていた。

　すると彼は、先刻のものやわらかな笑みではなく、どこか子どものような悪戯いたずらっぽい笑顔を見せた。

「ご明めい察さつですよ、お嬢さん。いやはや交こう互ごにいらしては、隅すみから隅まで見せるんだと、床を這はうようにして調べまくっておられました」

「ふふ。両家の皆さんは、本当に熱ねつ心しんですね」

「まったくです。ヴァネッサ号が飛び立つや否いなや、ここに飛び込んでこられて、その日は夜まで。昨日きのうなんて一緒になって一日中うろうろと」

「まあ。お仕事の邪じや魔まにはなりませんでしたか？」

　ヴァネッサ号のオーナー、フローレンス自身が、どこでも見学してもいいと触ふれ込んでいたから、きっと両家はここぞとばかりに、空遊船の秘密に迫ろうとしたのだろう。

「楽しかったですよ。昨夜など危うく触ってはいけないところにまで手を出されて、とうとう彼らに『危険です』と叱しかられていましたっけ」

　指で差し示された方にいたのは、ふたりの屈くつ強きような男たちだった。

　──あの人たちも機き関かん士しなのかしら……？

　乗務員服は確かに濃のう紺こんだが、通常機関士はひとりもしくはふたりで、機関室を守るものだ。三人とは多いような気がするが、大型の空遊船だから万ばん全ぜんを期きしているのかもしれないと、シエラは思い直した。

「触ってはいけないところ、というのは、もしかして、エアリアを入れた容器ポツトですか？」

「さすがはブラックフォード家のお嬢さんだ。ソラフネはエアリアがなければ飛ばないことをご存じなのですね」

　大たい概がいの人間は『空遊船が空を飛ぶ』ことは知っているが、『なぜ空遊船が空を飛ぶのか、そして何を燃料に飛んでいるのか』は知らない。

〝空の守り砂〟──エアリアは、一機にひと掬すくい、機関室に設置され、また操縦桿にも、容器ごと嵌はめ込めるようになっていた。

　空遊船が飛んでいる間、エアリアは透とう明めいで強固なポット内で、ふわふわと浮かんでいる。地上に下りた途端に、ポット内に落ちる。エアリアは空遊船を飛ばすために必要なのだが、厳密にいえば燃料ではない。何せエアリアは、このポットに入れている限りなくならない。ポットをソラフネの外に出さなければ、空遊船はずっと飛び続けるのだ──。

　空遊船には秘密が多い。ソラフネの仕組みは公表されていないし、エアリア同様、知っているのはブラックフォード家の中でもごく一部だ。

　家長を辞したとはいえ、フローレンスの存在は大きい。万が一祖そ母ぼに何かあった時、ブラックフォード家だけでなく、クラウザー王国そのものが、大きく揺らぐのではないか。以前に祖母が言っていた、

『貧びん乏ぼうな国だったよ』

　その時代に逆戻りすることになるだろう。

　そんなことを思って、一瞬沈んだシエラだが、すぐに機関士へと顔を向ける。

「あの、『エアリアの寝ね床どこ』を見せていただいてもよろしいですか？」

「ええ、もちろんですよ」

　どうぞ、とごくごく自然にエスコートされて、シエラはちょっとびっくりする。

　動作が洗せん練れんされているうえに、全体から醸かもし出される雰ふん囲い気きが温かく品があり、かつ凜りんとした強さも感じさせた。きっと若い頃……いや、今でもきっと女性に好意を寄せられるに違いない。

　そう考えると同時に、稀き代だいのモテ王子かつタラシ王子と皆に言われている、キラキラした笑顔が脳のう裏りに浮かんで、シエラは慌てて小さく首を振った。

　空遊船の要かなめである『空の守り砂』の入ったポットは、さほど大きくはない。成人女性の掌てのひらより小さいくらいだ。

　大型の空遊船の機関室の中央では大概、床と天井を繫つなぐ金属の柱はしらがある。支柱の中ほどには強化ガラスが嵌め込まれていて、中にポットが設置されているのだ。ガラスは扉状になっているが、鍵がつけられていて開けることはできない。機関士たちはポットが設置されている柱の場所を、『エアリアの寝床』と呼んでいた。

「あら……！」

　ガラスの扉越しにポットを見た途端、シエラは思わずにっこり笑った。

　普段使われるポットは、大抵楕だ円えん形けいなのだが、ヴァネッサ号のそれは、その船の形とまったく同じ、女め神がみ──というか、フローレンス──の姿を取っていたのだ。

　まさに今空を飛ばんとする透明な女神は、芸術品といってもいいほどの出来だった。その女神の姿をしたポットの中で、青みを帯おびた砂がふわふわ浮かんでいる。

「素す敵てき」
















「ありがとう。貴女に褒ほめていただき大変嬉うれしく思います」

「もしかして、これをつくられたのは貴方あなたですか？」

　はい、とうなずいて、手をひらりと振った。

　細く長い、綺き麗れいな指が印象に残る。

「さて、機関士といってもエアリアを見守るだけの仕事ですので退たい屈くつしていたんです。よろしければソラフネのことを話しませんか？」

「ぜひ……！」

　ソラフネ談だん義ぎだったら、何時間だって続けられる。──が、いけない、いけない、とシエラは自分を諫めた。

　──そんなに長時間おばあ様をおひとりにはしておけないわ……！

「あの、では、少しだけ」

　すると、すかさず、少し離れていた場所にいた屈強な男たちが、椅い子すを持って差し出してくる。

「あ、ありがとうございます」

「では少しだけ、お話しましょう」

「はい」

　にっこり魅力的に笑った年配の機関士に誘いざなわれ、シエラは唇くちびるを開いたのだった。
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「すっかり長居してしまったわ」

　少しだけ、と自分が言ったのに、ついつい話が弾はずんでしまった。

　マズイマズイ、と急いで地下の廊下を早足で進んでいたシエラは、階段を下りてきた男と、危うくぶつかりそうになった。

「すみません！」

「こっちこそごめん、シエラ」

「え、キース様……！」

　キースはにこりと微笑むと、シエラの瞳を覗のぞき込む。

「部屋に行ったら、フローレンスが追い出したっていうから捜したよ」

「あ、……す、すみません。というか、おひとりですか？」

「うん、ティムにはフローレンスを見ているようにと言っておいたからね」

　──おばあ様の身を案あんじてくださるのは嬉しいけれど……。

「キース様、いくらソラフネの中とはいえ、もう少し御おん身みの安全をお考えください」

「シエラは僕の身を案じてくれている？」

「もちろんです」

　シエラは即そくうなずいた。するとキースの双そう眸ぼうが、ゆっくりと細められる。

「それなら、僕を助けてほしいんだ」

「……はい？」

「頼たのみを聞いてくれる？」

　なんでしょうか、と恐おそる恐る問とうと、キースは美び麗れいな顔に、キラキラと眩まばゆいばかりの笑みを浮かべた。

「今夜の舞踏会のパートナーになってほしい」

「──は？」

「よろしくね」

「え、ま、待ってください。それ、もう決定なんですか？」

　わたしに拒否権は？　と問うても、キースは、よかったよかったと上じよう機き嫌げん極きわまりない。

「ちょっとお待ちくださいってば……。キース様、なぜわたしがパートナーにならなければいけないのですか？」

　シエラは目立つことが好きではない。キースといれば、嫌でも人の目に触れるし、同年代はおろか、様々な年頃の女性に、敵てき意い交じりの鋭するどい眼まな差ざしを向けられるだろう。

　キースは階段を上る足を一度止めると振り返ってきた。

「なぜって、僕がそう決めたからだよ」

　あっさりはっきりきっぱりとそう言われてしまい、シエラはもう返す言葉を失う。

　──決定事項なのね……。

　ため息をついたシエラは、キースと部屋に戻るなり、さらに仰ぎよう天てんする事態に遭そう遇ぐうした。

　部屋に入った途端、モクモクと白い煙が目に入り、うっ、と呻うめく。

「おばあ様、煙草たばこはおやめになったはずでは……、……ッ!?」

　煙の先に見えた光景に、目を疑う。

　部屋にはフローレンスとティム以外に、何人もの男たちがいたのだ。しかも──、

「な、何をなさっているのですか」

「何って、ゲームさ」

　煙草をくわえながら、フローレンスは持ったカードから目を離さず、シエラを見ようともしない。

　啞あ然ぜんとしながら、シエラは祖母とともに『カードゲーム』に興きようじる人々の顔ひとりひとりに目をやった。

　ブラックフォード家のライバル、ミルズ家当主、クラウザー王国屈くつ指しの商人で、十年ほど前から急に頭とう角かくを現し、ガラクタから金きん塊かいまでなんでも扱あつかって巨万の富を得たため成なり金きん王と呼ばれているプロバート家の主、そのうえサハリア王国の来らい賓ひんまでいて、「どうしてこの面メン子ツ？」と首を傾げるような集まりだったのだ。

「シエラ、酒を持っておいで」

　見ればフローレンスの足元には、すでに飲み干したと思おぼしき酒さか瓶びんが何本も転がっている。

　その複数の酒瓶を目で追っていくうちに、シエラはわなわなと震ふるえだした。

「早く持っておいで」

「フ、ローレンス、ちょっと……」

　シエラの顔を見るキースが、恐る恐るといったようにフローレンスを呼んだ。

「なんだい今いいところなん……」

　シエラは五人が囲んでいた卓たくに近づくと、有う無むを言わさずフローレンスがくわえる煙草をひったくった。そして灰皿に押しつけ火を消すと、無言のままそれを別の場所に移動させる。さらに酒が注そそがれたグラスも同様に卓から退どかし、ティムを含む四人の客に立ってもらって移動させたところで、シエラはすぅ、と息をついた。

「おばあ様、煙草もお酒もいけません────!!!」

　そう叫ぶや否や、卓をバーンッとひっくり返したのだった──。










「シエラの怒りはすごく沸ふつ点てんが高いんだけど、一度越こえちゃったらすごーく怖いんだ。もしかしてフローレンスはシエラのそういうところ見たことなかった？」

　部屋の端はしで自分がしでかしたことを省かえりみて膝ひざを抱え小さくなっているシエラの背中側から、キースの穏やかな声が聞こえてくる。

「見たことなかったねえ。驚いた」

「フローレンス氏を驚かせるなんて、シエラ嬢すごいですねえ」

「僕も二回しか見たことないけど、シエラ怖いんだよ。初めての時は耳を引っ張られながら百雷の如ごとく耳元で叫ばれたんだ。しばらく耳がおかしかった」

　──うっ……。

　それはまだシエラが四歳の頃にしでかしたことだから許してほしい。四歳年上のキースがあまりにもシエラをからかうから、頭にきてしまったのだ。

「二回目なんて庭の噴水に突き落とされたんだよ」

　──そ、それも言いますか……！

「えっひどい。殿でん下か何なさったんですか」

　え、まさか言うの……!?　とぴくりと肩が震える。

「何って、まあ」

「まあ、ってなんですか」

「若気の至いたりだから内緒」

　言われなくてホッとする。だがまあ、あれはあまり人には聞かせられないことだし、王子だからこそ憚はばかられるだろう。

「だからあんまりシエラを怒らせるようなことは控ひかえた方がいいよ、フローレンス」

　もちろん我に返った時に、ゲームに参加していた客たちには無礼を伏ふして詫わび、許してもらえたが、穴があったら入りたい。なければ掘ほってでも埋まりたい。

「いつもそれくらい言いたいことを口にすればいいのにねえ。この孫娘は本当に我慢強いというか頑かたくなというか」

「ひとのことを思いやり慮おもんぱかる優しい孫だろう、フローレンス」

「長所と短所は紙かみ一ひと重えってやつですね！」

　ティムに、フォローだかそうではないのかわからないような言葉でオチをつけられて、さらにがっくりと肩を落とした。

「いつまでダンゴ虫のように丸くなっているんだい、シエラ。さっさと立ちな」

　ガサガサと音がしたかと思うと、いつの間にか背後に来ていたのか、フローレンスに遠えん慮りよのない力で肩を叩かれる。

「いっ、痛いです、おばあ様」

「ほら」

「……うっ、な、何」

　頭から張りのある布を掛けられて、慌ててその布を手た繰ぐり寄せた。

「これ……」

　それは、澄すみきった空色をしたドレスだった。光を通す薄うす物ものが幾いく重えにもドレープをつくり、銀ぎん糸しで精せい緻ちな刺し繡しゆうが施ほどこされている。また、乳にゆう白はく色しよくや透明のビーズもたくさん縫ぬい留められ、それは、間近にしなければわからないほど細やかなものだったが、遠くから見ればきっとキラキラとドレスを美しく輝かがやかせるだろう。

「おばあ様？」

「今夜の舞踏会に着ていきな」

「……」

「綺麗なドレスだね。シエラにきっとよく似合う」

　立って、とキースに手を差し伸べられ、束つかの間まためらったが、素直にその手を取った。

「ちょっと当ててみてくださいよぉ、シエラ嬢！」

「え、ええ」

　おずおずと輝く空色のドレスを身体に合わせてみると、ぴったりだった。

「あの、おばあ様、ありがとうございます。……でもこれ」

　形はとても好みだ。ふっくら膨ふくらんだ袖そでは短めだが肩を柔らかく覆おおい隠している。ハイウエストで、スカート部分の広がりはふわっとしているが大げさではない。色合いは言わずもがな、シエラが一番好きな空色だ。

　軽い素材で、とても高価であることがうかがえる。そしてドレスを飾る何千ものビーズが、宝石にも等しい価値を持つ、大変貴重なものだと、間近で見て気がついた。

　自分には贅ぜい沢たくすぎませんか、と言いかけて口ごもる。

「全然派は手でじゃないし、むしろもっとボリューム出した方がいいって仕し立たて屋やに言ったんだが、『これくらいがシエラお嬢様のお好みですよ』と断言されたんだよ。これ以上地じ味みにしたら目立たないだろうが」

　出入りのお店に頼んでくれたのだ、道理でサイズもぴったりのはずだ、とシエラはじっとドレスを見下ろす。

「今夜の舞踏会は乗客全員が参加する。ブラックフォード家のもんだってことを自覚して、こういう時にはちゃんとしたものを着るんだよ」

「……はい」

「じゃあ僕はシエラに合わせて、白の盛せい装そうをしようかな」

「じゃあ僕は殿でん下かに被かぶらないように黒にしますね。フローレンス氏、お揃いです！」

　楽しげなふたりに、シエラはちょっと苦笑して、だが祖母に向け、改めて礼の言葉を告げたのだった。
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　大ホールに次ぐ広さを持つ多目的ホールは、曇くもりのない鏡かがみのように美しく滑なめらかに磨みがかれたシンプルな石張りで、天てん井じよう画がはクラウザー王国の雄大な自然が、圧倒的な筆ひつ致ちで描かれている。さらに巨大シャンデリアがいくつも下がっており、床にキラキラとした光を撒まき散ちらしていた。

　ホール上手には舞台が据えられており、芝居や演奏会も上演できる。今夜は楽団がそこで軽かろやかな音楽を奏かなでている。

　シエラたちが開始時間の少し前にやってきた時、ホールは盛装をした男女でひしめいていた。すでに乗客の九割方は、会場に来ているようだ。

　だが豪ごう奢しやな装いをした男女の中にあっても、フローレンスとキースの存在感ときたら、まったく目を瞠みはるものがあった。

　四人が足を踏み入れた途端に、ざわめいていた会場内に静せい寂じやくが下りた。

　沈ちん黙もく、だがすぐに消え、続いて痛いくらいの視線と囁ささやきがまとわりつくように四人を追ってくる。

　フローレンスとキースは慣れたもので、そんな視線など気にもしていない。ティムは逆に楽しんでいる。シエラといえば、人並みの感性を持ち合わせた普通の人間──と思っている──だから、何度こういう場面に遭そう遇ぐうしても、無視することができない。それでもブラックフォード家の者として、キースのパートナーとして、姿勢を正さなければと、ひとつ、覚悟の息をついた。

　刻限になった。人々の会話を邪魔しない音量だった演奏が大きくなった。

「シエラ、おいで」

　総そうレースの手袋越しに手を取られ、会場の中央までエスコートされる。

　そっと見上げたキースは、先刻言った通り、純白の装よそおいをしていた。徽き章しようや襟えり、袖の縁ふちには金きん糸しを使い、華やかな服は、華やかなキースをより美しく見せている。

　キースがシエラの手を取って歩きだした途端に向けられる鋭い視線は感じなかったことにして、真っ直ぐに背筋を伸ばした。キースはシエラの緊張を感じ取ったのだろう、握った手に、軽く力を込めてきた。

「キース様？」

「せっかくだから楽しもう、シエラ」

「難むずかしいです」

「そう？　僕は楽しいよ。それにシエラと踊れて嬉うれしい」

「……」

　まったくこのタラシ王子は、子どものように無邪気な笑顔を向けてくるからたちが悪い。本当に子どもだったなら微笑ましいが、彼は計算ずくというか、わかってやっているから曲くせ者ものなのだ。

　それでも、嬉しい、と言われれば、シエラの心だってふわっと浮き立つ。手袋を隔へだてているけれど、キースの掌の熱を、ふいに感じたような気がした。だが、

「すごいですねえ、令れい嬢じようたちの視線、痛いくらいです」

　せっかく束の間忘れていたのに、隣となりに並んだ、フローレンスの手を取ったティムが、いひひと笑いながらそっと囁いてくる。

「やっぱりシエラ嬢にお願いしてよかったですね、殿下。ほかの令嬢じゃあ、自分が自分もってえらい騒ぎになっちゃったでしょうし、その点シエラ嬢でしたら文句を言える人はいないですもんね」

　その言葉に、シエラはキースが自分をパートナーに選んだ理由を悟さとる。

　ヴァネッサ号のオーナーであるフローレンス･ブラックフォードの孫娘に、表立ってケンカを吹っかけてくる人間は、そうはいない。無用な諍いさかいを避けるために、キースはパートナーをシエラにせざるを得なかったのだろう。

　大好きな空色のドレスを着て、キースに手を引かれ、ちょっとだけ高こう揚ようし膨らんだ気持ちが、瞬く間にしぼんでいってしまう。だがそれを面おもてに出すことはない。

　シエラはキースにも、フローレンスにも、もちろん周りのあまたの男女にも悟られないよう、少し前とまったく表情を変えなかった。

　キースにリードされ、身体がふわりと回る。明るく速いテンポの曲に合わせ、軽かろやかにステップを踏んで踊る。次第に、さらに曲が速くなっていき、ターンの回数もそれに準じゆんじて増していく。

　少しだけ足先が乱れたのを、シエラより先に察さつしたキースが、優しく引き寄せてきた。

　ふっ、と耳元で笑う声が聞こえて、不思議に思ったシエラはキースを見上げた。

「どうかされましたか？」

「いや、シエラに怒られた二度目の時のことを思い出した」

「……、今、思い出さずともいいことかと」

「だって状況が少し似にてるよ」

　似ているといえばそうだが……、と口ごもる。

　キースの十八歳の誕生日を祝うパーティが催された時のことだ。

　パートナーになってほしいと言われ、その時シエラは、ちょうど自分は両親の本当の子どもではないことを知ったばかりだった。自分の出しゆつ自じに対して、今以上に迷い混乱していたのだ。だからキースからパートナーになってほしいと請こわれても、素直にうなずけなかった。

『そのような大役、わたしには務つとまりません』

　そう言って固こ辞じしたため、結局キースは、彼より六歳年上のシエラの姉──男装をしたままのファニスタ──をパートナーにして、最初のダンスを乗り切ったのだ。

　シエラはその時、会場にはいなかった。外庭に出てぼんやりしているところにキースがやってきて、そしていつもとは違う強引さで腕を取ると、彼はそこでシエラを相手に踊りはじめた。

『キ、キース様……!?』

『誰も見ていないところだったら構わないだろう？』

『キース様、主役が会場を空あけるのは感心しませ……あ、もしかして、お酒を飲まれていますか？』

『うん、飲んでいる。というか、飲まされた』

『ええ!?』

　クラウザー王国において成人は十八歳だ。その年になれば酒も飲める。だからキースが酒を飲んでも、誰だれに咎とがめられるわけでもない。

　灯あかりが乏とぼしい庭だからちゃんと見えないが、きっとキースの頰は赤くなっているのだろう。そういえば口調もいつもより少し速い。握られた手が熱い。それに──距離が、あり得ないほど近い。確実に酔っていた。

　顔を微妙に避けているシエラの耳元に、キースの息が触れて、さわさわと背筋に熱いのか冷たいのかわからない気配が漂う。

　キースがいつもと違う。

　そう思うだけで、十四歳のシエラは激しく動揺した。

　それでも、相手は王子だ。粗そ相そうをしてはいけないと、自分からは動かずにいるシエラこそを、苛いら立だたしく思ったのか、いきなり握る手に危うい力が込められた。

　ハッと顔を上げた次の瞬間、目を伏せたキースの面おもてが近づいてきて……。

「その時庭の噴水に突き落とされたんだった」

　回想を囁かれ、シエラは小さく首を竦すくめる。

　それは事実だが、シエラにだって言い分はある。いきなり、息を感じるほど近づいてこられたら、誰だってびっくりするだろう。けれど、自分を律りつせなかったのは確かに申し訳なかった。

　何度も謝あやまったが、キースはきっとずっと忘れてはくれないのだろう。シエラだって忘れたくとも忘れられない。

「シエラ、あの夜のことを僕は後悔している」

「……え？」

　後悔、という言葉の響きが不ふ穏おんに思えて、シエラはそっとキースを仰あおぎ見た。

　──それは、どういう……？

　問おうとして、だが声にならない。それでも、視線は物問いたげに見えたのだろう、キースの方が、唇を開いた。

　その時──。

　突然辺りが真っ暗になり、次いでガクン、とヴァネッサ号が揺れた。

　あちこちで悲鳴があがる。シエラもまたよろめいて、キースの胸元に頰を押しつけてしまった。

　灯りはすぐにつき、シエラはキースに謝りながら慌てて身を離したが、また二度、三度と揺れが来る。

　これは単なる揺れではないと悟るなり、シエラはサッと顔を引きしめた。

　近くで踊っていたフローレンスの目と目が合う。そしてほとんど同時に動きだした。

　ざわめく人々の間を縫って、足早に歩く。

「おまえは機関室を見てきておくれ」

「はい」

　フローレンス自身は操縦室に向かうのだろう。口にせずとも互いの気持ちを察したふたりは、それぞれ異常を発したと思おぼしきどちらかへと向かった。

　ホールから出た途端に、シエラは走りだした。高いヒールを履はいているというのに、祖母も負けていない。そんな祖母に、すごいわ、と畏い敬けいの念を抱く。

「シエラ、脚速いなあ」

　突然隣に並んだキースにぎょっとしたが、とにかくまずは機関室に行かなければと、ドレスの裾をつまみながら、階段を駆け下りた。

「キース様、ティムさんは」

「フローレンスの方に行かせた」

「……、あの、では、危ないこともあるかもしれませんので、できましたらお部屋にて待機していていただけたら……」

「危ないかもしれないところに君が行こうとしているのに？」

「わたしは、ブラックフォード家の者ですから」

「こういうのは乗務員が確認すべきことだと思うけどな」

「そ、それは、確かにそうなのですが」

「そう言っても、シエラもフローレンスも、自分の目で確かめずにはいられないんだろう？」

　だから黙ってついていくのくらい許しなさい、とぽん、とごく軽く頭に触れられる。

「それに、シエラは僕が頼たよりないただのボンクラ王子だと思っているかもしれないけれど、一応しょっちゅう国の外に出ているからね。あのティムとふたりでさ」

「あのっ、頼りない、などとは思っておりません。ましてボ、ボンクラなどと……！　ただキース様が自ら危き地ちに飛び込んでいかれるのはおやめになるべきだ、と」

「それを言ったら君だってそうでしょうが」

　冷静に生まれを考えれば、命が平等であると、シエラから言うわけにはいかない。一国の王子の命が蔑ないがしろにされていいはずがない。

　それでも、上に立つ高貴な方がそういう考えでいてくれているのはありがたいと思う。

　走る間にも、ソラフネは何度も揺れた。そのたびにぐらつきながら、それでも階かい下かへと向かう。

　ようやく辿たどり着いた機関室の扉を、勢いよく開けた。

　日中シエラが長話をした年配の機関士と、屈強な体たい軀くをしたふたりの男の姿はなく、別の機関士がふたりいた。

「あの、何かあったのですか」

「いや、わからないのです。先ほどから砂の動きが活発になったかと思うと、突然ゆっくりになり……ですが今はいつも通りです」

　機関士たちも、女神を模したポットを凝視しながら、しきりと首を捻ひねっている。

　シエラも背後からポットを覗く。先刻見たのと、まったく変わらない動きだ。

「動きが正常に戻ったのはいつ頃ですか？」

「本当につい先ほどです。あなた方が扉を開ける、ほんの少し前です」

「揺れが収おさまったのもその頃だったな」

「……そうですね」

　しばらくキースも共に見続けたが、やはり異常はなかったため、ふたりは機関室をあとにした。

「ということは、操縦室の方でトラブルが起きたということかな。あるいはもっと別の原因があったとか」

「では、そちらに行ってみます」

「僕も行くよ」

「……は、い」

　再び急ぎ階段を上る。

「それにしても、考えれば考えるほど、ソラフネは不思議だね。どうやって浮かんでいるのか、エアリアは何でできているのか、なぜソラフネを飛ばすことができるのか」

「そうですね。わたしもそう思います」

　ソラフネはエアリアで飛ぶもの。

　それはシエラが生まれる前からの『常識』であった。もちろんキースのように、「なぜ飛ぶのか」と疑問を抱く者はたくさんいただろうし、空の守り砂を徹底的に調べた者だっていたはずだ。

　シエラも、実は一度ポットに入ったエアリアを取り出してみたことがある。だがただの砂と変わらない感触で、水に入れても火で炙あぶってみても、なんの変化も起こさない。違っているのは光の当たり加減によって様々な色に見えるという、見た目の特徴だけだった。そして人が手を加えたエアリアは、再び空遊船に設置しても、二度とソラフネを浮かせることはなかったのだった。

　希き少しような空の守り砂を率そつ先せんしてダメにする者はそうはいない。結果として調査をしても、空遊船を一機ただの物体にするだけで、エアリアの秘ひ密みつが明かされることはなかった。

「シエラは知っている？　『空の稀まれ人ひと』のこと」

「あ、おばあ様の……」

　うん、とキースはうなずいた。

「フローレンスの初恋の人が空の稀人だなんてね。あの一族、生き残っていたんだ」

『あの一族』という言い方に引っ掛かりを覚えたシエラは、思わずキースを見上げる。

　気づいたキースが、どこか伏し目がちに微笑んだ。

　それはあまり見ない種類の笑みで、シエラは二度瞬まばたきをしたが、彼の表情が変わることはなかった。

「空の稀人ってね、クラウザー王家がこの地を治おさめる前の王族だったそうだよ」

「え」

　かつてこの地にいた一族というのは書物を読んで知っていたが、まさか王族だったとは、と思わず足が止まる。だがすぐに我に返ると、再び三階にある操縦室に向けて階段を上がった。

「書物からの知識でしかないけどね。当時のご先せん祖ぞ様は、空の稀人を歴史の闇やみに封じ込めようとしていたんだろうな。記録からはちょっとした悪意を感じた」

　国の支配者が代わる時にはよくあることなのだろう。だがそれを、王族たるキースがシエラに話すことが驚きだった。

　驚きよう愕がくが、面に出てしまったのかもしれない。キースは苦笑を漏らした。

「フローレンスの話を聞いたあとだし、正直に言っておいた方がいいと思ったんだよ」

「……キース様」

　キースはシエラと走りながら、微かに目を伏せた。

「空の稀人は生き残っていた。そしてフローレンスに会った。だから君は」

　先を急いでいるのと、最後の方のキースの声がいつもより低く小さなものだったから、シエラはその言葉を拾い損ねた。

　キースはいきなり足を止めた。シエラもそれに倣ならい、どうしたのかとキースを見上げた。

「シエラ」

「……はい、……はっ!?」

　キースから言葉はなかった。その代わり、強い力で抱き寄せられてしまう。

「キ、キース様!?」

「たとえ君が──であっても、それでも僕は君を……」

　耳元で囁かれる声は低く掠れているし、突然の抱ほう擁ように気が動転して、動悸がひどく乱れるものだから、途切れ途切れにしか聞こえない。

　そして同時に、いつもと様子の異なるキースに、不安が胸に迫ってくる。

「キー、ス様、あの、……お、お離し、くださ……」

　消え入りそうな声でそう懇こん願がんすると、ようやくキースの腕がゆっくりと解ほどかれる。安堵した途端、またぎゅっと抱きしめられて、シエラの全身が硬く強こわ張ばった。すぐに解放されたが、目元がじんじん熱を持って、意図せず涙が溢あふれそうになった。

「……キース様」

「ごめんね。シエラ」

「謝られるのでしたら、さ、最初からなさらないで……」

「謝ってでもしたかったから、ごめん、だよ」

「う……」

　行こう、と手を握られ、引っ張られる。指と指をがっちり組んだ形で握られているから振りほどくことができない。

　──どうして、いきなり……？

　そもそもそんな話の流れではなかったはずなのに、どうして？

　混乱して、理性的に物事を考えることができない。

　手を繫いだまま三階へと至る踊り場までやってくると、そこには盛装姿の客数人が、右う往おう左さ往おうしていた。彼らをすり抜けるようにして上の階に到着する。

　階段を下りたり上ったりしたため、シエラの息は乱れていたが、それでも走り続けた。操縦室は前方奥にある。長い廊下に乗務員たちもいたが、彼らも事情がわかっていないようだ。キースはぴったり閉まった操縦室の重い扉を押し開けた。

　機長と以前も操縦桿を握っていた若い操縦士、その補ほ佐さ、そしてフローレンスとティムの五人がいたが、どこかおかしな空気が漂ただよっていた。

「何かあったのかい？」

　キースの問いに答える者はいなかった。王子は己の護ご衛えいに視線を向ける。するとティムは、珍しく眉み間けんにしわを寄せた。

「あのですねえ、操縦桿に埋め込まれていた『空の守り砂』が盗まれちゃったそうです」

「エアリアが？」

「舞踏会会場、少しだけ暗くら闇やみになったでしょう？　ほんのちょっとでしたが、操縦室はさらにもう少し長い時間、暗かったそうです。外も、まあ夜だから真っ暗で、全然見えない状態の時に『空の守り砂』を奪われたそうで」

「揺れたのはそれが原因か。じゃあ揺れが収まったのは、エアリアを再設置したから？」

「あたしが予備を持っていたからね」

　のんびりとそう返事をしたのはフローレンスだった。

「予備」

「ああ、備えあれば憂うれいなしってことだ」

「誰の仕し業わざかまだわかっていない？」

　キースは、機長と若い操縦士、補佐へと、順に視線を向ける。

　いずれも同時に首を横に振った。

　どうするのだろう。大々的に犯人捜しをするのか、それとも──。

「とりあえずこのことは保ほ留りゆう、他言無用だ。乗客をむやみに疑うわけにもいかない。トラブルを表に出すんじゃないよ」

　フローレンスの命に、機長は微かに眉まゆをしかめるが、それも仕方がないと思ったのだろう、頭を下げた。

「シエラ、部屋に戻るよ」

「あ、はい」

「空を飛んでいるソラフネからエアリアを奪うなんて、自殺行為としか言いようがない。犯人は何を考えていたんだろう」

　キースは歩きながら腕を組んで難しげに顔をしかめている。

「本当に自殺志願者か、あるいはそうまでしてもエアリアが欲しかったのか、もしくは空の守り砂を操縦桿から抜き取ったらソラフネが飛ばなくなることを知らなかったか」

「どれも僕だったら絶対しないですけどねえ」

「やりそうな輩やからの心当たりがありすぎるっていうのも問題だねえ」

　はは、と笑う祖母へ、笑い事じゃありません、とシエラは顔をしかめた。

　階段で一階上の部屋へと向かう。途中、フローレンスはキースとティムを呼んだ。

「少し酒に付き合いな」

「おばあ様、お酒はおやめくださいと申したはずです」

　医師からも控えるようにと言われているのに、祖母はまったく気にしないのだ。

「お茶にしましょう。わたし、美味しいお茶を淹いれますから」

　シエラは手にした鍵を鍵穴に挿さし込んだ。だが手応えがない。

「……え？」

　まさか閉め忘れたのかしら、とひやりとしながら、シエラは鍵を抜き、丸い形をした可愛いドアノブを捻ひねる。

　──開いた。

　自分が鍵をかけ忘れたことにドキドキしながら、扉を引き開けた途端に、シエラは喉のど奥おくで小さな声をあげた。

「シエラ？」

　全身を強張らせるシエラの腕を強い力で握って引き寄せ、フローレンスもまた扉の向こう側に視線を向けた。

　スゥ、とフローレンスの纏まとう空気が冷えたような、気がした。

　シエラたちの部屋の中は、大変な有あり様さまだった。ソファや卓は床に転がされ、キッチンに置かれていた茶缶は、すべてぶちまけられていた。さらに整理していた衣服も床に投げ出され、トランクも開けられた状態だった。

「……なんだこれは」

「ひどい」
















　キースとティムも、部屋の惨さん状じようを見て顔をしかめている。

「おばあ、……様」

　思わずフローレンスの腕に、ぎゅっとしがみつく。身体中に震ふるえが走る。フローレンスはその手を握り返してくれたが、シエラは震えを止めることができなかった。
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　部屋に賊ぞくが侵しん入にゆうしたというのに、フローレンスは今の段階では誰にも話すな、とシエラたちに告つげた。そしてなくなっているものはないか、シエラに調べるように言う。

　ヴァネッサ号の乗じよう務む員いんに報告しないわけにはいかない。もし別の乗客にも被ひ害がいが出たらどうするのだ、とシエラは言ったのだが、フローレンスはまるで犯人の正体がわかっているかのように、「ほかの部屋に賊は入らない」と断言した。

　驚おどろいたことに、室内からなくなったものはひとつもなかった。

　部屋にはある程度の額の金きん貨か銀貨や装そう身しん具ぐが置いてあったというのに、それらには手をつけられていない。

「……どういうこと？」

「もしかして、エアリアが目当てだったってことはないでしょうかねえ？」

　ティムがふいにひらめいた、と目を輝かがやかせた。

「賊は、乗客ほとんど全員が舞踏会に参加するのをいいことに、まずこの部屋に侵入して、エアリアを探した。ところがどこを探しても見つからない！」

　ティムはまるで芝居をするように仰ぎよう々ぎようしく身ぶり手ぶりを加えて話しだす。

「賊はどうしてもエアリアが欲しい。だがあるだろうと思ったこの部屋にはなかった。ではどうする？　機き関かん室しつか操そう縦じゆう室しつの空の守り砂しかない。仕方がない、そちらを盗むことにしよう───ッ！　……って考えたらつじつま合いませんかねえ？」

　シエラたち三人は、ポカンとティムの推理を聞いていたが、どうにもピンとこない。

「あの、おばあ様がエアリアをお持ちだと、どうして賊は思ったのでしょう？　普通持ち込むものではないと思われるのではないでしょうか」

「鋭いシエラ嬢じよう！　つまり相手はエアリアをよく知らない人物。即すなわち我が国の人間ではなく、他国の人間なのではないか！　それだったら操そう縦じゆう桿かんに埋うめ込まれた空の守り砂を奪うなんて乱暴なことをした理由にもなりませんか？」

「なるかもしれないけど、他国の来らい賓ひんだったら盗む前にまずフローレンス、もしくは王家に交こう渉しようするだろう。盗んだことがわかったら、その国とはもう絶対に取引しないことになるし」

　冷静にキースにそう返されて、ティムは、むむ、と唇くちびるを引き結んだ。

「確かにそうですね」

「荷に物もつの整理とお掃そう除じ、終わりました」

　床にばらまかれていた茶葉は、もったいないがもう使えない。すべて処しよ分ぶんし終えたシエラは、ため息をついた。

「じゃあ移動するか」

「……どこにですか？」

「王子の部屋さ」

「え」

「あたしは構わないが、おまえ、ここで寝られるのかい？　相手は合あい鍵かぎを持っているんだよ」

「わ、わたし、鍵をかけ忘れたのかと……」

「ちゃんと見ていたさ。おまえは出る時鍵をかけていた」

　きちんとかけていたと言われシエラはホッとしたが、すぐに祖そ母ぼの言うとおり、この部屋に侵入した賊は、鍵を開けられるのだと気づいた。

　ぞっと背せ筋すじが震えて、小さく身み震ぶるいをする。

「確かに部屋は三間あるからこちらは構わないけれど、……シエラはいいの？」

「……ぇ？」

　キースに問われ、フローレンスが言わんとしている──キースと同一の部屋で眠る──ことに、遅まきながら気づいて、シエラは咄とつ嗟さに無理ですと首を振りそうになった。だがそれをすんでのところで堪こらえる。

　正体不明の賊が入ってくるかもしれない部屋と、王子がいる部屋。どちらで休むか秤はかりにかける。自分だけならば、もっと別の手段を取っただろう。

　例えば乗務員に事の次し第だいを告げ、別室を用意してもらう。

　だがその手は使えないし、祖母の身も心配だ。今日はいろいろあったから、早く休んでもらいたい。

　決断はすぐにできた。

「キース様、ご迷惑をお掛かけいたしますが、お世話になります」

「あ、うん。シエラがいいなら、いい」

　……なんだろう。なんだか急に恥はずかしくなってきた。

　同時に、先刻抱きしめられた腕の強さまで思い出してしまって、今、目の前に誰もいなければ顔を覆おおって座り込みたくなるくらいだった。

　頰ほおが熱くなってくる。どうか赤くなっていませんようにと願いながら、当座の荷物をまとめた。その荷物の中に、唯一無事だった、祖母が愛あい飲いんしている劇げき的てきに不ま味ずいお茶の缶も入れる。

　わずかな荷物を手に、今度はキース王子の貴賓室に向かったのだった。







　──どうしてこんなことに……。

　エアリアを奪われた件、部屋に侵入された件と、立て続けに事件が起こったのだから、本来であればそちらに気持ちを傾けなければならないというのに、キースの部屋で一いつ時ときお世話になることが決まってからずっと、シエラは落ち着けずにいた。

　いくら祖母とティムもいて、まったく同じ部屋ではなくきちんと仕切られているとはいえ、それでもキースが壁一枚隔へだてた部屋で休んでいるのだと思うと、胸が騒さわいで仕方がない。

　キースは寝しん室しつをシエラとフローレンスに譲ってくれた。自分はティムが使う一番小さな間で一緒に休むのだという。

　申し訳ない気持ちでいっぱいだが、祖母にはゆっくりと休んでもらいたい。寝台は大きく、祖母とふたり横になっても、まったく支し障しようはなかった。

　せっかく部屋を使わせてもらっているのに、眠気は訪れない。控ひかえめに寝返りを打ち、だがやはり眠れそうもない、と細い息をついたシエラは、祖母を起こさないよう、そぉっと寝台を出た。

　ダイニングに行き、静かにお茶を淹いれる。天てん井じようの灯あかりはつけない。キッチン内だけをほんのり照らす手元用の灯りのみをつけて、シエラは壁に凭もたれかかった。

　本当は早く休みたかったが、このままではきっと眠れないだろう。

　その時、本当に小さな音だが、内うち扉とびらではなく、外の廊ろう下かへと続く扉の鍵が開く音が聞こえ、シエラはぎくりと肩を震ふるわせた。

　──だ、誰……？

　つい先刻、何も盗とられなかったとはいえ、部屋に賊が入ったのだ。シエラが警けい戒かいして身構えるのと、部屋に入ってきた人物がこの部屋の主あるじ──キースであることに気づくのは、ほとんど同時だった。

「……キース様？」

「シエラ。もしかして、眠れなかった？」

　乏とぼしい灯りの中、キースはいつもの笑顔でシエラに近づいてくる。だが、

　──……いつもとは、違う？

「はい。キース様もお茶をいかがですか？」

「うん、もらう。こっちちょうだい」

「え？」

　キースはカップを、シエラの手ごと包み込んで、そのままお茶を飲んだ。

　ドキッとして、指先が痙けい攣れんしたかのように震える。

「キ、キース様、お行ぎよう儀ぎが悪いです……！」

「ちょっと喉のどが渇かわいていたからさ。ありがとう」

　そう言ってにっこり。

　この必殺の笑顔を見せればなんとかなると思われているところが悔くやしい。

「どちらへ行っていらしたのですか？」

「うん」

　だがキースは、うなずいたきり、言葉を続けようとしない。シエラが待って、待って、だがやはり口を開かないキースを、問とう声で呼んだ。

「……あとでフローレンスに怒られるだろうけど、まあ仕方がない」

「おばあ様に、キース様が、ですか？」

　いったいどういう意味だろう。いい予感がまったくしない。

　少し身構えて待つと、キースはため息をひとつついたあとで、ようやく話しはじめた。

「ソラフネが揺ゆれて、僕たちは機関室に、フローレンスとティムは操縦室に行っただろう？」

「はい」

「機関室に行くまでは、こちらは、揺れはしたが灯りは消えなかった。だけど、三階だけはずっと暗かったそうだ。ティムからの報告」

「……」

「それで、手探りで操縦室に向かう途中、フローレンスは何者かに襲おそわれた」

「……、……ぇ？」

「ティムが応戦し、賊は逃げたために相手の正体はわからないんだが、この件は機き長ちように伝えておいた方がいいだろうと判断し、今行ってきた」

　ついでにふたりの部屋の鍵も新しいものに換かえるよう頼んできたよ、とキースは言う。

　最初の衝撃は消え、シエラは漸ようようキースに手間を取らせてしまった詫わびと礼を告げる。そしてキッチンの壁伝いにある、隣となりへと続く寝室の扉をじっと見み据すえた。

　フローレンスはきっと、シエラに言えば心配するだろうと思って、襲しゆう撃げきの事実を口にしなかったのだろう。そもそもフローレンスは秘密主義というか、自分で大たい概がいのことを解決しようとして、家族にだって話さないことが多い。

「機長には客や乗務員の一部には伏ふせてもらいつつ、犯人捜しを依頼した」

「ありがとうございます。何から何まで」

　キースは首を振り、そして、ねえ、とシエラを覗のぞき込んできた。

「はい？」

「それで、シエラに手伝ってもらおうと思っているんだけど、いいかな」

『手伝い』と聞いて、にわかに嫌いやな予感を覚える。だが相手は王子、内容を聞く前から嫌ですとは言えない。恐おそる恐る、なんでしょう、と問うと、

「僕たちもフローレンスを襲い、部屋を荒らした犯人を捜そう」

「……はい？」

「機長にばかり頼たよっているわけにはいかない。賊は僕たちの手で捕まえるんだ」

　──ちょ、どうしてそんなに目をキラキラさせているの？

　薄明かりの中でもわかるくらい、キースの表情は生き生きとして見えた。

「あ、あの、ですが、おばあ様をおひとりにはしておけませんし……」

「ティムに護ご衛えいを頼むよ」

「いえ、それではキース様が……」

「ソラフネ内に、僕の命を狙うような輩やからは調べたところそんなにいないから大丈夫」

「『そんなに』ってなんですか！」

「とりあえず怪しいのは、やっぱりライバルのミルズ家かなあ。きっと喉から手が出るほどエアリアを欲ほつしているだろうし。あとはプロバート家もどうかな。あそこのやり方はかなり強引だし、商売人としてはエアリアや空くう遊ゆう船せん販売にぜひとも一枚嚙かみたいだろう。たしか以前フローレンスに、けんもほろろにはねつけられたと聞いている。憎にくんでいても、まあおかしくない」

　キースは腕を組みながら、つらつらと考えを口にする。

「あとはサハリア王国の来らい賓ひん。あの国との交こう易えきが盛んだから、以前から空遊船を欲しがっていた。父上は技術の流出を嫌っていて、今のところ輸出する気はないから焦じれているのかもしれない。……全員昨日きのうフローレンスとゲームをしていた面々だね」

　フローレンスは明確な意い図とを持って、彼らをゲームに誘ったに違いない。

　──おばあ様、何をお考えなの？

「シエラ、君を助手に任命するから、僕についておいで」

　まったくもって少年のようなお方だ、と呆あきれつつも、立て続けに起きた事件に沈しずみそうになる心を、キースの明るさが掬すくい上げてくれる。

　──こういうところが、本当に……。

　シエラは敵かなわないと思うのだ。

「具体的に、何をなさるのですか？」

　苦笑交じりに、だが視線は真ま面じ目めにそう問うと、キースは目を細めて笑った。

「まずは乗客乗務員のアリバイ確認だ。大体の乗客はあの時舞ぶ踏とう会かい場にいたから、それ以外はそうはいない。そこまで手間はかからないはずだ」

「ですが、あの時どなたが会場にいらしていたかは確認しませんと」

　乗客乗務員あわせて、百三十一人だ。

「目にした顔は覚えているよ。楽団員は八人、乗客は僕たちを含めて六十人、乗務員が十人いた。機関室まで走っている間にすれ違った乗客八人、乗務員五人。ほか、居場所が特定しているのは操そう縦じゆう室の機長、操縦士、補佐三人、機関室にふたり」

　滑なめらかな口調でそう言われて、シエラはポカンとした。

　だがすぐに我に返ると、慌あわてて暗あん算ざんをする。

　乗客は八十八人。楽団員や食堂で働く人々も含め乗務員は四十三人。

　つまり乗客六十八人、乗務員二十八人は居場所……アリバイがある、ということだ。

「乗客は残り二十人、乗務員は十五人がどこにいたのかを確認すればいいということだね」

「あ、ですが、おばあ様を襲った輩は会場を出て追いかけてきた、という可能性は？」

「僕が君と合流する前に、乗客は会場で待機と乗務員に伝えておいた。その指示を守っていれば、全員あの場を動いていないはず」

　なんという周しゆう到とうさだ。

「朝になったら行動開始だ。すでに三日間飛んでいるから、そろそろどこかの町に降りると思うんだ。ヴァネッサ号が最初の着陸をする前に全員調べよう」

　シエラは、再度うなずくと、小さく笑みを浮かべた。どうやらキースのやる気にあてられたようだ。シエラもすっかりその気になっている。

「キース様って、本当に」

「ん？」

　──空を照らす日にち輪りんのようなお方だわ。

　行動的で前向きで、たまに戸と惑まどってしまうほど我が道を行く人だけれど、こうして沈んでいきそうな気持ちを引っ張り上げてくれる。

　悩みがあると、延えん々えんと考え込んでしまうシエラは、キースのこういうところに助けられてきた。子どもの頃から、ずっと。

　──だからわたしは……。

　嚙みしめるように、胸の中だけで呟く。秘密の、己おのれの想いを。

「シエラ、今何か言った？」

　顔を覗のぞき込まれて、シエラは慌ててなんでもありませんと首を振った。

　改めて就しゆう寝しんの挨あい拶さつをし、シエラは寝室に、キースはティムの部屋に戻った。

　フローレンスが起きた気配はない。暗がりに目が慣れて、祖母の寝顔が見えた。

　暗がりの中で暴ぼう漢かんに襲われたなんて。それをシエラに伝えなかったのは、心しん配ぱい症しようの孫に、これ以上負担をかけないためだ。

　キースの提案がなければ、きっとシエラはこれまで以上にフローレンスから離れず、どこに行くにもついていって、大たい層そううるさがられたに違いない。けれどキースが言うように、まず犯人を特定しなくては。そうすればフローレンスだって、少しは安心するだろう。

　シエラは祖母を起こさないよう、静かに寝台に身を横たえた。
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　ちょっと驚おどろいた、と言ったら、きっとキースは「今まで僕はシエラにとってどんな存在で、どんな印象を持っていたの」とがっかりしてしまうかもしれない。

　でもそう言いたくなるくらい、『探偵』キースは有能だった。

　まず事件は三つ。

　一つめはヴァネッサ号の灯りを消して、操縦桿のエアリアを奪うばった人物。

　二つめはシエラとフローレンスの部屋を荒らした人物。

　三つめはフローレンスを襲った人物。

　同一人物の仕業とは思えない、とキースは言う。

　一つめと二つめは、もしかしたら同じ賊かもしれないが、エアリアを奪った人物は、フローレンスがやってくることを予想していたかもしれないけれど、絶対に来るとは限らない。暗がりの中、相手がフローレンスであると知り、襲いかかった、というのは若干無理がある。ならば明るい場所でフローレンスの姿をまず確認していた誰かが、操縦室に向かう彼女のあとをつけて、三階の暗がりの中へと向かったところで、襲いかかったのではないか。

　キースはさらさらと推理したことを、シエラに告げた。

　さらに昨夜のうちにアリバイがない相手の名前をピックアップしていた。

　キースは己の身分をフルに活用し、『自分は王族』と傲ごう慢まんさを装よそおって、本人もしくは使用人、周りの者たちにアリバイを訊きいて回ったのだ。

　噓をつく暇も与えないほど、キースの問いは滑らかかつ有う無むを言わせないものだった。

　もちろん最初から怪しいと踏んでいるライバルのミルズ家、商人のプロバート、外国からの来賓たちには、本人ではなく周りに探りを入れ、さらに本人に問う。

　そうやってほとんどの人物を調べ上げた結果、確実なアリバイがあったのは三十五人中、二十八人。残り七人が曖あい昧まいなものだった。

「プロバート家、ミルズ家の方は、皆さんアリバイがありましたね」

「うん、でもミルズ家の使用人は印象としてグレーだったよ」

「あ、確かに」

「会えなかったのは三人か」

「この三人は、機関室を見学させていただいた時に、わたしお会いしたことがあります」

　楽しくソラフネ談議をした年ねん配ぱいの機関士と、屈くつ強きような体たい軀くのふたりだ。

「つかまらなかった三人は後回しとして……シエラ、そろそろ着陸の時間だ」

「あ、そうですね」

　ヴァネッサ号は夕刻、初めて町に着陸する。出発は明日だ。

　乗客たちは今夜、ヴァネッサ号を下りて、町の宿に泊まる。三日ぶりの地上だし、普段あまり行けない標ひよう高こうの高い土地にある町の夜を楽しむだろう。

　シエラたちとしては、このタイミングで乗客がソラフネを下りるのは、証しよう拠こ──エアリア隠いん滅めつの危険があるから少々痛いが仕方がない。

　キースが言ったそのすぐ後で、メロディが流れた。

『空遊船ヴァネッサ号の機長です。これより当空遊船は、デズモンド山のリッチェに到着いたします。到着後ヴァネッサ号は点検のため、乗客の皆様には一度当号をお降りいただくことになります。どうぞご了承のうえ、リッチェの町をお楽しみください』

　機長ダリウスの声が聞こえた。

「リッチェに着陸するのですね……！　お茶の栽さい培ばいで有名な町だわ。おばあ様をお誘いして、いろんなお店を見て回って、美お味いしい茶葉を見つけましょう」

「おや、僕は誘ってくれないのかい？」

「え、ええと、キース様もティムさんもぜひ」

　ほどなくして、ヴァネッサ号は高山の町リッチェに着陸した。







　高山という条件を利用してつくられた茶葉は味がしっかりしていて香りが爽さわやかなものが多い。クラウザー王国民はお茶好きが多く、たくさんの種類が売られている。

　シエラもいろんなお茶を飲んできたが、リッチェの町では初めて聞く銘柄もあって、フローレンスと店を回りながら試し飲いんをさせてもらい、それぞれの好みの茶葉を購入した。

　シエラは、荷を送ることもできるという店から、家族が好みそうなものをチョイスしてブラックフォード家宛あてに発送を頼んだ。

　夕刻から翌朝まで、時間はあると思ったのだが、意外にもギリギリとなってしまい、祖母とヴァネッサ号に戻ったのは、離陸の少し前だった。

　空遊船の乗降口で案内係の乗務員にチェックを受けてから、船内に入る。

　ヴァネッサ号は常に清せい潔けつに保たれているが、点検の際、隅すみ々ずみまで清掃をおこなったのか、洗ったように綺き麗れいになっていた。

　塵ちりひとつ落ちていない廊下を歩きながら、途中別行動を取ったキースとティムはもう戻ってきているのか、まだなのか気にかかって、ちらりと背後を振り返った。

　しばらくすると、機長の案内アナウンスのあとで、ヴァネッサ号が再び空を飛ぶ。

「シエラ、フローレンス」

　大ホールでフローレンスとふたり、空の風景を見て楽しんでいたところに、どこにいたのかキースがやってきた。

「キース様。ティムさんはどちらへ？」

「僕の用事を頼んでいる。そろそろ戻ってくると思うよ」

　と、そう言った声が聞こえたかのようなタイミングで、ティムが走って合流した。

「任務完了でーす」

「ご苦労」

「任務？」

　ティムは、くふっと笑うだけで、なんの『任務』だったのかは言わなかった。だが恐らくは、フローレンスが狙われた事件に関わることだろう、と察さつする。

　シエラが察した通り、ほどなくして乗降口で案内係をしていた乗務員が、名めい簿ぼを手にやってきた。そしてキースと短い会話をする。すぐに乗務員は大ホールをあとにした。

「なんだって？」

　フローレンスの問いに、キースはにっこり笑う。

　大ホールは乗客にも人気で、今も辺りにはたくさんの人がいた。それを憚はばかったのだろうが、逆に周りのざわめきは会話を隠す。

　フローレンスに、言いな、と目で促うながされてキースは肩を竦すくめた。

「乗客で戻ってこなかったのはひとり。ミルズ家の使用人」

「やっぱりでしたねー」

「ミルズ家当主が、先ほどの乗務員に、その使用人はここで降りると告げたそうで、今回のことになんらかの関かん与よがあったかと」

「殿下がミルズの当主に昨夜のアリバイを訊たずねたら、途端に慌あわてていましたもんねえ。あんなにあからさまに反応するなんて、どうぞ疑ってくださいって言っているようなものなのに。あ、なので、逃亡を見越して、ミルズ家当主が引き連れてきた使用人含め八人の人にん相そう風ふう体てい氏名を書いたものを、リッチェの警備隊に渡しておきました」

　ソラフネに乗らなかったことで、きっと今頃当局が動いて使用人に事情を訊いたうえで身み柄がらを確保していると思いますぅ、とティムが滑らかに説明する。

「どの事件に関与したのかはわからないが、引き続きミルズ家の者たちの監視を怠おこたらずにいれば、少しは安心できると思う」

　正直シエラは、キースがここまで抜かりないとは思ってもみなかった。キースのことは信頼しているけれど、初めて──と言ったら、気を悪くしてしまうだろう──彼が頼もしく見え、失礼なことを思ってしまったと、慌てて心の中で謝罪した。

「じゃあ今夜は部屋に戻るよ」

　行こう、とフローレンスは立ち上がると、さっさと歩きだした。

「あ、はい。キース様、ティムさん、失礼いたします。ありがとうございました」

　リッチェの町からヴァネッサ号に戻ると、機長から部屋の新しい鍵を渡された。

　キースが頼んでくれた鍵の交換を、乗客が街に下りている間にすませてくれたのだ。

　キースと距離が近いのは緊張する。だからフローレンスが部屋に戻る決断をしてくれてよかったと安あん堵どするのと同時に、少しだけ寂さびしい気持ちが湧わいてきて、シエラは戸惑った。

　ちら、とキースを振り返ると、にっこり笑って手を振ってくれた。

　頭を下げ、もうずいぶん先に歩いていってしまっているフローレンスを追いかけた。

　二日ぶりの部屋は、出る前に片づけておいたおかげで一見変わっていないと感じられた。だがやはり人が留守にしていた故か、空気が重く思えた。

「おばあ様、お疲れではありませんか？　先ほど手に入れたお茶を飲みましょう」

「いつもの茶の方がいいねえ」

「いつもの、ですか？　わかりました」

　荷物を置くと、すぐに支し度たくを始める。

　見ればフローレンスはいつものソファに座っていた。黒レースの手袋を取って卓たくへ、ヒールの高い赤い靴くつはポンと脱ぎ、脚あしを組んでいる。それもいつもの祖母だ。

　黒い色の茶をカップに注そそぎ、ソファで寛くつろぐフローレンスに差し出した。

　受け取ったフローレンスの指に、違和感を覚える。シエラはすぐにその違和感の正体に気づいた。

「おばあ様、指輪はどうされたのですか」

「ああ、ちょっと外しただけだ。別になくしたわけじゃない」

「そうですか」

　よかった、と胸を撫なで下ろす。

　フローレンスが十五歳の誕生日にシエラに贈おくってくれたバングルとよく似た石だったから、勝手にお揃そろいのようだと内心喜んでいたのだ。バングルは入浴の時以外肌身離さず大切にしている。

「あの指輪は、おばあ様の初恋の君からのプレゼントだったのですか？」

「どうしてそう思うんだい」

「いつも必ず嵌めていらっしゃるので、大事なものだと思ったんです。だから、もしかしたら、と」

　フローレンスは口を噤つぐんだ。だがすぐに、そうだよ、とうなずく。

「おばあ様の初恋の君は、どちらにおいでなのでしょうね」

　どこにいるのかわからないとフローレンスは言っていた。無む謀ぼうな旅だと思ったが、祖母は大方の見当をつけているのではないかと、このヴァネッサ号に乗って、そして初恋の君の話を聞かせてもらってからそう思うようになっていた。

　そもそも、この『目的地を伏ふせたシークレット旅行』は、フローレンス案あんなのだから、ソラフネの巡じゆん航こうルートを知っているのではないか。ならば、目的地＝イコールフローレンスの初恋の君がいる地、とはならないだろうか。

　──もしかしたら、その場所にいらっしゃるかどうかはわからない、ということなのかもしれないけれど……。

　もし、この旅の目的地にいなかったら、フローレンスはどうするのだろう。

　考えなくてもわかる。

　フローレンスは旅を続行するだろう。自らの身体からだが動かなくなるまで、初恋の君をさがし出すまで、決して諦あきらめないのではないか。

　祖母がそんなにまで強く想える相手──。そしてそこまで長い間その人を一いち途ずに想ってきたフローレンスに対し、憧あこがれにも似た気持ちを抱く。

　──わたしだったら……？

　想い続けることはできるかもしれない。でも、想い続けるだけかもしれない。祖母のように行動には移せないのではないか。

　フローレンスが初恋の君と出会ったのは十八歳の時。シエラは来年その年になる。十七歳のフローレンスはどんな少女だったのだろう。今のように、なんでも自分で決めて、思ったことは行動に移していたのだろうか？

　シエラはまだまだだ。キースのことだけではなく、『自分は何者なのか』という疑問に、はっきりと答えることができない。生まれが不明だからというだけでなく、シエラ自身の気持ちが定まっていないのだ。

　芯しんが、まだない。

　もし、自分の実の両親がわかって、そしてどういう経けい緯いがあってブラックフォード家の養女となったのかわかれば、少しは『芯』ができるのだろうか。

　何者でもない自分の、ただただふわふわとした頼りなく揺れるばかりの心に根が張り、しっかりと生きていけるのだろうか……？

「おばあ様は──」

　と、そう口にしかけた時、フローレンスが突然カップを落とした。小さく呻うめき、そして胸を押さえて卓上に突つっ伏ぷす。

「おばあ様！」

　悲鳴めいた声で祖母を呼んで走り寄る。ソファから転げ落ちそうになったフローレンスを支えて顔を覗き込むと、苦く悶もんにきつく眉まゆを寄せていた。

「おばあ様、おばあ様──！」

　こんなに苦しそうなフローレンスを見るのは初めてだ。

　どうしよう。

「うろたえる、んじゃないよ」

「おばあ様、あ、ち、ちょっとお待ちください、お薬を……！」

　手元にいつも用意している粉薬をフローレンスに飲ませる。それでもまだ苦しそうで、シエラは医い師しを呼んでこようと立ち上がりかけた。

「医師は必要ない。しばらくすれば、落ち着く」

「ですが」

「うろたえるんじゃない！」

　腹から絞り出すような声で叱しつ責せきされ、シエラはハッと我に返った。すぐにきつく目を閉じたフローレンスの手を強く握りしめる。

「情けない姿を見せるんじゃないよ。おまえはブラックフォード家のもんだろう」

　ぎゅっときつく唇を嚙かむ。

　──おばあ様のフォローをすると、そう決めてヴァネッサ号に乗ったのでしょう、シエラ・ブラックフォード……！

　フローレンスの背をさすっていると、しばらくして呼吸が穏やかになる。落ち着いたのを見計らって、寝室への移動を促うながした。支えながらゆっくり立ち上がると、フローレンスはシエラの腕から身を離し、自らの足だけで歩きだした。

　無理はしてほしくないが、真っ直ぐ立とうとするフローレンスの矜きよう持じを大事にしたい。転ばないよう、もし足をよろめいたら支えられるよう、半歩後ろからついていく。

　寝室に入るなり、フローレンスは黒ドレスを脱ぎ捨てると、倒れ込むようにして寝台に横になった。

　薄うす掛がけをふわりと被せ、目を閉じる祖母をじっと見つめる。

　ずっと調子が悪かったのかもしれない。けれどそれをおくびにも出さず、リッチェの町では精力的に歩いていた。

　──もっとちゃんと見ていなければ。

　祖母がこの旅の末に、初恋の君に会えるように。

「シエラ」

「は、はい。何か欲しいものはありますか？」

「そうじゃない」

　おいで、と手招きをされ、シエラは寝台の横に跪ひざまずいてフローレンスを覗き込む。

「おまえはまだまだ若い。先のことなんて今きっちり決める必要はないんだよ」

「……」

「空を飛びたい、ソラフネを自分の手でつくって、それに乗っていろんなところに行きたい、好きな人と一緒にいたい、想い合いたい、そんなふうにさ、ふわふわ楽しいことややりたいことを考えていりゃいいのさ」

　まさに悩みをそのまま言い当てられたようで、シエラは目を白黒させる。

「失敗しようが傷つこうが、おまえには家族がいるだろう」

「……はい」

　もちろん今までだってブラックフォード家の人たちを頼りにしてきたし、信じてきた。これからだってそうだ。

　うなずいたシエラをじっと見据え、そうしてフローレンスは目を閉じた。

「やっぱり何か食べたいねぇ」

「あ、はい。では、お腹に優しいものを」

「酒」

「いけません」

「じゃあアイス」

「アイス、……ですか？　スープなど温かいものの方がいいのでは」

「アイス」

　口の中をすっきりさせたいのかしらと察したシエラは、わかりました、とうなずいた。

　交換してもらった鍵をしっかりとかけて食堂に向かう。料理人にアイスと果物を頼むと、可か愛わいらしく盛りつけられたデザートをつくってくれた。それを給きゆう仕じ係が籠かごのバッグに入れ、差し出してくる。

　礼を言って、シエラはすぐに食堂を出た。

　ヴァネッサ号が離陸して、まだそれほど経たっていない。皆みな町のレストランよりヴァネッサ号での食事の方が美お味いしいと思ったようで、ひっきりなしに食堂にやってくる。

　乗客が楽しそうなのは喜ばしい。どの客にもいい旅をしてほしい。けれど、もしかしたら、この中に祖母を襲った犯人がいるかもしれないと考えると、複雑な気持ちになる。

　祖母がこれまでしてきた事業は、決して綺麗なことばかりではないだろう。シエラが思う以上に、恨うらまれているのかもしれない。ブラックフォード家だってそうだ。そしてシエラ自身も、顔も名前も知らない相手から、恨まれ、憎まれている可能性だってある。

「お嬢さん、こんにちは」

　ふいにやわらかな口調で声をかけられ、俯うつむき加減で歩いていたシエラは、ハッと顔を上げた。

「機関士さん。……ええと、ジーン・イズワさん、こんにちは」

　会うのは三度目になる、年配の機関士だ。後ろには屈強な体軀のふたりの男もいる。シエラは軽く頭を下げ挨拶した。

「可愛らしいバスケットですね。何が入っているのかな」

「あ、アイスです。祖母が食べたいと」

「おや、食堂ではなく部屋でお召し上がりたいと？　お加減でも悪いのだろうか」

　シエラは二度、瞬まばたきをした。

　──なんだろう、物言いに、何か含ふくみがあったような……。

　それまで彼──ジーン・イズワに対し、悪い印象はなかったのだが、初めて引っ掛かりを覚える。

　そういえば舞踏会のあった夜、彼にはアリバイがなかったのだ。

　ジーンは微かに首を傾げ──そうして今度は手首に視線を注いできた。その先には、バングルが嵌められている。

　シエラはさり気なく手を背後にやり、バングルを隠した。

「お嬢さんには、そのバングルは重くはないですか？」

「……え？」

　重い？

「あの、どういう……」

　意味がわからない。困こん惑わく顔がおを見て、ジーンはおどけたようにひょいと肩を竦めた。

「ソラヒメ、という言葉をご存じですか？」

「……ソラ、ヒメ？」

「空を守しゆ護ごする、すなわちその下に広がる地を守る姫のことですよ」

　知らない。クラウザー王国において、空の守護者は『守護鳥』と呼ばれている『ラシェリェーヌ』だ。姫、なんて聞いたことがない。

「それは、どこかの国に伝わる神話か何かでしょうか？」

「ふ、そうですねえ、神話と言ってしまっていいかもしれませんね」

　それは、神話と言ってもいいくらい昔語られていたこと、という意味だろうか。

「お嬢さんはご自身の出しゆつ自じを知りたくはないですか」

「……！」

　なぜ、どうして、この人が、それを知っている？

　ますます不ふ審しんを覚え、シエラは思わずバングルを逆の手でギュッと摑つかんだ。だがそうしたことで、シエラの頭には、これを贈ってくれた祖母の顔が浮かんだ。

　──おばあ様。

「わたしは、シエラ・ブラックフォードです」

「……」

「ブラックフォード家の一員として、これからも生きていきたいと、そう思っています」

　はっきりと口に出したことで、シエラは己の心を覆っていた霧きりが、パァッと晴れたような気がした。

　そうだ、何を悩んでいたのだろう。

　わたしはあの地で、あの家族と、一族と、ともに暮くらしてきた。たとえわたしの素性がなんであったとしても、あの地で生きてきた十七年間はなくならない。

「おまえは『シエラ・ブラックフォード』。シエラの家は、ブラックフォードだからね」

　旅に出る前、姉のファニスタがシエラにそう言ってくれた。その言葉を、姉の想いを、心で大事に、大切に受け取る。

　ジーンはひととき無言を保った。だがすぐに、そうですか、とうなずいた。

「では、そのバングルが重いと感じたら、迷わず捨てなさい」

　ジーンはさらりとそう言うと、背後にいたふたりの男とともに、シエラの前から去ったのだった。
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　フローレンスの体調は、それから二日を経へても快かい復ふくせずにいた。

　シエラはほとんど部屋を出ることなくフローレンスの介かい護ごに努つとめたが、なかなかよくならない。

　三日目の朝、ヴァネッサ号は二度目の着陸をした。そこは空くう遊ゆう船せんの離着陸場としては国内でもっとも標ひよう高こうの高い町で、首都と比べ物にならないくらい寒さむい。だがそこでしか見ることのできない青い氷こおりが有名で、しかもちょうどヴァネッサ号が降りた日は『氷の祭さい典てん』がおこなわれており、たくさんの氷ひよう像ぞうが町のあちこちに点てん在ざいしている。皆イベントに参加するため、上着を着込んで町に下りていった。

　シエラはフローレンスとともにヴァネッサ号に残った。本来は着陸した時には乗客全員が降りなければならなかったが、外の冷たい風に当たったら、さらに悪化してしまうかもしれない。シエラは機き長ちように事情を話し、そのまま部屋で休むよう手配したのだった。

　キースやティムも残ると言ったが、それは申し訳ないから、どうぞ行ってくださいと促うながした。

「リッチェの町でミルズ家の使用人がどうなったか、こちらに報告が入っているかもしれない。それを確認してくるね」

　キースは、すぐに戻るからと言って、ティムとヴァネッサ号を降りた。

　シエラは穏おだやかな呼吸を繰り返し眠るフローレンスのそばに椅い子すを引っ張ってきて、図書室で借りてきた本を読む。

　乗じよう務む員いん以外いないヴァネッサ号内は静かだった。

　ふと、活字から目を離し、バングルへと視線を落とす。

　──あの方はどうしてあんなことを……。

　体調の思わしくないフローレンスに相談することはできない。キースに話したら、心配させてしまうだろう。だからシエラは、機き関かん士し──ジーン・イズワとのやりとりを誰にも告つげることはなかった。

　自分の出しゆつ自じを知りたくはないか、と訊きかれた。つまり彼はシエラがどこで生まれたのか、実の両親や、なぜブラックフォード家で育てられることになったのか知っているのだ。

　自分はブラックフォード家の者だと自覚し、これからもシエラ・ブラックフォードとして生きていくと決めた。けれど己おのれの背景がどんなものなのか、まったく気にしない、興きよう味みはない、とは言えない。

　それでも彼に問うことはしない。訊くとしたら、フローレンスかシエラを育ててくれた家族に、だ。

「ソラ、ヒメ」

　空姫。

　初めて聞く単語だ。けれど空を、そして飛ぶことをこよなく愛するシエラは、その言葉をとても慕したわしく感じた。

「それをどこで聞いたんだい」

　眠っていると思ったフローレンスが、病びよう床しようの身とは思えないほど、はっきりとした声で問うてくる。

「え、あの、……機関士の方です」

「機関士？　どいつだい」

「えっと、名前はジーン・イズワさんです」

「ジーン・イズワ」

　フローレンスはくっきりと眉み間けんにしわを寄せる。聞き覚えはないようだ。

「おばあ様……？」

　戸と惑まどって首を傾かしげたその時、ふわぁ、と身体が浮かぶ感覚を覚える。

「……え？」

　フローレンスが、ハッと息をのんで起き上がった。

「これは、……離り陸りくしている？」

　シエラはみるみるうちに顔を強こわ張ばらせた。

　ヴァネッサ号が着陸してまだ半日も経たっていない。予定では明みよう朝ちよう出しゆつ立たつの予定だったはずなのに、なぜ離陸をしたのか。

　急にドキドキと胸が速く鼓こ動どうする。

「これは、シークレット旅行の予定に組み込まれたイベントではないですよね……？」

「そんなもんはない。こりゃ異常事態だ」

　異常事態……！

「おばあ様、あ、ちょっと無茶しないでください……！」

　寝台から起きようとするフローレンスを慌あわてて押しとどめたシエラは、こくりと喉のどを鳴らし、扉とびらへと顔を向けた。

　何が起こっているのか確かめてこなければ……。

「おばあ様、わたし、見てきます」

　アクシデントにはあまり強くない。シエラは日々を平へい穏おん無事に暮らすことが一番大事と考えているタイプだ。だが同時に、やらなければならないことに目を瞑つぶってやり過すごすことなんてもっとできない。

　今動けるのは自分しかいないのだから。

　ドキドキしてたまらないけれど、シエラは勢いをつけるように、すっくと立った。

「ここでおまえひとりをやるのは不安だが、あたしが足手まといになる方が嫌いやだから、とりあえず用心して見ておいで」

「はい」

「それと、チャンスがあったら、機関室隣となりにある格かく納のう庫こに行っておいで」

「格納庫、ですか？」

「そこに小型のソラフネを数機積つんでいる。おまえのソラフネもだ。それに乗って逃げな──まあ、抜け目のない賊ぞくだったら、捨てられてしまっているかもしれないが」

「わたしのペップちゃん、積んであるんですか!?」

「乗り心地がよかったからね」

　シエラがつくったソラフネをまさか連れてきてくれているとは、と驚おどろきながら、ん？　と首を傾げる。

「わたし、ひとりで脱出なんてしませんよ」

　フローレンスを置いていけるはずがないではないか。

　するとフローレンスは、にやりと笑った。久しぶりの、フローレンスらしい笑みだ。

「おまえのことだからそう言うと思った。だったらあたしを担かついで連れていっておくれ」

「担いで……。わ、わかりました。尽じん力りよくします」

　ただその場合、シエラの愛するペップには乗っていけない。あれは単身用で、折りたたむために制限荷か重じゆうと引き換えにギリギリまで軽く仕上げたのだから。

　どうぞ捨てられていませんように、と祈いのる。

「よろしく頼むよ。気をつけて行ってきな」

「はい。もし帰ってこなくても、捜しにいらしては駄目ですからね」

　そう言い置いて、シエラはよし、と自らを鼓こ舞ぶするようにうなずく。

　一層心臓がドキドキしてきたが、シエラは意を決し部屋をあとにした。







　そろり、と一歩を踏み出す。

　廊下には誰もいなかった。乗客はもちろんだが、乗務員の姿も見えない。

　──どれくらい人が残っているのかしら……。

　乗務員の人数は、たしか四十三人。だが外に出た者もいるだろう。

　いったい誰がソラフネを動かしているのか？

　何も知らず空遊船内に残っていた乗務員たちは、いきなり離陸したらまず操そう縦じゆう室しつに向かうだろう。

　シエラは三階まで下りてみた。だがやはり、人っ子ひとり見かけない。

　どうしよう、と迷う。

　このまま操縦室に行った方がいいのか、それとも誰か探すか──。もし乗務員が見つかったとしても、善ぜん良りような人物かどうかもわからない。

「うう……怖い」

　部屋を出たはいいが、恐怖が勝まさって、どうしたらいいのか考えがまとまらない。

「と、とりあえずもう少し見て回ろう」

　シエラは三階から一階に向かった。

　大ホールや食堂は、いつもは大いに賑にぎわっている場所だ。けれど大ホールには誰ひとりいなかった。続いて食堂に足を運び、覗のぞき込んだ途と端たん、小さく悲鳴をあげる。

　床にバタバタと倒たおれている乗務員や乗客たちの姿が目に入ったからだ。

　ぞっとして、足が竦すくんだ。だがすぐに駆け寄より、床にひざまずいて恐る恐る呼吸を確認する。いずれもちゃんと息をしていて、安あん堵どのあまり身体からだからどっと力が抜けた。

「あの、大丈夫ですか？　起きてください……！」

　控ひかえめに身を揺ゆするが、まったく起きる気配がない。片かたっ端ぱしから声をかけても、誰ひとり起きない。

　これはきっと、眠り薬を飲まされたに違いない。

　食堂に倒れている人数をきっちり数える。三十人、乗務員ばかりかと思ったが、本来降りているはずの乗客もいた。それも、怪しいと踏ふんでいたミルズ家や商人のプロバート家の人々だったものだから、シエラはより混乱した。

「……ど、どうしよう」

　動悸が速すぎて、胸が痛いほどだった。拳こぶしを痛む胸に押し当てる。もう一方の手も添そえて……その時、手首のバングルに指が触れた。

「……おばあ様」

　そうだ、座り込んでいても、何も変わらない。このままどことも知れぬ場所にソラフネが飛んで行ってしまったらどうする？　なんとかしなければ──なんとかできるのは、自分だけなのだから。

　いま一度覚かく悟ごを決める。

　胸に押し当てた拳が、みっともないくらい震ふるえている。それを、さらにぎゅっときつく握りしめて、シエラは立ち上がった。

　倒れている人々をそのままにしておくのは心苦しいが、シエラはごめんなさい、と謝あやまってから、食堂を足早に去った。

　──うろうろしていては何もわからない。

　危険だが、操縦室に行かなければ。そしてヴァネッサ号をジャックした犯人を突き止めなければ。

　ヴァネッサ号の見取り図は頭に入っている。

　記憶によれば、操縦室の隣は機長室だ。操縦室と機長室の間には、機長がいつも放送をする小さなブースが据すえられている。機長が放送中にも計器類を確認できるようにと、操縦室に入らなくともそのブースから中が覗のぞけるはずだった。

　よし、と気合を込めて、機長室へ、そろそろと足音を忍ばせて向かう。

　──鍵かぎが、開いていますように……。

　扉のノブを、音がしないよう、そぉっと回す。

　開いた。

　お邪じや魔まします、と心の中で呟つぶやいて、細さい心しんの注意を払って扉を開け、中を覗いた。

　誰もいないことを確認すると、素す早ばやく引き、身を滑り込ませる。扉を閉めてから、細く長い息をついた。

　そのままその場に座り込みそうになるのを、漸ようよう堪こらえ、そうして室内の隅すみにあるブースへと歩いたその時、グラリ、とヴァネッサ号が左に傾かたむいた。

「あ……っ」

　想定していなかった揺れに、シエラは足をもつれさせてその場に転んでしまう。

　だが痛みを感じる暇ひまはなかった。右、左と、続けざまに激しい揺れが襲ったのだ。

　機長室の壁に思いきり肩をぶつけてしまい、痛みに声があがりかけ──だがそれを堪えてきつく唇くちびるを嚙かんだ。

　これは操縦が拙つたないからだろうか、それとも……。

　シエラは機長室の小窓から外を覗く。

「吹ふ雪ぶき……」

　ぞっとした。確かに先ほどヴァネッサ号が着陸した町はとても寒く、氷の祭典がおこなわれるほどだった。それを考えれば、大気が冷え込んでいることはすぐに理解できる。問題はこんな気象だというのに飛び立った人物の考えだ。

　シエラは唇を引き結ぶと、操縦室が覗けるブースへと急いだ。その間にもソラフネは右へ左へと揺れ続けている。シエラは這うようにして目的の場所に辿り着いた。

　両手を伸ばしたら四方の壁に当たりそうなほどの小部屋の中に入り、壁に縋すがりながらそっとしゃがむ。そうして操縦室側を、慎しん重ちように覗いた。

「……」

　すぅ、とシエラの双そう眸ぼうが、大きく見開かれた。

「おい、そろそろ代われ」

「いやいや、このまま俺が目的地まで操縦していくさ」

　操縦桿を握っていたのは、これまで何度も見たことのある、薄うす紫むらさき色いろの衣服を着た人物──サハリア人だった。隣には、こちらも何度か顔を合わせたことのある、若い操縦士の姿があった。

　混乱して、目を丸くしたままふたりを凝ぎよう視ししていると、今まで以上にソラフネが左に傾いた。

「きゃあ！」

　その揺れをまともに受けてしまい、再び強く壁に肩をぶつける。

　声は聞こえなかったはずだが、気配を感じたのか、ふたりが凄すさまじい形ぎよう相そうでシエラのいるブースに目を向けてきた

　このブースは食堂の壁と同じく、内側からは見えるが、外からはこちらが見えないつくりになっている。

　逃げなければ……！

　ブースから転がるようにして出たシエラは、機長室を飛び出した。だが廊ろう下かを走る途中で強く腕を取られ、捕まってしまう。

　抵抗しても力では敵かなわず、シエラは操縦室に引っ張り込まれる。

「ブラックフォードのお嬢さん。ひとりでやってくるとは、ずいぶん勇気のある方だ」

「あなた方は何をしているんですか！　こんなことをしてもし事故を起こしたら……」

「事故は起こさない。俺は空を支配する『空の稀まれ人ひと』だからな」

「そ、空の、稀人？」

　そうさ、とシエラを拘こう束そくする男はうなずいた。

「クラウザー王朝以前に、この地を支配していたという王族……」

「よく知っているな」

　空の稀人はこの地と空を支配していた一族、そしてサハリア王国といえば、空遊船を喉のどから手が出るほど欲ほつしている国だ。

「もしかして、操縦桿のエアリアを奪うばったのはあなたたち？」

　その問いに、操縦棹を握るサハリア人がにやり、と笑った。

「エアリアを国に持って帰ればいくらでも金を出す奴らがごろごろいるし、この空遊船で凱旋すれば、サハリアでは英雄になれるだろうな」

　男は、そう得意げに話す。

「では、部屋に侵入したり、おばあ様を襲ったりしたのも、あなたたちなの？」

「そいつはミルズ家の奴らじゃねえの。あいつらの目的も空遊船だが、エアリアだったらブラックフォードに金を積めば手に入る。本当に欲しいのは空遊船のシステムそのもので、その秘密を知りたくて部屋を荒らしたりばばあを脅そうと襲ったりしたんだろ」

　シエラが唇の内側を嚙かみしめた刹せつ那な、ヴァネッサ号の横腹にみぞれ交じりの強烈な風が吹きつけ、激しくソラフネが揺ゆれた。その揺れを受けて、操縦していたサハリアの男は、あろうことか操縦桿から手を離してしまい、壁に激突する。打ち所が悪かったのか、ずるずると床にくずおれ、伸びてしまった。

　シエラを拘束していた空の稀人は、気絶した操縦士の様子を一いち瞥べつし、慌あわてて操縦桿を摑つかんだ。

　──今！

　拘束されていた腕が離れ、シエラはその隙すきに乗じて操縦室からの脱出を試こころみる。グラグラ揺れる床ではとても走れず、だが夢中になって扉へと走った。

「待て！」

　腕が伸びてくる。すんでのところでそれを避けて、よろめきながら進む。だが扉まであともう少しというところで、後ろから突き飛ばされ床に転がってしまう。

「……ッ！」

　支える者がいないため、操縦桿が右に左に揺れる。そのたびにヴァネッサ号はシエラがこれまで経験したことがないほど大きく揺れた。

　立ち上がろうと膝ひざをついたシエラを、男は再び突き飛ばした。うつぶせに倒れたところで、圧のし掛かられてしまう。

「おとなしくしろ！」

　無理やり後ろに捩ねじられた腕は、無茶をしたら折れてしまいそうだった。恐怖に全身が強こわ張ばる。それでも決して諦めたくなくて、夢中になって抵抗した。

「この……！」

　さらに体重をかけられて、気が遠くなった。目の前が真っ暗になって、意識を失いそうになる。

　──ダ、メ。気を失っては、ダメ。

　絶望的に不利なこの状況をひっくり返すことができない。そのまま薄れゆく意識の中で、扉が開く音が聞こえた……気がした。

「あたしの孫娘に何してんだい──ッ!!」

「ぐわっ！」

　低く迫力のある聞き馴な染じみのある声、続いて男のくぐもった叫び声が聞こえた。と同時に、背中に乗っていた重みが消え、シエラは途端に息を吸った。

　咳せき込みながら、涙の浮かんだ双眸で辺りをそろりと見回す。

　視界に入った光景に、シエラはぎょっとして慌てて喉を押さえながら立ち上がった。

「おばあ様、待って、待ってください──！」

　シエラを拘束していた空の稀人を、フローレンスは凶器にもなるであろう細く高いヒールの靴で、ガシガシと容よう赦しやなく蹴りつけている。シエラは祖母を背後から羽は交がい締じめにして止めた。

「止めるんじゃないよ」

「も、もう気絶していますから～～ッ!!」

　頭を抱えて転がっている男は、フローレンスの強烈な攻こう撃げきに伸のびてしまっていた。
















「情けない」

　ふん、と鼻で威い勢せいよく息をつくフローレンスの、あまりの強さに、シエラは呆ぼう然ぜんとした。

　──お、おばあ様、本当に、七十八歳？

「おばあ様、休んでいなくて大丈夫なのですか!?」

「しょうがないじゃないか。寝台から転がり落ちるくらい右に左にグラグラ揺れ通しだし、おまえはいつまで経たっても戻ってこないし。──あああ、サハリアの奴ら、ジャックするならもっとあとにしろってんだよまったく」

　フローレンスは総そうレースの黒ドレスの裾すそを摑つかむと、ビリビリ破りはじめ、紐ひも状にすると、気絶しているふたりの男をそれぞれぐるぐる巻きにする。

「もしかしておばあ様、この男たちの企たくらみをご存じだったんですか」

　あるいは、サハリア人がこんな暴ぼう挙きよに出るかもしれないと予想していたのか？

　目を吊つり上げて追及するが、フローレンスはしれっと無視する。

「この気絶している男は操縦士だったね。身元は確かだと思ったんだが、調べが足りなかったか」

　シエラはさらに口を開きかけたが諦める。そして小さくため息をついた。

「この男、自分は『空の稀人』だと名乗っていました」

「──」

　む、とフローレンスが眉み間けんにしわを寄せたところで、ヴァネッサ号が小刻みに揺れ、それはあっという間に大きなものへと変わる。

　操縦しなければと、シエラは走った。ところが操縦桿までが遠い。吹雪によって、ヴァネッサ号は大海に落ちた木の葉のように揺れるから、立って歩くことができない。シエラは這いながら操縦桿へと向かった。

　十字形の操縦桿は床からシエラの顎あごほどまであり、横の棒は胸元くらいの高さだ。そこを握って身体を引き上げようとしたが、絶え間なく揺れて、まず立つことができない。

「うう……っ、わたし、家に帰ったら、もっともっと鍛きたえます！」

　今そんな決意表明をしても、応こたえてくれる者なんていない。シエラが力を振り絞って立ち上がろうとしたところで、突然ヴァネッサ号が大きく傾かしいだ。

「ああ──っ」

　このままでは壁に激突する──！

　痛みを覚悟して、ぎゅっと目を閉じたシエラだったが、いきなり強い力で腕を摑まれた。

「シエラ！」

「……え」

　声を聞くなり、シエラの胸に安堵が広がる。急いで目を開けると、片方の手で操縦桿を摑み、もう一方の手でシエラの手を取った人物──キースの姿が、そこにあった。

「キース、様……」

「遅くなってごめん」

　こんな時でもキースの輝かがやかしい笑顔は健けん在ざいで、シエラは嬉うれしいやら泣きたいやらで、内心ひどく混乱している。だが、

「フローレンス氏、意外と重いですぅ」

「は？　王子の護ご衛えいが何を言ってるんだい。もっと鍛えな」

　明るいティムといつもと変わらないフローレンスの声が聞こえてきて、慌ててそちらを見ると、フローレンスが壁に激突するのを救ったのだろう、ティムが壁と祖母の間に挟まった状態だった。

「ティムさん、おばあ様！」

「シエラ、操縦を」

「あ、は、はい！」

　とにかくこの吹雪を抜けなければ。

　キースに支えられ、シエラはようやく操縦桿を握った。視界は悪く、ソラフネは右に左にグラグラと揺れている。

　──わたしに、できるだろうか。

　できるだろうか、ではない。しなければ、ヴァネッサ号は墜つい落らくする。

　操縦桿を握る両手に力が入る。掌てのひらに汗が滲にじみ、心臓が強く、速く脈打った。

「シエラ」

　背後にいたキースが、シエラの肩に触ふれてきた。そして励ますように、二度、優しく叩たたく。シエラは思わず振り返った。

　キースからの言葉はない。けれど親しい相手にだけ見せる、唇の端はしを少しだけ上げた笑みが、がんばれ、君ならできる、と言っていた。

　シエラの緊張が、スゥ、と霧む消しようする。

「はい」

　うなずくと、シエラはしっかりと操縦桿を握り直した。だが十字の部分に目をやった時、あっと声をあげる。

「おっ、おばあ様、エアリアがありません──ッ！」

「なんだって？」

　フローレンスはすぐさま床に伸びている『空の稀人』と名乗った男の胸むな倉ぐらを摑み、あちこちまさぐったが、どこにもなかったようだ。

　荒天によるものだけではない。機関室と操縦室を繫つなぐ『空の守り砂』が消失したことで、ここまで揺れているのだ。

　シエラは操縦桿にしがみつくようにして摑んで、できるだけ固定した。キースも背後から手を伸ばし、共に支えてくれるが、操縦桿は重く、なかなか思い通りに動かすことができない。

　ヴァネッサ号は激しく揺れ、シエラは操縦桿に抱きついてようやく立っていられるほどだった。

「おばあ様、ティムさん、こちらに来て摑まってください！」

　フローレンスとティムは床を這ってエアリアを捜している。だが見つからないのか、ひとつ大きなため息をついた。

「シエラ」

「はい!?」

「腕うで輪わをそこに翳かざしてみな」

「腕輪？」

　え、どうして、と思ったのも一瞬のこと、すぐに、ハッと気づく。

「もしかして、このバングル……」

「エアリアさ」

　十五歳の誕生日にプレゼントしてもらった時から、シエラは毎日つけていたこのバングルを、まじまじと見つめる。

　銀の土台に、表部分には光の当たり具合によって様さま々ざまな色を放つ宝石が嵌はめ込まれていると、そう思っていた。

「では、おばあ様の指輪も？」

　フローレンスはそうだ、とうなずいた。

　先日から嵌めていなかった指輪は、盗まれたエアリアの代わりにこの操縦棹に嵌め込んだのだろうと察する。

　──これが、エアリア……。

　呆然とバングルを見下ろしていると、再びソラフネは激しく揺れた。

　エアリアがないのと、吹雪のダブルだ。

　シエラはこくりと喉を鳴らすと、操縦桿の真ん中にバングルを翳した。

　するとヴァネッサ号の揺れが、少しだけ弱まる。ホッとして、そのまま操縦桿を、力を込めて固定させる。

　今どの辺りを飛んでいるのか。シエラは前方を見み据すえた。

「……あれ、は」

　光が見える。つい先刻まで吹雪で視界を遮さえぎられていたのだが、そこにふぅわりと、やわらかな色彩が加わった。

　青や黄色、薄紫や薄緑、様々な色は、まるで風が視覚化されたように、ふわふわとつかず離れず、ヴァネッサ号に沿う。

「いつもは見えないが、天候の関係か何かの加減だろう。ソラフネはいつだってあの七色の光に包まれて飛んでいるのさ」

　光が強ければ強いほど、ソラフネを守る力が強いのだ、とフローレンスは言う。

　確かに先刻に比べ、ヴァネッサ号は安定している。まだ吹雪の影響があって小刻みに震えているが、それでもずいぶん揺れは収まってきていた。

　この調子でいけば、着陸できるかもしれない。

　シエラはゆっくりと操縦桿を前に倒す。するとソラフネはわずかに下か降こうした。だが下方には、鋭するどい峰々が広がっていて、着陸できそうなところは見当たらない。

　空図と地図は壁に貼られているが、そもそもジャック犯がどのルートでソラフネを飛ばしたのかがわからない。

　さらなる緊張を覚え、操縦桿を握る掌にじわりと汗が滲む。

「シエラ、まず吹雪を抜けることを考えよう」

　キースのアドバイスに、シエラはすぐにうなずいた。

　墜落なんてさせない。必ず地上に辿たどり着いてみせる。

　シエラは極限まで集中して、じっと前を見据え、操縦桿を握った。

　強風がぶつかると、ほとんど横になるくらい激しく傾く。何度かその傾きを経験したシエラは、真っ白に塗り潰された視界の中にたゆたう虹にじ色いろの光が、風がぶつかる直前に、ふわりと形を変えることに気づいた。

　まともにぶつかるから揺れるのだ。シエラは虹色の光の動きを見逃さず、右に流れたら右に、左に流れたら左へ、力いっぱい操縦桿を倒した。

　不思議だった。

　これまで何百時間もソラフネを操縦して飛んできた。けれどこんな──、まるで空の動きが理解できるような、こんな感覚は初めてだ。

　空は気まぐれで、今晴れていたかと思うといきなり豪ごう雨うになったり強風が吹いたりする。壮そう大だいな自然を前に、人間のなんと小さなことかと、空を飛ぶたびに思う。

　空は、自然は怖い。けれど同時に美しい。包み込まれているような安らぎを覚えることもある。

　まるで……そう、空と一体になったような、そんな気がしている。

　こんなに大きな空遊船を、この吹雪の中、自分が操縦している。危機的状況にもかかわらず、シエラは落ち着いていた。先刻まであれほどドキドキしていたのに。

　フローレンスが、ふと、小さく息をついた。

「おまえはやっぱりソラヒメだね」

「はい？」

「なんでもないよ、そのまま集中してな」

「はい」

　ヴァネッサ号を襲っていた吹雪が、次第に勢いを失っていく。速度を増すと、一気に雪雲の下から脱出を果たした。

「抜けた……！」

　飛び上がって喜んだ刹那、いきなりキースに抱きしめられた。

「すごいなシエラは！」

「ちょっ、え、キ、キース様……！」

　フローレンスとティムがいる前で何をするのかと慌てふためくシエラを、ふたりはにやにやと見ている。

「キース様、お、お離しください。このまま操縦して安全なところにまず着陸を……」

　その時、気絶していると思っていたふたりのジャック犯のうち、サハリアの男の方が突然立ち上がると、フローレンスの背後に回って拘束した。どこに隠し持っていたのか、ナイフをフローレンスの首筋に当てる。

「そのままソラフネを操縦しろ。そして俺が言う場所に着陸するのだ」

「……！」

「このままサハリアに行けっていうのかい」

　フローレンスは、まるで近所の知人を相手にする、のんびりとした調子で話しかける。

「違う」

　──え、違うの？

「じゃあどこだろうねえ。〝神しん眼がん下かの庭園〟か？」

　さらりと告げられた言葉に、男はぎょっとしたような顔をした。

　──〝神眼下の庭園〟……。宝の眠る地であり、空の稀人が住んでいるところ。

　拙い知識ながら、図書室で読んだ本の内容を思い出す。

「ひとりでこのままジャックを続ける気かい？」

　キースがものやわらかな声で問う。

「仲間がいるさ。そのうちここにやってくるはずだ」

「あ、それ、僕たちが拘束しておきましたけど！」

　ティムがあっさりそう言うものだから、男はぎょっとして瞠どう目もくした。

「それでここに来るのが遅くなってしまったんだ。悪かったね、シエラ」

「い、……いいえ」

「そういやサハリア王国の侯こう爵しやくの息子はどうしたんだい」

「彼は我々の同志ではない。まあ、協力はしてもらったが」

　つまり、来賓である侯爵の息子を脅おどすか何かして、ここまでついてきた、ならず者ということか。

「娘、この者の命が惜しければ、必ず〝神眼下の庭園〟に空遊船を着陸させろ」

　男のひとりがフローレンスの喉元に鋭い刃を突きつけている。

「やれやれ一難去ってまた一難だねえ」

　凶きよう刃じんが目の前にあるというのに、フローレンスの口調はいつもと同じどころか、普段よりのんびりしたものだった。

「シエラ、とりあえず飛びな。着けるかどうかは運次第だ」

　こくり、と喉を鳴らす。

〝神眼下の庭園〟──。

　祖母の眼差しは、落ち着いていた。その宝石のような不思議で美しい双眸を見ているうちに、シエラの心も次第に凪ないでいく。そしてずっと背を支えてくれるキースを振り返る。静かにうなずくキースに、シエラもまた小さく顎あごを引いた。

　運次第。

　簡単には着陸できないような場所なのだろう。

　気を引きしめ直すと、再び操縦桿を強く握った。

　視界は良好で、先刻の吹雪の影響はすでにない。操縦桿をゆっくりと前方に倒した。地上が目に入るが、そこには変わらず険けわしい岩がん稜りようが続いている。

　クラウザー王国は高山に囲まれた国なのだと、改あらためて思う。

　連なるのこぎりの歯のような頂いただきは冠かん雪せつしており。切り立った尾根が続くこの山域に離着陸場があるとは考えられない。

　どうやってこの大きな空遊船を着陸させたらいいのか……。

　手が震える。力が抜けそうになる。だが弱気になりかけた心を叱しつ咤たし、息を整えて強く下方を見据えた。

　しばらく進むうちに、良好だった視界に雲がかかる。

「雲、じゃない、煙……？」

　下方からモクモクと噴出する煙にも似たそれは、青みを帯びていた。

　何度もソラフネで空を飛んだが、こんな色の煙など見たことがない。

『空の守り砂』が形を変えて、ソラフネを包み込んでいるのだろうか？

「この青い霧は……！」

　フローレンスにナイフを押しつけている賊が、ふいに上うわ擦ずった声をあげた。

「おい娘、降りろ！」

「視界不良なのに着陸しろだなんて自殺行為です……！」

「いいから降りろ！」

　フローレンスの首筋に、さらに刃が押しつけられる。

「……！」

　シエラは意を決し、操縦桿を握り直す。

　何処いずこからか濛もう々もうと湧き出す青い霧は、未いまだ晴れない。だが荒ぶる男は、シエラが今ためらったら、フローレンスを傷つける勢いだ。

　──着陸する……！

　そう決断した刹那、シエラの嵌めていたバングルがじわり、と光を放った。そうかと思えば、ヴァネッサ号全体までもが虹色の光を纏まとう。

　キラキラした粒子は青い霧を駆く逐ちくする。

　目の前が晴れた──！

　シエラが力いっぱい操縦桿を前に倒すと、一気にヴァネッサ号は下降する。それはいささか乱暴でもあって、油ゆ断だんしていたサハリア王国の暴ぼう漢かんは悲鳴をあげながら、ゴロゴロと床を転がっていく。フローレンスは腰を低くして備えていたため、その場に留まり踏ん張った。

「さらに加速します。おばあ様、ティムさん、こちらに来られますか!?」

　摑まって、と背後のキースがフローレンスたちに手を差し出す。

「あたしらに構うんじゃないよ。おまえは着陸することだけを考えな！」

「ですよぉ！」

「集中するためにはまずおふたりの安全を確保したいんです！」

　操縦桿を握る手が、ぶるぶると震える。

　フローレンスは呆あきれたようだが、ティムとともにキースの腕を摑んだ。

「おまえら！」

「そんな刃物で脅しても脅さなくても降りるんだ。おとなしく転がってな」

　暴漢がこちらに向かってこようとするが、さらにぐん、と高度を下げたことで、うわうわと叫んで壁へと転がっていく。

「山が──！」

　青い霧は晴れたが、その先には、延えん々えんと続く山脈が待っている。鋭するどく尖とがった切っ先が眼前に広がっていて、どう降りたらいいのか、途方に暮れた。

　だがよろめくシエラの身体をずっと支えてくれるキースの腕の強さに、決意の息をついた。見上げてくるフローレンスの真っ直ぐな眼差し、こんな時でも飄ひよう々ひようとして、親指を立てるティムへと順に視線を向け、唇を引き締める。

　──大好きなソラフネ。おばあ様の大切な……。

　シエラはぐっと奥歯を嚙みしめた。

「ヴァネッサちゃん、降りるわよ！」

　全体重を乗せるようにして、操縦桿を前に押した。

　ソラフネは風を切って、どんどん下降する。地上はもうすぐだ。

「あれは」

　シエラは不思議なものを見つける。それは、巨大な穴のようなところから、青い煙のような霧が濛々と立ち込めている景色だった。

「あそこか！」

　先刻まで床をゴロゴロと転がり壁に激突していた暴漢は、青霧が湧わく穴を見下ろして、にわかに色めき立った。

「あそこが〝神眼下の庭園〟だ！」

　目の前が──ヴァネッサ号が、一際輝く。眩まぶしくて目を細めずにはいられないほどの光量だった。

　それでも懸けん命めいに目を凝こらし、そうして険しい山の切っ先に傷つくことなく、美しいヴァネッサ号は、無事その地に着陸したのだった──。
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　サハリア王国の暴ぼう漢かんは、着陸するなり操そう縦じゆう室しつから飛び出す。

「〝神しん眼がん下かの庭園〟だ！」

　叫びながら外へと向かう男を、シエラは脱力感に座り込んで操縦桿に縋すがりついた状態で、ぼんやりと見つめた。

　──ち、着陸、できた……。

　安あん堵どのあまり、ぐったりと操縦桿に抱きつく。

「ヴァネッサちゃん、よくがんばったわね。偉いわ」

　ヴァネッサ号を労ねぎらうシエラに、キースがバングルを差し出した。

「君もよくがんばった。すごかったよ」

　キースに手放しで褒ほめられて、シエラは嬉うれしいのと恥はずかしいのとで、微かすかに頰ほおを紅こう潮ちようさせた。照れ隠しに視線をほかに向けると、フローレンスが険けわしい顔をしている。

「サハリア人と行動を共にしているということは、空の稀まれ人ひとはすでにこの場所にはいない……。つまり」

　フローレンスがブツブツ呟つぶやいている内容がよく理解できないが、ひとつだけわかったことがある。

「シークレット旅行の最終目的地であり、おばあ様が来たかった場所はここ──空の稀人の住む、〝神眼下の庭園〟だったのですね」

「……」

「サハリア王国の者たちを乗せたのも、こうなるかもしれないと見み越こしていたのでは？」

　フローレンスはにやりと笑った。

「シエラ、おまえは本当に真っ直ぐな子だねえ。この船の乗客はみんなここに来たがっていた者ばっかりなんだよ」

　……つまりシークレットツアーというのは単なる建たて前まえで、実は〝神眼下の庭園〟へのツアーだと皆知ってヴァネッサ号に乗ったと、そういうことか。

「あたしはただディーンに会いたかっただけだけどね」

「我らがワイズ王を呼び捨てにするとは、なんという無礼者だ！」

　そう叫んだのは、いつの間に目を覚ましていたのか、ジャック犯はんのひとり、自らを空の稀人と名乗った男だった。

「ディーンがそう呼んでいいと言ったんだよ。おまえにがなられる謂いわれはないね」

　そう言うと、フローレンスは縛いましめた男に向かって歩きだした。

「それよりいったい空の稀人はどうしちまったんだい。あれほどこの地から離れない、この地で〝神眼下の庭園〟に眠る宝──すなわちエアリアを守り続けるんだと言っていたというのに」

「ソラヒメがこの地から失うせてしまわれたからだ……！」

　男は叫んだ。

　──ソラ、ヒメ？

「我らはこの地を離れたくなどなかった。だがワイズ王が解散を命じられた。もうこの地を守る必要はなくなった、と。けれど散ちり散ぢりになってもいつかこの地に帰ってこようと、我らはずっと願っていたのだ……！」

「帰ってきてどうするっていうんだい。おまえたちの王は解散を命じたんだろう。その王の命を蔑ないがしろにするってのかい」

「ワイズ王国復ふつ興こうのためだ。ソラヒメの力を借りずとも、いま一度我らで宝を採さい掘くつし、それを条件にクラウザーの者たちに我々の存在を認めさせるのだ！」

　空の稀人である男とフローレンスの話を聞きながら、シエラは頭の中で素早くまとめる。

　空の稀人は、〝神眼下の庭園〟に眠る宝を、ワイズ王家の子孫を旗はた頭がしらに、ずっと守り続けてきた。だが何か事情があり、そこで生きてきた空の稀人たちは解散することになった。

　皆散り散りに生きていくことに不満を抱いていたが、当時はそれに従ったのだろう。それでもこの地を──故郷を忘れることができず、再び〝神眼下の庭園〟に集つどった。

　空の稀人の想いが、シエラの胸に迫せまる。

　誰だって故郷を……生まれ育った場所を離れたくないだろう。

　切ない想いで心が満たされるが、小さく息をついて気持ちをそっと逃がした。

「シエラ」

　隣となりに立つキースが、ふいにシエラの腕うでを握にぎった。

　走ってくる足音がする。またサハリアの男たちが戻ってきたのかと、シエラも身を強こわ張ばらせた。

　だが操縦室にやってきたのは、サハリアの男たちではなかった。

　黒髪に黒い服を纏まとった者たちだった。

「神聖なる〝神眼下の庭園〟に降り立とうとする不ふ届とどき者の仲間がここにもおったぞ！」

　老年の男が勇いさましく叫んだ。

「族長！」

　操縦士は嬉うれしそうに声をあげた。

「おお、レインウォーターか！」

　久しぶりの再会なのだろう、ひとしきり喜び合うふたりだったが、ふと、族長と呼ばれた男がフローレンスに目をやった。

「その珍妙な黒尽くしの装いに、一部だけ青く染めた髪……やや、貴様はにっくきフローレンス・ブラックフォードではないか！」

　にっくき、と叫ばれたというのに、フローレンスは動じもしない。それどころか旧知の仲の相手に対するように、「相変わらず元気だねえ」と笑う。

「思えばそもそもの元凶は貴様だったのだな。貴様と関わってから、王は徐々にお変わりになられた。小さきソラヒメ様を手放され、我々にほかの国の民になれと仰おおせになられたのだ……！」

　男たちはギリギリと歯ぎしりをしてフローレンスを睨にらみつける。──と。

　老年の勇ましい男が、シエラをまじまじと見る。そうしてキースが握るシエラの手首を見て、カッと双そう眸ぼうを見開いた。

「ソラヒメ様!?」

「……ぇ」

「ソラヒメ様ではありませぬか!?」

「ち、違いますよ。わたしは……」

「その腕うで輪わは、まさしくワイズ王家ソラヒメの証あかしですぞ！」

　ソラヒメ様がお帰りになられた──！

　怒ど号ごうの如ごとく叫んだ男たちの腕が、次々に伸びてくる。

「ソラヒメ様がおられれば、再び王家の宝を採掘できるぞ」

「おい、やめるんだ」

　キースが伸びてくる腕を払いながらシエラを庇かばうが、二ふた桁けたに及ぶ相手には敵かなわない。キースとティムは剣を持つ者らに拘こう束そくされ、さらにそんな男たちの勢いに押されて、フローレンスがよろめく。

「おばあ様、ちょっと、離して！」

　だがシエラの叫びは無視され、そのまま担ぎ上げられるようにして、外へと連れ出されてしまった──。







「シエラ！」

「おい、こいつはクラウザー王国の王子だ」

　空の稀人であり、操縦士でもある男が、憎にく々にくしげにそう告げると、キースとティムを剣で脅おどし拘束していた者たちは色めき立った。

「クラウザー王国の……！」

「……面倒だな。ティム」

「はーい！」

　ティムの動きは速かった。一瞬で拘束を振り払うと、一直線にキースへと向かう。キースの両側にいた男たちを、目にも留とまらぬ速さで打ちのめした。

「あとは任まかせた」

　キースはそう言うや、操縦室の扉に向かって走り──外へ飛び出した。

「ちょ、殿でん下か！」

　置いていかないでくださいと叫びながら、ティムはその場に残った男たち全員をあっさり片づけると、まずフローレンスに駆け寄よる。

「フローレンス氏、大丈夫ですかっ」

「あたしはいいからシエラと殿下を追うんだ」

「えっ、ここでフローレンス氏を放っていくなんてそんな非人道的なこと」

「あんたは殿下の護ご衛えいだろうが。あのヘタレタラシボンクラ王子をここでひとりにするんじゃないよ」

　その言い方はちょっと……、とティムが苦笑する。

「そこまで頼たよりないお方ではないんですけどもぉ。でもお言葉に甘え行って参まいります」

　ティムはフローレンスを気にかけながらも、護衛という己の任務を遂すい行こうすべく、キースのあとを追った。




　立ち上がろうとして、だが激しい胸の痛みを覚えたフローレンスは、そのまま床に倒れ込んだ。

　──まったく、思おも惑わく通りにはいかない。

　きつく歯を食いしばり、我が孫を救うべくフローレンスは床に爪を立てて身を起こす。

　力が出ない。痛みが強い。

　それでもここで自分だけが吞のん気きに伸のびているわけにはいかない。

　はっ、と短く息をつき、立ち上がろうとして、できず、ふらりと前のめりになり──そこで誰かに、抱き留められた。

「相変わらず君は無茶をするね」

　やわらかくそしてほのかな温ぬくもりを感じさせる声。

　フローレンスはすぅ、と宝石にも似た瞳ひとみを見開き、顔を上げた。
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　外に出た途と端たん、身を切るような冷たい風に曝さらされて、シエラはきゅっと首を竦めた。

　冷たい。だがこの風景はなんだろう。

　一帯をうっすらと覆おおうのは、青い霧きりだ。その青霧の下、広がる景色は、これまで見たことがないほど美しいものだった。

　赤、白、黄、薄紫、ピンクや青といった様々な色の花が、一帯に広がっていた。

　空から地面へと注がれる陽光は淡あわい。暖かさを感じないが、ひたすらに美しい。

　もし、本当に天上があるのだとしたら、こんな景色が広がっているのではないか。

　そう思えるほどに、美しい場所だった。

　ここが〝神眼下の庭園〟と呼ばれる理由がわかった気がした。

　身の危険を感じていたはずが、あまりの美しい風景に、シエラは呆ぼう然ぜんとした。

「俺たちは商談をしにきたんだ！　エアリア、あれを売ってくれ。いくら積んでもいい。言い値で構わない。クラウザー、いや、ブラックフォードだけでなく、我らにもあの砂を売ってほしいんだ！」

　真っ先に外に飛び出したサハリアの暴漢は、仲間数人とともに捕らえられていた。

　薄うす紫むらさき色いろの衣服を纏まとうサハリアの男たちは、十人を超える黒くろ装しよう束ぞく男たちに囲まれ、拘束されていた。

「その娘はなんだ」

　暴漢たちの前に立つ人物が、シエラを引っ張ってきた老年の男に向け首を傾かしげる。

「聞いて驚け、ソラヒメ様であられるぞ！」

「ですから、わたしは……！」

　だが誰だれもシエラの言葉を聞いていなかった。皆『ソラヒメ』と聞くなり色めき立ち、どっと押し寄せてきた。

　ソラヒメ様、ソラヒメ様、と口々に呼ばれて、身が竦んだ。

　──誰か……！

　恐怖に身体だけではなく心まで竦む。

　誰か、──ではなく、シエラの脳のう裏りに浮かんだのは、こんな場面にあっては絶対に助けにはならないだろう、平和主義で争い事が嫌い、女性にやたらもてるわりには不ふ思し議ぎと男性にも嫌われない、シエラにとってたったひとりの王子──キースの顔だった。

　──無理だわ。こんなところにいらしたら、キース様の方がボコボコにされてしまう！

　以前聞いたキースの話が正しければ、クラウザー王家と空の稀人……ワイズ王家は因いん縁ねんがあるのだ。むしろこの場にいなくてよかったと思う。

　祖母のことも心配だった。つい先刻まで寝台に臥ふせっていたのに……。

　今、自分を助けてくれる人は誰もいない。ならば、自分の力でどうにかしなければならない。

　シエラはふっと息をつくと、腹に力を込めた。

「わたしはソラヒメではありません。わたしの名は、シエラ・ブラックフォード。フローレンス・ブラックフォードの孫です」

　震えそうになる声をぐっと堪こらえ、シエラは凜りんと言い放った。

　空の稀人たちは黙り込んだ。だが静せい寂じやくは一瞬のことで、すぐにざわめきはじめる。

「あなたはソラヒメだ。ワイズ王であられるディーン・ワイズ様の、今は亡き姉君の孫まごですぞ」

「──」

　老年の男は静かな声でそう告げる。

　──おばあ様の初恋の君の姉の、孫……。

「ワイズ王家の王女は皆ソラヒメと呼ばれるのです。稀け有うな力で空を飛び、また〝神眼下の庭園〟に眠る宝を唯ゆい一いつ手にできるお方です。ソラヒメがこの地から失われた時、我らもまたこの地にいる意味を失う。〝神眼下の庭園〟に降りられる方がおられないのだから」

「……」

「ならばその娘がいれば、エアリアは手に入るのだな……！　おまえたちだって、この地で暮くらしていきたいのだろう。ならばエアリアを、宝を守るばかりではなく、それを売ればいい。巨万の富が目の前に転がっているのだぞ！」

　サハリアの男の言葉は、空の稀人たちの心に、鈍するどく刺さったのではないか。数人がふっと顔色を変えた。そしてどこか追いつめられた目で、シエラを凝ぎよう視しする。

「族長、こ、この者たちの言うことも一理あるのでは」

「バカを言うな。そんな戯たわ言ごとを信じる者がどこにいるか」

　おずおずとそう言った青年を、族長と呼ばれた老年の男は一いつ蹴しゆうした。

「で、ですが、皆がまたここに戻るためには、ソラヒメが必要で、ソラヒメがおられれば宝を取りにいける。もう皆バラバラに暮らさずにすむではありませんか……！」

　青年の叫びは、もしかしたらこの場に揃った空の稀人たちの、共通した想い──願いだったのかもしれない。

　皆が押し黙ったその時、サハリアの男が縛いましめられていた縄なわを外し、風のように走ると、シエラにぶつかってきた。

「あ……！」

「この娘がソラヒメか！　この娘がいればエアリアは手に入るのだ……！」

　腕を背中に捩ねじられて抵抗することができない。

「ソラヒメ様！」

「近づくな！　〝神眼下の庭園〟はどこだ！」

「ああ……！」

　ギリ、と腕をさらに強く捩られ、シエラは痛みに顔を歪ゆがめる。

「早くしろ！」

　空の稀人の青年が、ス、と手を伸ばす。指し示したのは、青霧が濛もう々もうと湧わき立つ巨大な穴だった。

「あの穴の底にある」

「穴の底!?」

　サハリアの男たちはざわめいた。

「言っておくが穴は深い。普通の人間が降りていっても、まず戻ってこられない」

「じゃあおまえらはどうやって採とりにいっていたんだよ」

「ソラヒメが、ソラフネを使って採りにいっていた」

　ソラフネ。

　サハリアの男たちは〝神眼下の庭園〟までシエラを引き摺ずっていった。穴の周りは高い柵さくが張り巡らされているうえに、青霧が立ち込めていて底が見えない。

「こんなところにソラフネが飛び込めるわけがないだろう!?」

　他国の人間が想像する空遊船は、少なくとも十人以上乗ることができるタイプだろう。だから無理だと思ったのだろうが、たとえ少人数乗りのソラフネも、こんな穴の中に飛び込み、飛ぶのは難しい。

「おい、おまえ、ソラヒメなんだろう。行ってこい」

「……無茶言わないでください」

　視界も良好ではない、しかもどれくらいの深さなのかもわからない、そんな場所に行けるはずがないではないか。

「行ってこいって言ったら行ってくるんだよ！」

　サハリアの男は血走った目でシエラを睨み、一歩、また一歩と、柵さくへと引っ張っていく。

「やめ……」

　まさかここから突き落とすつもり──？

　ゾッとして、夢中で腕を振るが、男の腕はびくともしない。

「放して！」

　その時、ゴウ、と風が鳴なった。

　顔を上げたシエラの目に、極ごく彩さい色しきの、とてつもなく派は手でな何かが、飛び込んできた。

「……あれ、は」

「『ラシェリェーヌ』!?」

　空の稀人たちが、空の守しゆ護ご鳥ちようの名を叫ぶ。空とともに生きる稀人たちにとって、守護鳥は特別なものに違いない。だがあれは、ラシェリェーヌではない。

　──あれは……。

「シエラ！」

　呼ぶ声に、シエラは大きく目を見開いた。

　信じられなかった。まさか、と思った。

　頼れない、こんな時、こんな場にいたとしても、逆に不安になってしまう、そう思っていたのに、その声を聞いただけで、シエラの瞳ひとみが涙で潤うるんだ。

「──キース様……！」

　凄すさまじい勢いで突っ込んで来た単たん身しん用ようソラフネを避さけて、シエラの周りの者たちは皆散り散りになって逃げる。だがソラフネはシエラの前に来る直前に減速すると、一瞬ふわっと停止した。

　にこり、とキースが微笑ほほえむ。

　こんな緊迫した場面にもかかわらず、この表情。シエラはポカンとキースを見つめる。

「キ……、ス、様」

「お手をどうぞ」

　手を伸ばされ、つい、指先を乗せた。手首を握られたかと思うと、引っ張り上げられる。

「ひゃっ、キ、キース様……！」

　つい手を乗せてしまったのはまずかった。

　狭い操縦席──なにぶん単身用だ……！　──に、ぎゅっと押し込まれる形で無理やり入ることになったかと思うと、シエラを乗せ、キースは操そう縦じゆう桿かんを一気に引いた。

　グゥン、とシエラのソラフネが上昇する。

「あ、キ、キース様、無茶です、これ、ひとり乗り用……！」

　狭い操縦席だ。キースの膝ひざに乗り抱きつく形になっているものだから、頰ほおが熱くてたまらない。キースの肩越しに見る景色の中に、呆あつ気けに取られているサハリアの男たちと空の稀人らの姿が見えた。

「キース様、すぐに着陸してください、このままでは……って、キース様？」

「なんだい？」

「あの、あの……！」

「うん？」

「どうして目を閉じていらっしゃるんですか!?」

　ソラフネの動きが不穏なのは、単身用なのにふたり乗っているからだと思っていた。それももちろん原因のひとつだろう。だが、もうひとつ、なぜかキースは目を閉じて操縦桿を握っていたのだ。

「キース様！」

「だって怖いだろう？」

「はっ？　怖いって、何がですか！　目を閉じて飛ぶ方がよっぽど恐ろしいですよ！」

「いやいや、地上の風景が小さく見える方が怖いって」

　キースはそうはっきりと言いきった。

　言葉を失うシエラだったが、ぐんにゃりと飛行姿勢が乱れたことに我に返る。

「も、もしかして、キース様、──高所恐怖症、なんですか？」

「ははっ」

「ははっ、じゃありませんよ！　ちょっと、代わってください」

　わたしが操縦しますから！

　もしかして、ヴァネッサ号での旅行が始まったあの日、キースが倒れたのは、左さ翼よくの透明な床からの風景を目まの当あたりにしてしまったからだろうか。そして一度も食堂にやってこなかったのも、透ける特別な壁を使っていたから……？

「キース様、席を一番奥まで押します……！」

　シートの下のレバーを押すと、わずかだが席が後方に移動する。

「シエラ、ちょ、この状態はちょっといただけない」

「も、文句はおっしゃらないでください。わたしだって困っているんですから……！」

　キースの膝の上に完全に乗り、操縦桿を握る。つまりシエラの背とキースの胸元がぴったりくっつき、背中から抱きしめられているような形を取ったのだ。こうしなければ操縦桿が握れないのだから仕方がない。

「ソラフネに乗れないのに、操縦してくるなんて……。ティムさんはどうなさったんですか」

「フローレンスについているよう頼んだ」

「お、おばあ様はもちろん心配ですが、キース様おひとりでこんな……」

「君を目の前で連れ攫さらわれたのに、自分の身ばかり心配しろって？」

　声が、ちょっとだけ拗すねた色を帯おびる。

「……そういうわけではありませんが」

「助けにくるのが遅くなってしまってすまなかった。どこか怪け我がはしていないか？」

　背中からそっと抱きしめられて、心臓が飛び跳ねた。

　操縦中だというのに驚かさないでほしい。

「わたしは、大丈夫です。キ、キース様こそ、大丈夫ですか？」

「うん」

「キース様、今も目を閉じていらっしゃいます？」

「うん」

　頼りになるんだかならないんだかわからない。──けれど、先刻とは比べ物にならないくらい心強い。

「キース様、わたし、あそこに飛び込んでみます」

「〝神眼下の庭園〟かい？」

　はい、とうなずく。

「飛び込むのはともかく、戻ってこられるかな」

　確かに、いくら単身用の小さな機体とはいえ、浮上するためにはある程度の広さが必要になる。

　大きな穴だが、助走のための広さはあるだろうか。

「まあ、あそこに戻っても飛び込まされそうだし、どうせならふたりで行こう」

　君ひとりを行かせるわけにはいかないからね、と笑む気配がした。

　高い所が怖いくせに、とシエラはなんだかおかしくなった。

　けれど──。

「はい、一緒に来ていただけたら心強いです」

　青い霧を避けながら、シエラはぐるりと旋せん回かいした。

　狙い澄すます。

　──今！

　シエラは、操縦桿をぐっと押した。

　真っ直ぐにソラフネは穴の中に突っ込んでいく。

　穴の中に突入した瞬間は、青い霧に邪じや魔まされて周りが見えなかった。だが機体がすべて入った時、急に視界が晴れ、中の様子をすべて見渡すことができた。

「……すごいわ。キース様、少しでいいですから目をお開けください」

　キースは意を決したように、短く息をついた。

「おお、確かにすごいな。これはすべてエアリアの塊かたまりか」

　穴の壁面全体が、淡い光を放っている。ソラフネが動くたびに様々な色を放ち、キラキラ瞬またたく様さまは、目を奪われる美しさだった。

　速度を落として、シエラはゆっくり旋せん回かいしながら、徐々に穴の底まで下か降こうする。

「壁が発光しているから、上を青い霧に覆おおわれて日の光が届かなくても明るいのね」

　底まであとどれくらいかかるだろう。見上げれば、穴の縁ふちはもうずいぶん遠い。

　慎重に速度を落としながら、少しずつ降りていく。

　そうしてようやく穴──〝神眼下の庭園〟に到着した。

　ふわっとした感触に、地面を見て、シエラは小さく息をのむ。

「……虹色の、砂」

〝神眼下の庭園〟は、キラキラ光る虹色の砂、すなわちエアリアが雪のように積つもっていた。

　エアリアに囲まれているからか、シエラのソラフネも淡い光を放っている。

　ふたりでソラフネを下り、一歩踏み出した途端、シエラはあっと声をあげ、咄とつ嗟さにキースにしがみついた。
















　サラサラのエアリアはずいぶん積もっていて、シエラのふくらはぎまですっぽり埋まってしまったのだ。

「ふむ。おお、雪のようだな」

　キースはエアリアを掌で掬すくって、さらさらと落とす。

　シエラもそっと手で触れてみた。するとバングルが突然眩まばゆい光を放った。

　まるでここに帰ってきたことを喜んでいるかのように、キラキラと瞬く。

　──ああ、わたしは。

　彼らが言うように、この地で生まれた……。

　虹色に光る砂をそっと握りながら、シエラは目を閉じた。

　次の瞬間、砂をかき分ける音がしたかと思うと、温かな腕に抱き寄せられた。

「キ、キース、様、あの、な、何を……」

「シエラが寂さびしそうな顔をしているから、慰なぐさめようと思って」

「そ、それは必要ありません。というか、慰めていただくのでしたら、もっと違う手段でお願い致いたします……！」

「違う手段」

　わずかに距離を取ったキースは、ほんの数瞬、考え込んだ。そして何をするのかと思ったら、シエラの頭に手を乗せ、ぽんぽん、としたのだ。

　それが子どもに対してするような『ぽんぽん』だったなら、シエラも怒っただろう。けれどそうではなかった。

　十分にシエラを年頃の少女と認識し、そうして髪を撫なでるように、それでいてごく軽く、優しく、労いたわわるように、愛情と親しみを込めて、ぽんぽん、としたのだ。

　じわ、と頰が熱を持つ。

　キースは少し身をかがめて、シエラを覗き込んでくる。

「シエラ」

「は、はい」

「無事に王都エントリアに戻ったら、君の時間を少し僕にくれる？」

「……え？　ええ」

　意味がわからなかったが、未来の約束をするのは、今、この時において有効だった。

　この穴の外に出たら、きっとサハリアの男たちと空の稀人たちとの対決──あるいは話し合い──が待っている。気を引きしめて、そうして家へと帰るのだ。

「約束」

　もう一度ぽんぽんされる。

「キース様……」

　名を呼ぶと、ん？　と首を傾げられる。何か言いたかったわけではなかった。ただ、名を──今、この場に共にいてくれる大切な人の名を、口にしてみたかっただけだった。

「ねえシエラ」

「あ、は、はい」

「今、この場でそういう表情を見せられると、ちょっと困ってしまうんだけど」

「……そういう表情、とは？」

　キースはシエラの頭に置いた掌てのひらを、ゆっくりと移動させる。耳元に触れ、頰にかかる髪を優しく梳すき、そして下唇ギリギリのところに、そっと人差し指を押し当てた。

　急にキースが醸かもし出す空気が濃のう密みつなものになったように感じて、うるさいくらい鼓こ動どうが胸を叩いた。

　少しずつ距離を縮めてくるキースに、無意識のうちに身を退ひいたシエラは、虹色の砂に足を取られて、危あやうくその場に転びそうになった。そこでぐいと支えられ、さらにキースに引き寄せられた。

「シエラ」

　声が熱っぽい。抱きしめるキースの腕にぎゅっと力が込められて、息が止まる。

　怖い、という気持ちもあるから、身体が竦む。けれど同時に、このままキースにすべて委ゆだねてしまいたい……そんな想いも湧き上がってくる。

　──わたしは……。

　細い息をついて、静かに目を閉じ──だがその寸前で、勢いよく抱擁を解とかれた。

「危ないなあ！　僕の自制心はこんなものか！」

　そんな意味不明なことをいきなり叫ばれて、シエラは目を白黒させる。

「キ、キース様？」

「とりあえず、戻ろう。僕の理性が保もつ間に」

「は……？　あの……」

　キースは自分を納得させるように、うん、とうなずくと、懐ふところから何かを取り出した。

　金きん貨かを入れておく革かわ袋ぶくろだ。中に入っていた金貨をその場に落とすと、空になった革袋に、エアリアをたっぷり入れた。

「キース様？」

「これは交渉の切り札だ」

　笑い方にしたたかな一面が透すけて見えて、そんなキースを見るのは初めてだったから、目を瞬かせる。

　だがシエラも、これが何か役に立つのであれば、とハンカチを取り出してエアリアを包み込んだ。

　そして再びソラフネに乗るが、そこでどう乗ろうかという難なん問もんにああでもないこうでもないと意見を闘わせ、結局先刻と同じ形に落ち着く。

　──うう……、恥ずかしい……。

　キースの膝の上に座るという格好なんて、もう絶対にしたくない。今回、これっきりだ。

「キース様、飛びます。どこかに摑まって、……って、そ、そこはダメです！」

　さりげなく腰に手を回されて、小さく悲鳴をあげる。

「ん、じゃあどこ？」

「ど、どこって、……ええと、か、肩？」

「肩？」

　おかしげに笑いながら、キースはシエラの両肩に掌を置いた。

　落ち着かないが腰に手を回されるよりましだ。ところがソラフネを浮かせた途端、キースが肩から前に腕を伸ばし、抱きついてきたものだからたまらない。

「キース様、集中できなくなりますから、それやめてください──！」

「でも肩だと安定が悪いんだ」

「ええっ」

　どうしよう、とうろたえるものだから、ソラフネは奇妙な音を立ててぐるぐると回り、危うく七色の壁に激突しそうになる。

「もう────っ！　どこでもいいですから摑まっていてください。行きます！」

　とにかくこの状況を一刻でも早く解消したい。だからシエラは、一気に上空に向かって飛んだ。

　キースが息をのむ音が耳元で聞こえる。

　ああ、本当に高いところが苦手なのね、とシエラは苦笑交じりのため息をついた。

　それなのにソラフネに乗って助けにきてくれた。

　感謝の気持ちが胸の内に湧いてくる──が、

「や、やっぱりそこに摑まるのはやめてください。手元が狂くるいます──！」

　思わず腰に回った手をひっぱたいてしまった。そのまま穴の外へ飛び出す。

　青霧を避けてぐるりと旋回しながら、地上に視線を落とす。

「おばあ様」

　フローレンスがどういうわけか、紺こん色いろの乗務員服を着た人物──ジーン・イズワに腕を取られていた。

　男たちがふたりを囲んでいる。フローレンスはどこかぐったりしていて、その様子を目にした瞬間、シエラはジーンを強く見据えた。

「シエラ？」

「行きます！」

　操縦桿をグッと前に倒す。地面すれすれの低空飛行を維い持じしたまま、鳥の翼つばさのような左翼がぶつかるギリギリの距離まで接近する。

　散り散りに逃げるサハリア人や空の稀人たちの中にあって、ジーンは微動だにしなかった。直前まで来て、シエラは彼がフローレンスを拘束しているのではなく支えてくれていることに気づき、寸前で、ぐん、と急上昇する。

「シエラ、降りよう」

「はい」

　うなずいてフローレンスたちがいる場所にソラフネを着陸させた。

「えっと……いったい、どういう」

　一団の様子が、よくわからない状態だった。

　ジーンの前に、空の稀人たちが皆膝をついて深く頭こうべを垂れていたのだ。

　ジーンは眦まなじりに穏やかな笑みを浮かべて、シエラに手招きをした。

　抗あらがえずゆっくり近づいていくと、

「君の操縦技術はすごいね。見ていて惚れ惚れしてしまったよ」

「……ありがとう、ございます。あの、それで、あなたはもしかして……」

「ああ、自己紹介がまだだったね。わたしはディーン・ワイズ。君のお母さんはわたしの姪めいで、君のお祖ば母あさんはわたしの姉なんだよ」

　ディーン・ワイズ──。

　それは空の稀人の長おさ、つまりワイズ王であり、そして、

「お、おばあ様の、初恋の、君……ですか」

「そうはっきり言われると照れるな」

　言葉ほどには照れていない様子が、なんだか背後に立つクラウザー王国の王子様によく似ている。

　それにしても、まさかこんな近くに、フローレンスの初恋の君がいたなんて。というか、初恋の君をさがすために乗ったソラフネに、初恋の君が乗船していたとは……。

　──それを、おばあ様はご存じなかった、と……。

　何もかも算さん段だんしたフローレンスの掌の上でくるくる踊っていただけかと思っていたら、一番の懸け案あん──初恋の君が、この場にいたなんて。

　フローレンスを支えるディーン・ワイズの背後には、屈くつ強きような体たい軀くの男がふたり揃っている。彼らはまさに、ワイズ王を守るために、常にそばにいたのだろう。

「ワイズ王よ、我々の気持ちはひとつです。またここで、皆とともに暮らしたい」

「ワイズ王ならば話が早い。我々はただ取引がしたかっただけだ。金ならいくらでも出そう。だからエアリアを譲ってくれ！」

「ソラヒメもおられます。〝神眼下の庭園〟の宝を我々は再び手にできるのです。ですからこの地に再び住まう許可を……！」

　空の稀人もサハリア人たちも、皆己おのれの欲求をワイズ王にぶつける。ワイズ王は穏やかな表情ながら、迷っているように、シエラには見えた。

「シエラ、エアリアを採ってきたのかい」

　ぐったりしていたはずのフローレンスに突然問われ、シエラははいとうなずいた。寄よ越こしな、と目で合図されて、ハンカチに包んだエアリアをフローレンスに渡す。

　空の稀人もサハリア人も、目の色を変えた。

「古い因いん習しゆうに縛しばられてソラヒメを囲い自分たちの幸せしか見ない者。金儲けに目の色を変え、ソラフネジャックなんかをしでかした者。みんなバカばっかりだねえ」

　その場にいる者たちを鼻で笑う。気け色しきばんだ顔で詰め寄る者たちの前に、フローレンスはシエラが渡したハンカチの結び目を解ほどくと、サッと振った。

　当然エアリアは一帯にばら撒かれる。

「何をする──ッ!!」

「小さいことばかり自分のことばっかり言うからだよ！　空の稀人、国の在り方なんてどうでもいいし何ど処こにあってもいいんだよ。ワイズ王にすべて凭れかかって、決めてもらって、自分で考えることを拒否する生き方はね、楽なだけなんだよ。人間なら自分の生き方くらい自分で決めな！」

　男たちがぎょっとして身を竦めるほど、フローレンスの啖たん呵かは鋭く彼らの心を抉えぐったようだ。誰も何も反論できずにいる。

「とりあえず、八方丸く収まる方法がありますよ」

　そう言って、このとんでもない場に進み入ったのは、キースだった。

「キ、キース様？」

　憤ふん怒ぬに赤い顔をしている者、せっかくの宝をぶちまけられ呆然としている者様々な者たちの前に立ったキースは、にこりと笑った。

「キース・クラウザーと申します」

　名を名乗り、そうして優ゆう雅がに頭を下げる。

「キース・『クラウザー』」

　空の稀人たちが、サッと顔を強張らせた。

　クラウザー王家とワイズ王家は、二百年前に確かく執しつがあったに違いないのに、どうしてここで名乗るの、とシエラは気が気ではない。

　案の定、短気な空の稀人の若者たちが、キースに襲いかかってきた。

「キース様！」

　ダメだ、ボコボコにされてしまう……！

　思わず顔を両手で覆ったシエラだが、耳に飛び込んできたのは、キースではない男の呻うめき声だった。

　──え？

　そろり、と目を開けると、どういうことか空の稀人が地面にうずくまっている。

「え、え……？」

『キース様のことだから、ボコボコに……』

　そんなふうに思い込んでいたシエラの目の前で、キースは得え物ものを持って襲いかかる男たちを、まるで踊おどるような軽快さでバタバタと倒していく。

　シエラはそんな目の前の光景が信じられなかった。

　キースは暴力が嫌いだ。だから弱い、と思い込んでいたのだが、暴力を厭いとうのと、暴力に弱いのは違うのだ。

　キースの表情には余よ裕ゆうがあり、かつ楽しんでいるようだった。

　そうしてかかってきた若者たちをすべて地面に伏せさせると、軽く礼をした。

「殿下、僕の仕事を奪わないでくださいよぉ」

　脇わきに控ひかえていたティムの不服そうな声に、キースはごめんごめんと明るく謝あやまる。

「話をしても？」

　キースはディーン・ワイズに許可を求めた。ワイズは苦笑しながら、うなずく。

「まず、この地で暮らしたいと望む空の稀人の方々は、そうしてください。ワイズ自治領としてこの地を治めることを、クラウザー王家が認め許可します」

「……」

「そしてエアリアの売買を考える空の稀人の皆さん。クラウザー王家とブラックフォード家が間に入りますから、売買をおこなってください。ただしエアリアはソラヒメではなく、ご自身たちで採掘なさってください。それを望まない同どう朋ほうとの話し合いもあなた方の中でおこなってください」

　空の稀人たちは、ざわめく。

「ソラヒメ様のみが〝神眼下の庭園〟に下り、空の守り砂を採りにゆけるのだ。誰でも下りられるというわけではない！」

「それはこちらの関知しないことであり、すべてあなたがたで決めるようにと言っているんです」

　そう告げた声は、普段シエラが耳にしたことのない淡々としたもので……冷たくすら聞こえた。そのことにシエラが戸惑っていると、キースは一瞬苦笑を浮かべ、そしていつものように笑みを浮かべた。

「空の稀人としてどちらにもつかない、平へい穏おんに暮らしたいとおっしゃる方は、そうですね、よかったら、クラウザー王家直ちよく轄かつ領りようにいらしてください。歓かん迎げいします」

　キースの淀よどみない物言いに、シエラはキースが彼らワイズ王家のことも、その中で確執があることも、すべて知っていたことに気づく。あるいは、キースとフローレンスは、以前から意見を出し合っていたのではないか……？

　もしかしたら、ブラックフォード家が管理しているエアリアが、底を尽きかけているのではないか。新しい空遊船を製造するためには、新しいエアリアが必要になる。

　ならばこの地に来て、空の稀人と取引をしよう。

　そのために祖母は、祝国祭とヴァネッサ号を利用して大掛かりな計画を立てた。当然このことはクラウザー王家とも話がついているだろう。

　新しいエアリアを自由に売買されてはならない。それを阻そ止しする。そしてクラウザー王家とブラックフォード家にも介かい入にゆうすることによって、益えきがある。

　キースの提案は、空の稀人には不満が残るだろうが、この国を今支配しているクラウザー王家のお墨すみ付つきをもらえるのだから、悪いばかりではない。すべては叶わなくとも、一番欲しいものは彼らの手に残る──。

「それからサハリアの方々は、……そうですね、ソラフネジャックのことは水に流しますが、サハリア王国には報告をしておきましょう。侯爵のご子息を恐きよう喝かつしていたこともね」

「な……！」

「クラウザー王国内でしたら、お仕事を融ゆう通ずうしますよ。なんならブラックフォードに雇い入れてもらったらどうです？　口くち添ぞえしましょう」

　悪戯っぽく笑って、キースはちらりとフローレンスに視線を流した。

　そんなバカなこと、と言ったサハリア人もいたが、心が揺れた者もいたようだ。チラチラとフローレンスを見ていた。

「以上です。異議のある方はどうぞクラウザー宮殿までいらしてください。いつでも話し合いに応じますよ」

　にこり、と笑うキースの『太陽にも勝る笑顔』に、これほど敵かなわないと思ったことはない。

　どうにかこの騒動がまとまりそうだと、シエラは小さく安あん堵どの息をついた。







　ある者はうなだれ、ある者は苦笑交じりのため息を吐はきながら各おの々おの動きだす。そんな中、シエラはフローレンスへと走った。

「おばあ様、大丈夫なのですか？」

　相当無理をしたに違いない。すぐに部屋に戻って休んでもらわなければ、と駆け寄った。ところが寸前で、シエラの足が止まる。

　フローレンスをしっかりと支える、ディーン・ワイズの姿が目に入ったからだ。

「わたしのソラヒメは本当に変わらないね」

　目尻にしわを寄せて笑うディーンを前にしたフローレンスを見た途端、シエラは思わず、噓……、と呟いていた。

　いついかなる時にも背筋を伸ばし、時に乱暴な言葉を口にして相手をへこませる、そんな祖母が、俯うつむいて、急にもじもじとしはじめたのだ。

　ディーンはくすりと笑って、そんなフローレンスを優しく抱き寄せる。すると小さなフローレンスが、なお小さく身を縮めた。

「そうだ、これ、操縦室の床に転がっていたよ。まだ持っていてくれたんだね」

　ディーンは、祖母がずっとつけていた指輪を差し出すと、滑なめらかな仕し草ぐさで指に通す。フローレンスは、まるで少女のように頰を赤らめながら、嬉しそうに笑った。

「……」

「シエラ、物珍しすぎるのは同感だけど、そんなに凝ぎよう視ししてはいけないよ」

　キースにそろりと耳打ちされようやく我に返る。心なしか自分の頰まで熱い。
















「え、ええ……、そう、でしたね。ではキース様、参りましょう」

　ふたりだけにしてあげたい。シエラの疑問は、そのあとだ。

　肩を抱かれてそそくさと歩きだしたシエラの背中に、ディーン・ワイズから声が掛けられる。

「君は、これからどうする？」

「え？」

「ワイズ王家の血に連つらなる者として、この地に住むのかな？」

　シエラが逡しゆん巡じゆんすることはなかった。

　はっきりと首を横に振る。

「以前も申しました。わたしはシエラ・ブラックフォードです」

　恐らくディーンは、シエラの答えをフローレンスに聞かせたかったのだろう。

「大型船も小型船も、素晴らしい飛行だった。……だがあれは、君がソラヒメだからではなく、ブラックフォードの人間として、ずっと長い間ソラフネに携たずさわっていたからなのだろうね」

　そう言って、ディーンはにっこり微笑んだのだった。
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　ヴァネッサ号でのシークレット旅行の後あと始し末まつは本当に大変だったが、なんとか方々の顔を潰つぶさず穏おん便びんに終わることができたのは、やはりフローレンスの力によるものなのだろう。

　祝しゆく国こく祭さいも終わり、シエラにも日常が戻ってきた。

　ただ、長期休みはまだ続いているため、いつもの工房へと向かう毎日だ。

　可か愛わいいシエラの単たん身しん用よう空くう遊ゆう船せん──ペップちゃんは、〝神しん眼がん下かの庭園〟に預あずけてきた。

　空の稀まれ人ひとたちは、自分たちの空遊船を持っていないというのだ。ソラフネがなければエアリアを採とりに行いくことはできない。もっと訓練をして採さい掘くつに行くのだと、サハリアの地に住みながらどうしても馴な染じめなかった男──操そう縦じゆう士しは力強く言った。

　今度はどういうソラフネにしようかしらとデザインを考える毎日は楽しい。

　また単身用にしようか、それともふたり乗り……と、そこまで考えて、密着せざるを得なかった、キースとの飛行を思い出して、シエラはぶるぶると頭を振った。

「王都エントリアに戻ったら、君の時間を少しくれる？」

　そう言っていたくせに、戻ってからも、キースはやってこない。

　約束など忘れてしまったのだろう、とシエラは肩を落とした。

「工房長さん、ちょっと飛んできていいですか？」

　工房長に声を掛かけてから、少人数用のソラフネで首都の空を飛んだ。

　上空から見下ろす世界は小さく、自分はもっと小さい。

　空の中にいると、シエラは自分が小さくてもいい、小さいけれど自分なりにがんばろう、と前向きな気持ちになれる。

　ソラヒメ、だなんて言われなくても、自分は空を愛している。

　高く、速く、飛んで、ゆっくりと下降する。すると地上に、一ひと際きわ鮮あざやかな金色の髪かみと明るい茶の髪の青年ふたりを見つけた。

　途と端たんにドキリとした。

　シエラはそのまま青年たちのそばに、ソラフネを降ろした。

「気持ちよさそうに飛んでいたね、シエラ」

　にこりと笑う金髪の青年──キースに、シエラも小さく笑う。

「ええ、気持ちよかったです。キース様も乗られ……、ませんよね。すみません」

「シエラ操縦するソラフネなら大だい丈じよう夫ぶな気がする」

「シエラ嬢じよう、ソラフネ貸してください。僕もあなたみたいに飛行できるようになりたいんですよぉ」

　ティムはそう言うと、早さつ速そくソラフネに乗り込んだ。

　飛行訓練をするためのこの場所は、ブラックフォード家の私有地だ。広々とした場所に、シエラとキースのふたりだけになる。

「わたし、思ったんですが」

「うん？」

「キース様は、あの、これまで国内外問わずたくさんの場所に旅に行かれましたよね」

「そうだね」

「それって、ご自身の趣しゆ味みではなく、王族としてのお仕事なのですか？」

　国内外の情報にあれほど聡さといキースだ。ふらふらしていると見せかけて、各地の政せい情じようや様子を探っているのでは、と想像した。

　そしてフローレンスは、そんなキースだから今回の相あい棒ぼうにしたのだろう。

　ふたりとも詳しよう細さいな情報を手にしている。互いがタッグを組んで、ライバル家はある意味罠わなを張って蹴け落おとし、襲おそってくる輩やからはその牙を抜き、手なずけた方がいい相手には餌えさをチラつかせる……。そんな大人と大人の繫つながりを見たような気がした。

「まあ、仕事もだけど、旅好きでもあるよ」

「そう、ですか」

「シエラ、フローレンスとディーンの話をしようか」

　──おばあ様の、話？

「フローレンスは六十年前、ディーン・ワイズと恋に落ちた。だが当時ディーンは己おのれを次代の王と崇あがめる空の稀人たちから逃れる術すべを持たなかった。何より彼らを見捨てることができなかったんだね」

「……」

「フローレンスも、クラウザー王国の国民とクラウザー王国が滅ぼした空の稀人が結ばれるとは、当時思っていなかった。だがふたりともほかの相手と結婚することもなく、ずっとお互い想い合っていた」

「すごいですね」

「うん、ある意味執しゆう念ねんだね」

「執念はひどいです」

「いい意味で、だよ。だけど君が生まれて、このままでは君はソラヒメとして生きていかなければならないと考えた時、ディーンは希望も発展もないこの地から、一族を解とき放とうと考えた。もちろん君も、だ」

　ディーンのそんな想いは、フローレンスに伝わった。

　ディーンは一族を解散させたあと、方々を旅し、そしてクラウザー王国に戻ってきたそうだ。その時フローレンスに会わなかったのは、昔の恋を祖そ母ぼが覚えているかもわからなかったからという彼なりの遠えん慮りよだったようだが、それでもそばにいよう、と名を変え、機き関かん士しになったのだという。

　彼らの結びつきがあったから、シエラはこの地で生きていくことができた。そして、

　──キース様にお会いできた……。

「シエラ、僕は君が、君の出しゆつ自じを知り、それでもなお君がこのクラウザー王国で暮らしていくことを決めてくれた時、言おうと思っていたんだ」

「……は、い？」

　キースはシエラをふわりと引き寄せた。

「その前に、噴水に突き飛ばされた時のことを改めて謝あやまりたい。──酒に酔よっていたとはいえ、がっついた」

「が……」

　──わたしあの時がっつかれていたの……!?

「君がブラックフォードからもクラウザー王国からも去っていってしまうかもしれないと思ったから」

　ちょうどその頃、シエラはブラックフォードの両親と血が繫つながらないことを知り、気持ちがふわふわと揺れていた。キースに対しても、それまでのように接することができず、ぎこちなかったはずだ。そんな揺れる心をキースは見抜いていたのだろう。

「だから君が、ディーン・ワイズに、シエラ・ブラックフォードとして生きていくと言った時、安あん堵どした。そして改あらためて君から許可をもらってがっつきたいと思う」

「あ、あの、がっつくって、ちょっと、表現的にどうかと……」

「表現的に一番心情に近いんだけど。これまでわりと何度も我が慢まんしてきたんだ」

　くす、と笑ったキースが、わずかに距きよ離りを取り、そうして顔だけ近づけてきた。

「ヴァネッサ号もペップも、どちらも勇ゆう敢かんに操縦する君は最高にカッコよくて、改めて惚ほれ直した。僕のシエラは、普段はおとなしくて控ひかえめだけど、いざとなればこんなにもすごいことができる人なんだって、あの時快かい哉さいを叫びたかった」

　ドキリ、とした。

　──僕の、シエラ……。

「だから今度はちゃんと言う」

「キース様、あの……」

　真っ直すぐな視線は、笑みを浮かべながらも真剣だった。そんな表情を間近で見せられて、心臓が壊れてしまいそうなほど鼓こ動どうが速まる。

　待って、と思わず言いかけ……、けれどキースが口を噤つぐむことはなかった。

「シエラ・ブラックフォード、僕は君が欲しい。今までのように……いや、今まで以上に、そばにいてほしい」

　直ちよく截さいな言葉に、カァッと顔に朱しゆが走る。するとキースは嬉うれしそうに笑った。

「その顔が見たかった。最近のシエラは表情を変えまいとして寂さびしそうだったから」

「そ、それは……、あの、わたし」

　赤くなっている顔を見せたくなくて、頰ほおを押さえて踵を返す。そのまま走っていこうとしたのに、背後から抱きしめられて、動くことができない。

「君が欲しい、と言ったのに、君は返事をくれないつもり？」

「あの、あまりにも、急、でしたから……！」

「ええ？　これでもかってくらいしょっちゅうアプローチしてきたけど、足りなかった？　もっとした方がいい？」

「いえ、もう結構です十分……！」

　焦あせって声が裏返ってしまう。

「じゃあ聞かせてほしい」

　追いつめられる。キースはきっと、シエラからの返事を聞かない限り、この手を離してはくれないだろう。

　覚かく悟ごを決めなければならない……？　でも恥ずかしい。どうしよう、と焦るシエラに、救世主が現れた。

　目の前に、ティムが乗った空遊船が着陸したのだ。シエラはソラフネに走った。

「キース様、空で返事をさせてください！」

「ええ？」

　きょとんとするキースに、ちょっとだけ肩を竦めて笑う。

「わたし、ソラフネに乗って、いろんなところを旅したいんです」

「知ってる」

　でもそれは、ただ単に旅が好きだからなのではない。

　この国に落ち着かず、いろんな場所に旅するキースと一緒にいたい──そんな想いがあるからだ。

　たくさんの場所に飛んでいって、これまでの日々以上に、そばにいたい。

　けれどその想いは、もうしばらくシエラの胸だけに秘ひめておこう。

　伸のびてきた腕に引き寄せられたシエラは、背中に当たる温かなキースの体温を感じながら、小さく微笑ほほえんだ。





〈ＥＮＤ〉
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　こんにちは、香こう月づき沙さ耶やです。このたびは『ヒメコイ！　天そら駆けるナイショの恋路』をお手に取っていただき、本当にありがとうございます！




　今作は、空飛ぶ船に乗って旅をすることになった主人公が、おばあちゃんや幼なじみの王子様に振り回されつつがんばる話です。

　空飛ぶ船ですよ。プロット出した時、「普通の船で、海を旅する方がいいですかね？」と担当さんにうかがってみたところ、「むしろ空飛んでＯＫ！」とおっしゃっていただきまして、とても嬉うれしかったです。

　さて、キャラクターの話も少し。前述しましたが、主人公、いろいろがんばっております。でも書き終えたあとで思ったのは、くるくる振り回されてがんばるばかりではなく、意外と振り回してもいるなあ、と。そういうところも書いていて楽しかったです。

　それからキースですが、見た目や言動がキラキラしている王子様をこれまでほとんど書いたことがなかったので、新鮮な気持ちで執しつ筆ぴつできました。

　そんなふたりの物語を楽しんでいただけたらいいなあと思っております。




　それでは、お世話になりました皆様へ謝しや辞じを。

　表紙、挿絵を担当していただきました、藤ふじ未み都つ也や先生。主人公のシエラとキースはもちろん、当作のキャラ平均年齢をグンと上げてくれたフローレンスも素す敵てきに描いていただき、とても嬉しかったです。素晴らしいイラストをありがとうございました！

　編集担当のＦさん、至らないわたしが執筆しやすいよう、いつも配はい慮りよしていただき、心より感謝いたします。一緒にお仕事できて楽しかったです。本当にありがとうございました。

　そして新担当のＮさん、どうぞよろしくお願いいたします♪

　校正様、デザイナー様、本作に携たずさわっていただいたすべての方へ、お礼を申し上げます。

　最後に読者様へ。新作を発刊させていただく時、楽しんでいただけたらいいな、といつもドキドキしながら、発売日を迎えます。『ヒメコイ！』いかがでしたでしょうか？

　またぜひお会いできますように。





香月　沙耶　拝
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私もフローレンスのような若々しくパワフルな身体になりたいです。
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